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１．開催日  令和６年３月３日（日）１３：００～１６：４５ 

２．会 場  金沢星稜大学 キャリアデザイン館 

３．日 程  １３：００～ 開会行事 

       １３：０５～１４：３０ 研究発表 （分科会形式） 

       １４：４０～１６：４０ ワークショップ 

       １６：４０～ 閉会行事 

４．内 容 

（１）研究発表 

 第１分科会 第２分科会 第３分科会 第４分科会 

１ 

生徒の資質・能力を高

める「一人一人の生徒を

主語」にした授業の開発 

 

龍瀧治宏 

ジャムボードの活用によ

る情報のまとめとプレゼ

ンテーション 

 

飯田淳一 

読みに困難をもつ児童

に対する効果的なICTの

活用  

 

藤堂知佳・長谷川春生 

国際協働学習における

オンラインコミュニケーシ

ョンの充実のための教材

開発について 

平本美鈴・清水和久 

２ 

中学校において生徒の

人間関係の形成に向け

て導入した学年担任制

に対する意識調査 

 北濱康裕 

教師それぞれの強みを

生かす学年組織のマネ

ジメントに関する研究 

 

濱井未央・西島健史 

ICTを活用した効果的な

家庭学習に関する研究 

 

 

石原芳隆・黒田 卓 

地図リテラシーを身に付

ける高等学校「地理総

合」の単元開発 

 

山崎彩花・黒田 卓 

３ 

学び続ける学習者を育

てるリフレクション支援の

在り方 

小山憲章・増田美奈 

教員の校内研究への参

画意識向上のためのア

プローチ 

細井大輔・澤 聡美 

知を創造する理科教育

とは何か 

 

坪本吉史 

生成AIこれからの活用方

法 

 

角納裕信 

４ 

卒業研究アーカイブス

の構築とその活用 

 

嶋 耕二 

ICT活用に関する校内

研修の実践と評価 

 

太田浩二・長谷川春生 

運動に対する愛好的態

度と自己有用感につい

ての考察 

白山穂翔・澤 聡美 

AIとの関わり方や活用方

法を考える単元の開発 

 

津田知也・長谷川春生 

５ 

市民性の育成を目指す

高校探究学習における

モデレーション実践の研

究 

本田達也・増田美奈 

若手教師の学び続ける

姿勢を育てる研修の在り

方に関する一考察 

 

佐々木翔太・増田美奈 

創作ツールとしてのiPad

の活用 

 

 

羽場史江 

統計的な問題解決活動

を取り入れた「データの

活用」の実践の検討 

 

田向海裕 

６ 

 授業や校務における

Google Sitesの活用に

ついて    
下倉 健 

 VRゴーグルの試用事例

と活用構想 

 

清水和久 

   

（２）ワークショップ 

    「最新機器の体験から教育への活かし方を考える」 

      VRゴーグルとドローンプログラミングの体験ワークショップ 
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第１分科会        【座長 黒田 卓（富山大学）】 

 

1-1 生徒の資質・能力を高める「一人一人の生徒を主語」にした授業の開発 

―中学校社会科における１人１台端末の活用を通して―  

 龍瀧治宏(射水市立大門中学校) 

 

1-2 中学校において生徒の人間関係の形成に向けて導入した学年担任制に対する意識調査 

―特別活動（学級活動・学校行事）で生徒の望ましい行動を意図的に取り上げる 

実践を事例として―  

 北濱康裕(加賀市立片山津中学校) 

 

1-3 学び続ける学習者を育てるリフレクション支援の在り方 

―思考のプロセスを物語ることで高める認知欲求― 
小山憲章・増田美奈(富山大学大学院教職実践開発研究科) 

 

1-4 卒業研究アーカイブスの構築とその活用  

 嶋 耕二(石川県立金沢錦丘中学校) 

 

1-5 市民性の育成を目指す高校探究学習におけるモデレーション実践の研究 

―氷見高校HIMI学を対象に―  

本田達也・増田美奈(富山大学大学院教職実践開発研究科) 

 

 

 

第２分科会        【座長 長谷川春生（富山大学）】 

 

2-1 ジャムボードの活用による情報のまとめとプレゼンテーション 
 飯田淳一(金沢市立森本小学校) 

 

2-2 教師それぞれの強みを生かす学年組織のマネジメントに関する研究  

濱井未央・西島健史(富山大学大学院教職実践開発研究科) 

 

2-3 教員の校内研究への参画意識向上のためのアプローチ  

―充実した校内研究を目指して― 

細井大輔・澤 聡美(富山大学大学院教職実践開発研究科) 

 

2-4 ICT活用に関する校内研修の実践と評価  

太田浩二(入善町立入善小学校)・長谷川春生(富山大学大学院教職実践開発研究科) 

 

2-5 若手教師の学び続ける姿勢を育てる研修の在り方に関する一考察 

―「子どもの姿」を中心とする授業研究を主とした自主研修を通して―  

佐々木翔太・増田美奈(富山大学大学院教職実践開発研究科) 

 

2-6 授業や校務におけるGoogle Sitesの活用について 
  下倉 健(金沢市立田上小学校) 

 



 

 

 

 

 

第３分科会     【座長 細川都司恵（金沢大学附属小学校）】 

 

3-1 読みに困難をもつ児童に対する効果的なICTの活用  

  藤堂知佳(上市町立白萩西部小学校)・長谷川春生(富山大学大学院教職実践開発研究科) 

 

3-2 ICTを活用した効果的な家庭学習に関する研究  

―保護者と連携し、授業と家庭学習をつなぐ学習モデル―  

石原芳隆・黒田 卓(富山大学大学院教職実践開発研究科) 

 

3-3 知を創造する理科教育とは何か 

―光の反射の学習から― 

 坪本吉史(砺波市立出町中学校) 

 

3-4 運動に対する愛好的態度と自己有用感についての考察 

―小学校高学年を対象として―  

白山穂翔・澤 聡美(富山大学大学院教職実践開発研究科) 

 

3-5 創作ツールとしてのiPadの活用 
―クロマキー合成による造形あそびの実践― 

 羽場史江(金沢市立森本小学校) 
 

 

 

第４分科会      【座長 清水 和久（金沢星稜大学）】 

 

4-1 国際協働学習におけるオンラインコミュニケーションの充実のための教材開発について 

平本美鈴・清水和久(金沢星稜大学) 

 

4-2 地図リテラシーを身に付ける高等学校「地理総合」の単元開発 

―主題図の読解力・表現力向上を促す授業デザイン―  

山崎彩花・黒田 卓(富山大学大学院教職実践開発研究科) 

  

4-3 生成AIこれからの活用方法 

―小学校で使えそうな基本的な考え方― 

 角納裕信(金沢市立大徳小学校) 

 

4-4 AIとの関わり方や活用方法を考える単元の開発 

―小学校総合的な学習の時間における教材や活動内容の検討― 

津田知也・長谷川春生(富山大学大学院教職実践開発研究科)  

 

4-5 統計的な問題解決活動を取り入れた「データの活用」の実践の検討  

 田向海裕(石川県立内灘高等学校) 

 

4-6 VRゴーグルの試用事例と活用構想 

―小学校や大学での外国に関する情報収集のための実践授業を通して―  

清水和久(金沢星稜大学) 
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生徒の資質・能力を高める「一人一人の生徒を主語」にした授業の開発 
 

－中学校社会科における１人１台端末の活用を通して－ 
 

龍瀧 治宏（射水市立大門中学校） 
  

本研究では、「一人一人の生徒を主語」にすることを意識した授業改善によって資質・能力を高め

るために、勤務地で採用されているソフトウェアのクラウド環境の活用と１人１台端末を組み合わ

せた授業方法を開発・実践し、その有効性を振り返りや学力調査の結果を通して検証した。振り返

りの記述内容の分析から「自らの学習を調整」して学びに取り組むようになったことが分かった。

また、学力調査の「知識・技能」及び「思考・判断・表現」の正答率がともに上昇し、県平均点を上

回った。一方、無答率は下がり「粘り強く学習に取り組もうとする態度」の側面も高まった。 
 

個別最適な学び  協働的な学び  一人一人の生徒を主語  複線型  Teams  ミライシード 

 

１ 問題の所在と研究の目的 

 「どのように授業を改善すれば、『個別最適

な学び』や『協働的な学び』を体現した『一人

一人の子供を主語にする』授業が実現し、生徒

の資質・能力を高めることができるのか」これ

が筆者の問題意識である。 

社会の変化が加速度を増し、複雑で予測困難

となってきている中、子供たちの資質・能力を

確実に育成する必要があり、令和３年度より学

習指導要領（平成29年告示）が完全実施され、

「主体的・対話的で深い学び」の実現が求めら

れた。その少し前の令和３年１月、中央教育審

議会から『「令和の日本型学校教育」の構築を

目指して～全ての子供たちの可能性を引き出

す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～

（答申）』(以後、答申とする)が発表され、

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を踏ま

えて、「一人一人の子供を主語にする学校教

育」（下線部筆者）の実現が求められるように

なった。さらに、その前年の令和２年には、

「ＧＩＧＡスクール構想の実現」が発表され、

１人１台端末と高速大容量の通信ネットワーク

を一体的に整備し、多様な子供たちを誰一人取

り残すことなく、公正に個別最適化され、資質

・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境

の実現も求められようになった。これら三つの

求められている実現の関係は、図表1のように

一体的であることが分かる。したがって、授業

を改善し資質・能力を高めるためには、「個別

最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充

実させて「主体的・対話的で深い学び」を実現

させていくことが必要である。そして、クラウ

ド環境を活用した１人１台端末の効果的活用

が、これらの実現を促すことになることから、

１人１台端末の効果的活用の研究を進めていか

なくてはならいことが分かる。しかし、本校に

おける1人1台端末の活用状況や授業での問題点

が明らかになった。全国学力・学習状況調査の

生徒質問紙調査において、令和４年度の「学校

で、授業中に自分で調べる場面で、ＰＣ・タブ

レット等のＩＣＴ機器を、どの程度使っていま

すか」に対して、「ほぼ毎日」「週３回以上」

と回答した本校生徒の割合は、34.2%（全国

37.2%）、令和５年度の「1、2年生のときに受

けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機

器を、どの程度使用しましたか」に対して、

「ほぼ毎日」「週３回以上」と回答した本校生

徒の割合は、50.0%（全国61.1%）であった。こ

のように１人１台端末の使用に関する質問に

図表1 求められている実現の全体構造図 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
筆者作成 
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は、「ほぼ毎日」「週３回以上」と回答した本

校生徒の割合は、どちらも全国平均を大きく下

回った。一方、「学習の中でPC・タブレット等

のＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思い

ますか」の質問には、「役に立つと思う」「ど

ちらかといえば、役に立つと思う」と回答した

本校生徒の割合は、令和４年度は91.3%（全国

92.6%）、令和5年度は93.4%（全国93.3%）で全

国の割合とほぼ差はなかった。これらのことか

ら、本校生徒（３年）は、１人１台端末の活用

に対して非常に期待をしているが、授業で活用

する場面が少なく、１人１台端末を文房具にす

るまでには、程遠い現状であることを示してい

る。 

次に先行研究について、第55回全国中学校社

会科教育研究大会名古屋大会(2022)、全日本教

育工学研究協議会全国大会(2022)、文部科学省

委託事業「リーディングＤＸスクール事業」

(2023)では、「一人一人の生徒を主語」にする

学習活動に向けて様々な方法で1人1台端末を活

用して「個別最適な学び」と「協働的な学び」

を一体的に充実させた授業改善が行われてきて

いる。しかし、管見の見る限りにおいて、多く

の大人が文房具のように使用している

「Microsoft365」のビジネスソフト

（PowerPoint・Word・Excel）を柱にした

「Teams」や「ミライシード」を活用した研究

は見られない。また、「一人一人の生徒を主

語」にする学習活動を意識した授業改善の余地

はまだ多く残されていると考える。 

そこで、本研究では、奈須（2021）が主張し

ているように、「Teams」「Microsoft365」

は、まさに大人が文房具として利用しているビ

ジネスソフトであるので、これを生徒に利用さ

せていくことは、将来的に非常に効率的かつ効

果的であるので、この「Teams」や「Microsoft 

365」の活用を研究対象としていく。また、本

校で活用が進んできている「ミライシード」の

活用も研究対象の１つとする。そして、それら

を活用した「一人一人の生徒を主語」にするこ

とを意識した授業方法を開発・実践し、その有

効性を振り返りや学力調査の結果を通して検証

していくことを目的とする。 

２ 研究の実際 

（１）「Teams」と「Word」、「ミライシード」と「Excel」

を活用した学習のまとめ 

田村（2018）は、「深い学び」の実現には、

確かな「振り返り」が重要であり、「振り返

り」が学んできた知識と知識を関連付けたり、

既習の知識と結び付けたり、知識を新たな場面

や異なる状況とつなげて活用すると述べてい

る。本研究でも「深い学び」の実現への一つと

して授業の終末に、まとめや振り返りを行って

きたが、令和４年度では、最初はノートに書

き、それを１人１台端末で撮り、「Teams」の

課題機能を活用し画像で提出するようにした

（図表２）。しかし、定期考査後の振り返りに

「写真よりもパソコンに直接書き込んだ方がや

りやすい。」という意見も見られた。そこで、

学習のまとめの取組方法を、①「Word」にまと

めた文を穴埋め式にし、完成させてファイル添

付する方法（レベル１）、②「Word」に自由に

直接入力してファイル添付する方法（レベル

２）を追加した。これら３つの方法の中から生

徒自身で選択することで、「個別最適な学び」

にすることができ、「一人一人の生徒を主語」

にした取組に改善することができた。しかし、

この「Teams」を活用した方法では、他者参照

ができないことが課題であった。そこで、令和

５年度では、「ミライシード」の「オクリン

ク」「ムーブノート」を活用して、他者のまと

めを参照できるように改善した（図表３）。ま

た、まとめのシートを「Excel」で作成し、生

徒それぞれの入力欄を作り、他者のまとめを参

照できるように改善した。小単元で一つのファ

イルを作成し、授業ごとのシートにした。これ

により「ミライシード」よりも、本時だけでは

なく単元内でも他者のまとめを参照することが

図表２ 手書きによるまとめの提出画像 
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容易になった。このように、まとめ方を３つの

方法の中から生徒自身で選択することができる

ように「個別最適な学び」にし、なおかつ学習

のまとめをクラウドを活用して他者参照できる

ようにしたことで、まとめる力を高め合うこと

ができ、令和５年度は「協働的な学び」による

「一人一人の生徒を主語」にした学習活動へ、

より改善することができた。 

（２）「Teams」と「PowerPoint」を活用した

情報収集活動 

学級全体一斉で、導入や学習課題の設定、活

動の確認をした後に、「PowerPoint」のシート

（図表４）をクラウド上で共有する。図表４の

左側のシート番号が出席番号と対応しており、

そのシートがその生徒専用のシートとなる。シ

ートの内容について、教科書を使って情報収集

を行うようにした。クラウド上での共同編集な

ので、作業に行き詰まった生徒は、他の生徒の

途中経過を参照しながら自分で進めていくこと

ができるようになった。また、座席の近い生徒

同士での会話や、立ち歩いての情報収集を認め

ているので、「協働的な学び」をしている生徒

もいれば、一人で個別に学んでいる生徒もい

る。しかし、後者の生徒は、孤立しているので

はなく、クラウド上で他の生徒の調べた内容を

参照しており「協働的な学び」が成立してい

る。また、授業者の教師の所に来て、分からな

い内容について質問しにくる生徒もおり、個別

に対応がしやすくなった。さらに、新型コロナ

ウイルス感染症の濃厚接触者として自宅でオン

ライン授業を受けていたNo.28 の生徒は、この

方法により自宅にいながら教室にいる生徒とリ

アルタイムで「協働的な学び」を実現すること

ができた（図表４）。 

（３）「Teams」の「Whiteboard」を活用した

ポスターセッション 

公民的分野最終章の学習活動は、これまで３

年間の学習を生かして持続可能な社会に向けて

取り組むべき課題を選択して、それについて調

査したことをレポートにまとめることである。

従来は、レポート用紙にまとめて、掲示してい

た。しかし、掲示する時間やスペースの確保、

相互評価をする難しさがあった。そこで、まと

め方を「個別最適な学び」にするために、全員

レポート用紙にするのではなく「PowerPoint」

「Excel」「Word」、ノート等選択できるよう

にした。図表５のように、「Teams」の

「Whiteboard」を活用して、各自がまとめたも

のを画像にして貼り付けるようにしたことで、

クラウド上でポスターセッションを行うことが

できた。□の部分には、クラウド上なので、

共同編集のように同時に級友のレポートを読

み、よいと思ったレポートには、付箋メモに感

想を書いて貼ったり、「いいね」ボタンを押し

たりして相互評価を容易に行うことができるよ

うにした。また、クラウド環境の機能を生かし

て、学級の枠を越えて、学年間で相互評価を行

うことも可能となった。このように生徒自身で

図表３ 「オクリンク」による学習のまとめの提出一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図表４ クラウド上でのシートの共有 
                        

図表５ クラウドを活用した学級横断のポスターセッションの全体像 
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選択することができるように「個別最適な学

び」にし、なおかつクラウド環境を活用してレ

ポートを相互評価ができるようにしたことで、

学級を越えてより多くの人の考えや意見を多面

的に学ぶことができるようになり、「協働的な

学び」による「一人一人の生徒を主語」にした

学習活動を展開することができた。 

３ 研究実践の成果 

本研究の実施学年・学級は、勤務校の令和４

年度３学年の担当３学級120名（在籍数）、及

び令和５年度３学年の担当３学級 106名（在籍

数）、実施時期は令和４年４月～令和５年３

月、令和５年４月～令和５年 12月である。 

（１）「学びに向かう力、人間性等」の涵養に

対する「振り返り」による検証 

振り返りの記述分析から、生徒自身から「自

分のやりやすい方法を選んで」「その人その人

（自分）に合った」「合わせたレベル」という

言葉が見られるようになったり、ＰＣよりもノ

ートに書いた方が自分には適していると自己認

識ができていたり、1人 1台端末による「個別

最適な学び」により生徒は、「自らの学習を調

整」して学びに取り組むようになった。これら

は、本研究の授業方法の開発・実践により、資

質・能力の一つである「学びに向かう力、人間

性等」が涵養し高まったことを示している。 

（２）「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力等」

の育成、「学びに向かう人間性等」の涵養に対する「中

教研学力調査」の結果による検証 

図表６から令和４年度の４月調査と 11 月調

査の各観点の正答率を比較すると、「知識・技

能」では、51.9％から 63.1%になり+11.2％、「思

考・判断・表現」では、45.1%から 45.3%になり、

+0.2%となった。県平均点との差を比較すると、

-7.4点差から-0.6点差となり、6.8点を縮めて

いる。令和５年度の４月調査と 11 月調査の各

観点の正答率を比較すると、「知識・技能」で

は、53.2％から 64.8%になり+11.6％、「思考・

判断・表現」では、51.3%から 53.6%になり+2.3%

となった。また、県平均点との差を比較すると、

-1.6点差から+1.7点差となり、県平均を上回っ

た。一方、「思考・判断・表現」については、

+0.2%から+2.3%と令和５年度の方が+2.1％上昇

している。これらから資質・能力の「知識・技

能」及び「思考力・判断力・表現力等」が高ま

ったことを示している。次に、４月調査と11月

調査の各観点の無答率を比較すると、令和４年

度では、「知識・技能」では、14.2％から 4.2%

になり+10.0％、「思考・判断・表現」では、7.2%

から 2.4%になり+6.8%という結果となった。令

和 5年度では、「知識・技能」では、7.0％から

2.7%になり+4.3％、「思考・判断・表現」では、

7.1%から 3.8%になり+3.3%という結果となっ

た。どちらの年度もどの観点も無答率が下がっ

た。これは、「主体的に学習に取り組む態度」

の観点で見取ると、「粘り強く学習に取り組も

うとする態度」の側面が高まったと判断できる。

したがって、本研究の授業方法の開発・実践に

より、資質・能力の「知識・技能」及び「思考

力・判断力・表現力等」が育成され、「学びに

向かう力、人間性等」が涵養し高まっているこ

とを示している。さらに、令和４年度の実践に

修正を加えた令和５年度の授業方法が、より資

質・能力の育成・向上を促し、効果的であった

ことも示していると言えよう。 

４ 参考文献 

・田村学（2022）『深い学び』東洋館出版社、

pp.208-210. 

・中央教育審議会『「令和の日本型学校教育」

の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を

引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの

実現～』(答申)、pp.17-19. 

・奈須正裕（2021）『個別最適な学びと協働的な学び』

東洋館出版社、pp.213-214.  

・文部科学省(2018)『中学校学習指導要領(平成

29年告示)解説総則編』東洋館出版社、pp.3-5. 

図表６ 令和4年度及び令和5年度の中教研学力調査
の4月調査と11月調査の比較 
令和4年度 
 
 
 

 
令和5年度 
 
 
 

 

調査 観点 受検者数問題数 正答数 正答率(%)無答数 無答率(%)県平均差

知識・技能 24 1422 51.9 390 14.2

思考・判断・表現 16 823 45.1 132 7.2

知識・技能 21 1473 63.1 100 4.2

思考・判断・表現 19 957 45.3 52 2.4

4月
調査

11月
調査

114

111

-7.4

-0.6

調査 観点 受検者数 問題数 正答数 正答率(%)無答数 無答率(%)県平均差

知識・技能 28 1343 53.2 177 7

思考・判断・表現 12 555 51.3 77 7.1

知識・技能 25 1540 64.8 66 2.7

思考・判断・表現 15 765 53.6 55 3.8

4月
調査

90 -1.6

11月
調査

95 +1.7
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中学校において生徒の人間関係の形成に向けて導入した 
学年担任制に対する意識調査 

 

特別活動（学級活動・学校行事）で生徒の望ましい行動を意図的に取り上げる実践を事例として 
 

北濱 康裕（加賀市立片山津中学校） 
 

本研究の目的は、生徒の人間関係の形成に向けて、中学校で学年担任制を導入した特別活動の実
践に対する生徒と教師の意識を明らかにすることである。その結果、(1)生徒と教師共に互いの関
わりが多くなったこと、(2) 学年担任制に対して、肯定意見、否定意見ともに確認でき、その内容
について【教師との関わり】【先生の考え方】【ローテーションの問題】【教師の仕事】の 4 つの
カテゴリーを導出できたこと、教師は生徒の人間関係形成に向けた行動を褒める機会が増加したと
認識していたこと、教師は学年担任制を行う上で教師間の情報共有が必要であるなどの課題を認識
していたことが明らかとなった。 

 
中学校  学年担任制  人間関係形成  特別活動  

 

１ はじめに 

 特別活動において育成を目指す資質・能力が

「人間関係形成」、「社会参画」、「自己実現」

という 3 つの視点を手掛かりに「知識及び技

能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学び

に向かう力・人間性等」の３つの柱に整理され

た（文部科学省 2017）。児童生徒は社会に出た

後、様々な集団や人間関係の中で生活していく

ことから、人間関係形成の必要性に関して杉田

（2009）は、人間関係が苦手な子どもたちに、

ルールやマナー、社会性などを学ばせ、よりよ

い生活を築く力やよりよい人間関係をつくっ

ていく力を身につけることが学校や教師に求

められていると述べている。また、よりよい人

間関係の形成は、各教科等において協働的な学

びを充実させる上での基盤としても重要であ

るとされている（文部科学省 2021）。 

庭山（2020）は、学校規模でのポジティプな

行動支援の有効性を示しており、教師が人間関

係を形成することにつながる生徒の良い行動

を見取り、承認や賞賛を通してその望ましい行

動を増やしていくことで、よりよい人間関係の

形成を図ることができると考えられる。しか

し、これまでの固定担任制では 1人の教師の視

点でしか生徒を観察することができない。そこ

で、学年担任制を導入することで、学級担任だ

けでは気づかない生徒の良さや頑張りを見取

り、承認や賞賛する機会を増やすことで、生徒

の人間関係形成につながると考えた。全国的に

も学年担任制を導入している学校は少ないた

め、事例的であったとしても学年担任制を導入

したことによる生徒や教師の人間関係形成に

関する意識を明らかにすることは有用である

と考えられる。 

 

２ 目的 

本研究の目的は、生徒の人間関係の形成に向

けて、中学校で学年担任制を導入した特別活動

の実践に対する生徒と教師の意識を明らかに

することである。 

 

３ 方法 

（１）対象 

 筆者の勤務する中学校の第3学年の生徒2ク

ラス（62人）、該当学年の教諭 3名を対象とす

る。本校では 2023 年度より学年担任制を導入

しており、第 3学年の生徒は以前の固定担任制

を 2年間経験していること、学校行事や委員会

活動等でも最高学年として中心的な立場にな

ることが多いため、対象として適切であると判

断した。 

（２）本校の学年担任制 

 当該学年は筆者を含む 4 人の教諭で担当す

る。クラス主担当となる教員を本校では窓口と

呼び、筆者と教諭 Aが該当する。学級担任とし

ての業務を 4 人の教諭が毎日ローテーション
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制により交代して行う。ローテーションは図 1

のように年度当初に決定した。 

 

図 1 担任ローテーション割 

（３）調査方法 

 ①学年担任制に関する質問紙調査 

 学年担任制に対する生徒の意識を調査する

ために、質問紙調査を行う（質問項目は表 1を

参照）。回答は 5件法で行い、各項目について

肯定的な回答から順に5点〜1点を付与して単

純集計する。また、学年担任制に関する自己意

識を把握するため、「学年担任制で 1年間を過

ごしてみて感じた、良い点と課題となる点（改

善点）」について自由記述させる。得られたデ

ータについて似た内容ごとのカテゴリーに分類

・整理する。 
 ②教諭を対象としたヒアリング調査 

当該学年を担当する教諭 3名を対象に、学年

担任制を導入したことによる成果と課題につ

いてヒアリング調査を実施する。なお、IC レコ

ーダーを用いて発話は全て録音する。その後、

得られたデータの逐語記録を作成する。逐語記

録をもとに学年担任制の対する教師の意識を

整理する。 

③人間関係形成に関する質問紙調査 

 QU（楽しい学校生活を送るためのアンケー

ト）から人間関係形成に関わる質問を抜粋し、

1学期末と 2学期末に調査を実施する（質問項

目は表 2を参照）。回答は 5件法で行い、各項

目について肯定的な回答から順に5点〜1点を

付与して単純集計する。 

 

４ 結果と考察 

（１）学年担任制に関する質問紙調査 

学年担任制に関する質問紙調査の結果につい

て、中間を除く肯定と否定の２群に対して二項

検定による直接確率計算を実施した（表 1）。

その結果、質問 1〜3 において有意差を確認す

ることができた。 

質問 1〜3 の平均値は中央値(3.0)を上回って

いることから、生徒は学年担任制による教師の

入れ替わりについて肯定的に捉えていると判

断できる。質問 1から生徒は学年担任制により

多くの教師と関わることができたと感じてお

り、質問 3から様々な教師の考えを知ることが

できたと感じていることが示されている。質問

2 から自分の頑張りを認めてもらうことがで

きたと感じている生徒も半数以上確認できた。 

また、自由記述で問い得られたデータを内容

ごとのカテゴリーに分類した結果、良い点と課

題となる点（改善点）を合わせて得られたデー

タ数は 89 であった。「変化がない」等どのカ

テゴリーにも当てはまらないデータ 12 件を除

く 77 件を分析対象とし、似た内容ごとのカテ

ゴリーに分類したところ、【教師との関わり】

【先生の考え方】【ローテーションの問題】【教

師の仕事】の 4つのカテゴリーを導出できた。

以下、具体的な生徒の記述を鉤括弧で示しなが

ら各カテゴリーについて詳述する。 

 1 つ目の【教師との関わり】に含まれるデー

タ数は 59 件であった。具体的な記述として、

「いろんな先生と交流でき、仲を深めることが

できた」こと、「授業への楽しみが増えて『明

日はこの先生か楽しみ！』という感じ」になっ

表 1 学年担任制に関する質問紙調査の結果 
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たという意見を確認できた。 

 学年担任制により学年の教師が担任役を担

い学級活動を行うことで、生徒は「いろいろな

先生との会話が増え」、【教師との関わり】が

多くなったと感じていたと考えられる。これは

質問紙調査の質問 1の結果と合致する。その結

果、教師との「仲を深めることができ」、教師

と生徒との人間関係の向上につながっている

と考えられる。 

 一方、「毎日会うと担任の先生と仲良くなる

から担任の先生との絆を深める点においては

学年担任制をしないほうがいいと思う」という

深い【教師との関わり】への課題を感じている

生徒も確認できた。これらの生徒は 1人の教師

との深い関係性を築きたいと考えており、特に

担任にその深い関わりを求めていると推察さ

れるため、「深く親しくなれる先生が作れない」

と感じていると考えられる。 

 2 つ目の【先生の考え方】に含まれるデータ

数は 8件であった。具体的な記述として「色ん

な先生の意見の違いが分かった」こと、「この

先生は優しいんだとわかった」という意見を確

認できた。これは質問紙調査の質問 3の結果と

合致する。 

複数の教師で生徒指導にあたる際、共通して

指導すべき事項は共通確認をとっている。しか

し、その他の部分については、それぞれの教師

の考えによって指導を行っている。多くの教師

と関わることで、生徒は多様な大人の考え方に

触れ、自身の考え方を構築していくと考えられ

る。実際、学級朝礼の進め方や話し方などは教

師の個性が出るため、生徒は「朝礼の時間毎日

違う先生でやり方を見れて面白かった」や「先

生の意見の違いが分かった」など、様々な【先

生の考え方】に触れることができていたと考え

られる。 

3つ目の【ローテーションの問題】に含まれ

るデータ数は 7件であった。具体的な記述とし

て、「毎日担任が変わらなくてもいいとおもっ

た」こと、「毎日違うから課題提出とか合う話

とかを見つけるのが難しかった」という意見を

確認できた。今年度は毎日教師が変わるローテ

ーションを組んだ。生徒にとって担任が日々変

わることで、課題提出のしにくさや教師との会

話のしにくさを感じていたと考えられる。その

結果、1人の教師と深い関わりができないと感

じていると推察され、【教師との関わり】への

課題と関連したカテゴリーといえる。 

4つ目の【教師の仕事】に含まれるデータ数

は 3件であった。学年担任制で担当教師が入れ

替わることで、クラス内で「トラブルがあった

時にうまく対応できない可能性がある」こと、

「責任の所在があやふやになってしまう」とい

う意見を確認できた。クラス内でのトラブルへ

の対応や責任の所在など【教師の仕事】に関す

る意見を確認できた。人間関係の形成に向け

て、これらの不安から生徒が過ごしにくい教室

環境とならないよう配慮していくことが今後

の学年担任制を続けていく上で必要であるこ

とを指摘できる。 

（２）教諭へのヒアリング調査 

 以下にヒアリング調査の結果を示す。なお、

＜＞は逐語記録であり（ ）は筆者による加筆

を示す。 

 ＜確実に生徒と関わることが増えていった

＞、＜生徒の様子を見る場面がもちろん増える

＞、＜子どもたちが話しやすい先生を選べたの

は良かった＞といった記録から、学年担任制を

導入することで教師も生徒と同様に関わりが

増えたと感じていることが確認できる。生徒の

人間関係を形成する上でよい行動を褒める視

点では、＜（生徒の様子を）他の先生がこうだ

ったよっていうのを聞いて、それをさらに伝え

るっていう形で、褒める機会は前よりも増えた

＞、＜（生徒は）違う先生からも褒められたり、

称賛される機会があって、良い行いを繰り返し

やろうとか、またやろうという気持ちに繋がる

＞とあるように、学年担任制による成果を実感

している。 

 一方、＜引き継ぎとかをして、しっかり情報

共有しないと混乱してしまう＞こと、＜（配慮

が必要な生徒に対して）全員でそこをしっかり

とフォローしてくっていうところは、まだ弱か

った＞とあるように、学年担任制で生徒を指導
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する上での課題意識を感じていることが確認

された。 

（３）人間関係形成に関する質問紙調査の結果 

 人間関係形成に関する質問紙調査の結果を

表 2に示す。 

表 2 人間関係形成に関する質問紙調査の結果 

 
 質問項目のうち、友人との関係に関する質問

（質問 1〜3）、教師との関係に関する質問（質

問 4）、学級との関係に関する質問（質問 6〜

7）、関わりのスキルに関する質問（質問 8〜9）

において、1学期の平均値に対して 2学期の平

均値が上回っていた。生徒は学級内に話ができ

る友達がいると考えており（質問 1、2）、質問

3 より友人関係をよくする方法を知っている

と認識し、質問 6及び質問 7より学級の良さを

感じていることから、生徒同士の望ましい人間

関係が形成できていると判断できる。また、質

問 8 より学級内の活動において互いに意見を

言える関係であることや、質問 9より助けを求

める関係を築くことができるようになってい

ると判断できる。実際、学級活動において異な

る意見を聞き入れ、合意形成を図る生徒の様子

を見て、教師はその行動を褒めていた。こうし

て生徒は友人との関わり方を学んでいったこ

とが要因と考えられる。さらに、質問 4より生

徒は学校内に悩みを相談できる先生がいると

も感じている。学年担任制を導入したことで、

生徒が関わる教師が担任 1人ではなく、複数の

教師と関わることができることから、生徒と教

師の関係性が向上し、自分の悩みを相談できる

と考えていると推察できる。これらは教師への

ヒアリング調査の結果とも合致しており、学年

担任制を導入したことによる成果であること

が示唆される。 

 一方、質問 5より担任の先生とうまくいって

いると思うと感じている生徒は減少した。これ

は、学年担任制を導入したことにより、主担当

となる窓口教員との関わりが減少したこと、学

年担任制を導入しているため担任という 1 人

の教師を想定して生徒が回答していないこと

が推察される。 

 

５ おわりに 

 本研究おける条件のもとで得られた知見は次

の通りである。 

（1）学年担任制を導入することで、生徒教師共

にお互いの関わりが増加したと肯定的に捉えて

いる一方で、1 人の教師との深い関わりを求め

る生徒の存在が確認できた。 

（2）学年担任制に対して、肯定意見、否定意見

ともに確認でき、その内容について【教師との

関わり】【先生の考え方】【ローテーションの

問題】【教師の仕事】の 4つのカテゴリーを導

出できた。 

（3）学年担任制を導入することで、教師は生徒

の人間関係形成に向けた行動を褒める機会が増

加したと認識していた。 

（4）教師は学年担任制を行う上で教師間の情

報共有が必要であるなどの課題を認識してい

た。 

 本研究は生徒と教師の関わりの視点が中心

となったため、今後は生徒同士の関わりに重点

をおいた研究が望まれる。 

 

６ 参考文献 
杉田洋（2009）よりよい人間関係を築く特別活動，
図書文化． 

庭山和貴（2020）学校規模ポジティブ行動支援
(SWPBS)とは何か？-教育システムに対する行動
分析学的アプローチの適用-，行動分析学研究，
第 34巻，第 2号，p.178-197． 

文部科学省（2017）中学校学習指導要領解説 特別
活動編． 

文部科学省（2021）学習指導要領の趣旨の実現に
向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的
な充実に関する参考資料，https://www.mext. 
go.jp/content/210330-mxt_kyoiku01-
000013731_09.pdf .（2024年 2月 12 日参照） 
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学び続ける学習者を育てるリフレクション支援の在り方 
 

思考のプロセスを物語ることで高める認知欲求 
 
小山憲章（富山大学大学院教職実践開発研究科） 
増田美奈（富山大学大学院教職実践開発研究科） 

       
教師や子供たちは、振り返りという活動をどのように捉えているのだろうか。子供たちが主体的

に自らの学びを振り返り、次につながるものになっているだろうか。本実践研究では、先行研究の

成果と課題から、学び続ける学習者を育てるために、思考のプロセスを物語るリフレクションの支

援の在り方について検討することを目的とする。分析するにあたり、認知欲求尺度に加え、子供た

ちの日々の学びの姿、リフレクションの記述、質問紙による調査等を総合的に活用して、研究主題

の解明を目指すこととする。 
 

リフレクション  認知欲求  メタ認知  精緻化  自己調整  ICT 
 

１ 研究の背景 

1.1 現状と課題 

平成 29 年改訂の学習指導要領における学習

評価の基本的な考え方として、「『児童生徒に

どういった力が身に付いたか』という学習成果

を的確に捉え、教師が指導の改善を図るととも

に、児童生徒自身が自らの学習を振り返って次

の学習に向かうことができるようにするため

にも、学習評価の在り方は重要であり、教育課

程や学習・指導方法の改善と一貫性にある取組

を進めることが求められている」と示されてい

る。 

小林・梶浦（2023）は、「深い学びを実現し

ていくためには、自己の信念体系の中に編み込

み、自己の理解のプロセスを批判的に分析した

り、理解した知識の深さや他の知識との繋がり

を学習者自身が理解したりする『メタ認知的な

振り返り(省察)』が必要となる。記憶の再生に

止まらず、授業やその単元を通して学んだ内容

や体験を掘り起こし、より深い自己分析や解釈

を加えていくことによって、新たな意味や価値

を見出していく」とし、省察の重要性に言及し

ている。また、振り返りを以下のように、２つ

に分けて定義している。 

 

 

 

 

 

 

 

一方で、「未だに授業の中における『振り返

り指導』の重要度は十分に根付いていな

い。」「授業終盤の深い【振り返り】が省略

されてしまう授業は度々目にする。これは、

従来の『振り返り』は教師が授業を組み立て

る材料として活用しているため省略されにく

く、【振り返り】は内容を教え終わった後の

「おまけ学習」「贅沢学習」程度にしか意識

されていないからであろう。『自律的で深い

学び』を実現していくためには【振り返り】

を通して、学習過程を子供自らが主体的に省

察する場を確保すべきだろう」と示され、振

り返りの時間が疎かになっていることを指摘し

ている。 

平成 29 年度全国学力・学習状況調査質問紙

の調査結果における振り返りに関する富山県と

全国を比較した回答結果は以下の通りである。 
（平成 30 年度以降、この質問項目は削除されている） 

 

表１ 児童質問紙・学校質問紙の調査結果 
（児童質問紙） 
Q：５年生までに受けた授業の最後に学習内容を振り返

る活動をよく行っていたと思いますか。 
 １ ２ ３ ４ その他・無回答 

富山県 39.5 37.4 18.5 4.5 0.1 
全国 40.3 35.9 18.3 5.3 0.2 

（学校質問紙） 
Q：調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業

の最後に学習したことを振り返る活動を計画的に取

り入れましたか。 
 １ ２ ３ ４ その他・無回答 

富山県 51.6 44.7 3.7 0.0 0.0 
全国 52.5 42.9 4.5 0.0 0.1 

（１.当てはまる２.どちらかといえば、当てはまる３.どちらかといえば、当てはまらない４.当てはまらない） 

「振り返り」  
学習内容のまとめや感想、類題を解かせるよう

な「振り返り」 
【振り返り】 

深いレベルの振り返り。学習内容のまとめや感
想だけでなく、学びのプロセスの「意味付けや価
値付け」「新たな疑問の発見」「自分なりの主張
や意志の創出」などを含む 
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注目したいのは、児童と学校の意識の差である。

学校は、95％以上が振り返る活動を「どちらか

といえば取り入れている」と捉えているが、児

童は、80%弱にとどまっている。振り返る活動

が教師主導の学習内容のまとめ「振り返り」と

なっていて、子供が主体的に学習を【振り返る】

活動になっていない可能性があると考察され

る。加えて、学校質問紙の 95%以上、児童質問

紙の 80%弱の中にも、「振り返り」と【振り返

り】が混在している可能性がある。つまり、こ

の調査からは、振り返りをどのようなものと捉

えて回答しているかという意識の部分までは見

えてこない。ゆえに、研究を進める上で、事前

に振り返りに対する教師と子供の捉えを調べる

必要性がある。その上で、子どもの学びの文脈

を大切にできる【振り返り】を支援することで、

「子供の主体性」を生み出すことにつながると

考える。その結果、学び続ける学習者を育てる

ことにつながるのではないだろうか。本実践研

究における「学び続ける学習者」とは、自ら新

たな問いを見つけ、その解決に向けて主体的に

行動できる人と定義付けたい。 

1.2 先行研究と研究の目的 

森脇（2021）は、授業における振り返りの６

要件を明らかにした。その６要件とは以下のよ

うなものである。 

 

 

 

 

 

 

 

その上で、振り返りの精度を上げていくために

は、相互評価を取り入れる必要があると言及し

ている。望月（2019）は、深い学びの実現に向

けて、Chi,M.（2014）が提案した ICPAフレーム

ワークについて、他者との関わりを通して考え

が精緻化されたり、アイディアの質が向上した

りすると示している。また、鹿毛（2019）は、

「没頭（エンゲージメント状態）は、『社会的

伝染』をひき起こす」とし、他者との関わりの

中で、学習に対する意欲は育まれていくもので

あるとしている。研究を進めるにあたり、他者

との関わりを重視していきたいと考えている。 

振り返りと学習意欲との関連に関する研究に

は、次のようなものが見られた。四日市教育委

員会（2020）は、小学校６年生を対象に、算数

科の授業で文章記述による振り返り活動が、児

童の学習意欲に及ぼす効果について検証した。

その結果、確認テストに取り組む振り返りより

も、問題解決の過程を記述させる振り返りをさ

せる方が、算数科に対する学習意欲を高めると

明らかにした。また、石原・秦山（2020）は、

フィードバックと振り返りが学習者の認知欲求

に及ぼす影響を明らかにするために、中学生を

対象として、社会科歴史分野の授業を２単元行

い、その前後における認知欲求尺度の回答を分

析した。その振り返りを分析した結果、振り返

りを具体的に記述できていた群は認知欲求が優

位に高まり、抽象的な記述にとどまっていた群

は優位な高まりが見られなかった。 

ここで、認知欲求について触れておきたい。

「認知欲求（Need of Cognition）」とは、Cacioppo 

and Petty （1982）が、「努力を要する認知活動

に従事し、それを楽しむ内初的な傾向」と定義

付けたものである。また、尺度開発を試み、最

終的に 34 項目からなる認知欲求尺度を完成さ

せた。そして、神山・藤原（1991）は、その定

義を基に、15 項目からなる日本語版認知欲求尺

度を作成した。以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.あまり考えなくてもよい課題よりも、頭を

使う困難な課題の方が好きだ。 
２.かなり頭を使わなければ達成されないよ

うなことを目標にすることが多い。 
３.課題について必要以上に考えてしまう。 
４.新しい考えを学ぶことにはあまり興味が

ない。 
５.一生懸命考え、多くの知的な努力を必要と

する重要な課題を成し遂げることに特に

満足を感じる。 
６.必要以上には考えない。 
７.一度覚えてしまえばあまり考えなくても

よい課題が好きだ。 
８.長時間一生懸命考えることは苦手な方で

ある。 
９.考えることは楽しくない。 
 

１.振り返りをとりあえずする 
２.目当てに即した振り返りをする 
３.振り返りが授業の学び直しになる 
４.振り返りをすることで新たな気付きや問題意

識を得る 
５.学習のメタ認知ができる 
６.学習内容について学んだ実感をもち、自分に

とっての意味を明らかにできる 
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この尺度は、本研究における「学び続ける学

習者」の指標として活用できるのではないかと

考えている。 

 振り返りに関する研究は、授業だけに限らず、

山田・岡崎（2021）は、中学生が日々の学びを

ノートに書き溜め、記述した内容をもとにペア

トークを行う活動「まなびの時間／まなびノー

ト」をどのように体験していたのかを捉え、探

索的にモデルを生成した。その結果、感情の動

きが自己変容を促し、それを支えているのがメ

タ視点であるということを明らかにした。 

 これらの研究の課題に共通して挙げられてい

るのが、振り返りの記述を支える支援の在り方

である。発達段階に応じた文章記述はどのよう

にあればよいか、より具体的な記述にするには

どうしたらよいかなどの課題が挙げられてい

る。 

 振り返りを具体的に書くことができるように

するための支援に関する研究は、授業における

ふりかえりの実践的研究（森脇,2021）や sense 

of agency を育てる振り返り実践の研究（板倉・

森脇,2022）、自己調整を促す継続的な振り返り

活動の研究（田中,2021）等がある。ホワイトボ

ードやワークシートを活用したり、手引書を作

成したりするなど、さまざまな工夫がなされて

いるが、具体的な子供の変容が語られていない

ことや手引書の作成が１回にとどまっており、

アップデートされていないこと、他者との振り

返りを共有する場がなかったことなどの課題が

ある。加えて、石原・秦山（2020）の研究では、

認知欲求が高い群の振り返りが具体的に記述さ

れていたという分析であり、具体的に記述でき

たから認知欲求が高まったという結果ではな

い。また、実験群において、抽象的ではなく、

具体的に記述した数が多い内容は、「友達の作

品のよさの気付き」「次回に向けた方向性」で

あり、「自分自身のよさの気付き」「自分自身

の不十分さの気付き」では、具体的ではなく、

抽象的な記述の方が多い。それは、フィードバ

ックのチェックリストによる自己評価の後、生

徒の模範となる作品を読み、リフレクションを

書くという手順を踏んでいるため、自分が理解

している内容や自分の思考のプロセスは言語化

しないまま振り返りを記述してしまっていたの

ではないかと考察する。 

 そこで、本実践研究では、思考のプロセスを

物語ることを通して認知欲求を高めるリフレ

クションの在り方を検討することを通して、学

び続ける学習者を育てるための支援方法を明

らかにしたいと考えた。「思考のプロセスを物

語る」とは、先行研究の成果にもあるように「問

題解決の過程を具体的に表現する姿」を想定し

ている。「物語る」という言葉には、「書く」

だけでなく、「話す」リフレクションを想定し

ていること、また、自分の学びの過程を語りな

がら、次の問いを見つけ、その解決に向けて主

体的に行動できる子供たちを育成したいとい

う願いが含まれているからだ。 

研究を進めるにあたり、「リフレクション」

という用語を用いる。小林・梶浦（2023）が定

義付けした【振り返り】を「リフレクション」

として使用する。坂田哲人ら（2019）は、「リ

フレクション」の考え方を提唱したのは、ジョ

ン・デューイであると言われているとし、「彼

の著書『思考とは何か（How we think）』にお

いて、リフレクションという概念がすでに登場

しています。デューイは経験主義哲学を提唱し

ていたことで知られていますが、その主張にお

いて、リフレクションは学習の過程に必要なこ

ととして重視されています。何か起きたこと、

あるいは行った行為に対して、その後、それは

どのような意味であったのかについて考え、意

味付けをしていく。そのことが重要、必要なこ

とであった場合には自分自身の糧として取り

入れ、そうでなかった場合には破棄するという

ことを繰り返します。これは、私たちが日常的

10.深く考えなければならないような状況は

避けようとする。 
11.自分が人生で何をすべきかについて考え

るのは好きではない。 
12.常に頭を使わなければ満足できない。 
13.自分の人生は解決しなければならない難

問が多い方がよい。 
14.簡単な問題よりも複雑な問題の方が好き

だ。 
15.問題の答えがなぜそうなるのかを理解す

るよりも、単純に答えだけを知っている

方がよい。 
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に（無意識的に）行っていることではあるもの

の、しかし、それをあえて意図的に、より効果

的に自分自身に取り入れることができるとい

う考え方です」と紹介している。振り返りとい

う言葉と違う言葉を用いることで、「振り返り」

と【振り返り】の混同を防ぎ、学びを次につな

いでいくという意識をもたせることができる

と考えている。 

２ 研究の方法 

本実践研究では、富山県内の小・中学生を対

象とする。社会科の学習と 1 日の学びをリフレ

クションする「学びの時間」に焦点を当てて行

う。 

年度初めに、リフレクションに関するオリエ

ンテーションを実施し、リフレクションの有用

性や具体的なリフレクションの方法を児童・生

徒に対して説明する。 

その後、社会科の授業や学びの時間を実施す

る。認知欲求やリフレクションに対する事前・

事中・事後のアンケートをとり、子供の変容を

見る。 

石原・秦山（2020）の研究は、中学生を対象

としたものであった。認知欲求尺度を読んでみ

ると、小学生には少し難解な設問も存在してい

ると感じた。そこで、小学生版の認知欲求尺度

を複数人で検討する。その際、「対象の小学生

に通じる表現になっているか」「文の意味が変

わっていないかどうか」に留意する。中学生に

は、文章を変更せず、そのままの認知欲求尺度

を採用する。 

思考のプロセスを物語るリフレクションを支

える支援としては、「リフレクションモデルの

紹介」「教師による朱書き等による個別支援」

「教師によるよいリフレクションの紹介」「各

自のリフレクションを互いに見合う場の設定」

「よいリフレクションについて話し合う場の設

定」「話合いを通じてアップデートしていく手

引書による支援」「他者と協働して取り組むリ

フレクションの場の設定」等を想定している。 

研究を分析するにあたり、認知欲求尺度に加

え、子供たちの日々の学びの姿、リフレクショ

ンの記述、質問紙による調査等を総合的に活用

して、研究主題の解明を目指すこととする。 

３ 研究のスケジュール 

４月…認知欲求尺度の作成 

   オリエンテーション・アンケートの実施 

５月〜７月…実践①    

８月…中間まとめ 

９月〜11月…実践②   

12 月〜…最終まとめ 
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卒業研究アーカイブスの構築とその活用 

 
嶋 耕二（石川県立金沢錦丘中学校） 

 
１人１台端末を活用し、先輩の学びを踏まえた探究的な学びを実現できる環境の構築を目的と

し、３年生の総合的な学習の時間で実施しているＳＤＧｓ課題研究（以下卒業研究）の論文データ
を保存するアーカイブを構築した。卒業論文アーカイブスは、卒業研究に取り組む多くの生徒に活
用され、研究や論文作成に関する情報を提供する図書館のような役割をもつ仕組みである。 
 

卒業研究 アーカイブス 総合的な学習の時間 探究的な学び １人１台端末 

１ はじめに 

令和４年度に構築した理科アーカイブスは、

生徒が自発的に作成する紙の探究レポートを電

子化し、1 人１台端末で閲覧できるものであっ

た。探究レポート作成に興味ある生徒にとって

大変役立っており、テスト勉強や学習の振り返

りなどにも閲覧され、生徒の日常の学習にも役

立っていた。令和５年度には、この成果を中高

一貫教育校における高校の探究学習につながる

中学３年生の卒業研究のアーカイブス構築と活

用に研究を拡張した。 

２ 目的 

本校で実施している卒業研究の論文は印字し

て紙で保存され、進路相談室で閲覧できるよう

になっている。一方で、端末の設置場所や台数

などの関係から、卒業研究を行うとき、卒業生

の作品を多くの生徒が同時に閲覧することの難

しさや長期の保存が難しいことなどのデメリッ

トがあった。しかし、生徒１人が１台の端末を

使うことができるようになったことで、電子化

された情報が、いつでもどこからでも閲覧され

るようになり、年度や教科を超えて共有される

ようになった。 

本研究の目的は、各生徒が自分の端末を活用

して、先輩の学びを踏まえた探究的な学びを実

現できる環境の構築である。具体的には、中学 

３年生の総合的な学習の時間で実施している

卒業研究の論文データと論文の概要を示したポ

スターのデータを保存し、検索･閲覧できるアー

カイブを構築することと、その活用の状況につ

いて把握し、よりよい環境構築のための視点を

収集することである。 

 

３ 卒業研究アーカイブスについて 

３年生は、総合的な学習の時間において、卒

業研究作成に取り組んでいる。６月には構想を

練り、構想発表会を行う。今年度は、中高一貫

教育の中高連携の学習活動として、金沢錦丘高

校２年生の総合的な探究の時間における課題研

究のテーマと中学３年生の卒業研究の課題につ

いて意見交換する「課題研究テーマ交流会」を

実施した。 

図表１ 中高交流会の様子 
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その時期の活用を目指し、令和３年度及び４ 

年度（現金沢錦丘高校２年生及び１年生）の卒

業研究の論文と概要を示したポスターをそれぞ

れ１２０人分、合計２４０人分のＰＤＦデータ

を保存したアーカイブスが構築された。中学３ 

年生は、卒業研究のテーマ設定に向け、先輩の

卒業研究を自由に検索することができるように

なった。 

このアーカイブスは、昨年度理科アーカイブ

スを構築した理科教員と筆者、そして総合的な

学習の時間担当の進路指導主事により、令和５ 

年４月に構築された。他のアーカイブス同様に

クラスルームの１つとして表示するとともに、

大量のデータから検索できるようにするため、

ＰＤＦデータは、Ｇｏｏｇｌｅ   Ｄｒｉｖｅに

保存されている。クラスルームには、データ保

存先のドライブについて情報提示してある。 

なお、図表２は卒業研究の論文の例で、図表

３は研究概要ポスターの例、図表４、５は卒業

論文アーカイブスのクラスルーム、図表６、７ 

はドライブについてである。 

 

図表２ 令和４年度卒業論文の例 

（全４ページ中の１ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３ 卒業論文の概要を示すポスター 

 

図表４ クラスルームの卒業論文アーカイブス 

 

図表５ クラスルームの卒業論文アーカイブス 

説明コメント 
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図表６ 卒業論文ドライブ 

 

図表７ 卒業論文ドライブの階層 

 

４ 活用状況 

３年生１１９名を対象とし、１１月にアーカ

イブス活用状況等について、フォームを用い

たアンケート調査を行い、８２名から回答を

得ることができた。設問は以下のとおりであ

る。 

 

また、Ｑ１、２、３の回答をグラフで表して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ 卒業論文アーカイブスを見ましたか 

Ｑ２ 卒業論文アーカイブスを参考にしま

したか 

Ｑ３ 卒業論文アーカイブスは、自身の研

究を進めるに当たって役に立ちましたか 

Ｑ４ どのような時に、卒業論文アーカイ

ブスを見ましたか 

Ｑ５ 卒業論文アーカイブスにについて、

意見や感想を自由に書いてください 

✞ １ SDG'S課題研究 
を進めるにあたり、卒 
業論文アーカイブズを 
見ましたか（割合） 

4.9% 

95.1% 

見た 見なかった 

✞ ２ SDG'S課題研究 
を進めるにあたり、卒業
論文アーカイブズを 
参考にしましたか 

1.3% 

98.7% 

参考にした 参考にしなかった 
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卒業論文は、３年生全員必修のため、自身の

論文作成のために閲覧、参考にしている生徒が

大変多く、役立っていた。なお、自由記述等の

概要は以下に示す。 

 

Ｑ４  どのような時に、卒業論文アーカイブス

を見ましたか 

・どのように書けばいいか分からなかったとき 

・どのように文章を書けばいいかわからなくなったと

き、行き詰まったとき 

・概要やはじめの書き方が分からなかったから 

・結果の書き方 

・テーマを決めるとき 

・実験方法に悩んだ時 

・卒業生がどのように論文のスタイルをまとめてい

るのか知りたいとき 

・文の構成から同じような内容の人をお手本にでき  

た 

・文章構成やグラフの選び方などを参考にした 

Ｑ５ 卒業論文アーカイブスにについて、意見 

や感想を自由に書いてください 

・いろんな論文があって参考になった 

・キーワードで検索できるのが便利だった 

・たくさんの卒業論文が見れておもしろかった 

・テーマごとに分類されていないので探すのに

時間がかかる 

・テーマごとの分類は必要ではないか 

・わかりやすかった 

・何をするにも先駆者は必要だなあと思った 

・見ていて面白いし、何より参考になりました 

・参考にできたので書きやすくなった 

・研究内容も面白かった 

・自分に似た感じの人の論文を見ることができ

てよかった 

・書き方や自身に似た実験方法が学べる場なの

で良い物だと思う 

・止まっていた作業を進めることができた 

以上のように、中学生にとって、論文の書式

やテーマの決定、実験方法などを参考にするた

めに活用していたことがわかった。 

 

５ 結論 

将来、生徒は、大学や企業等で研究を行うと

き、先行研究のレビューを踏まえた質の高いオ

リジナリティーを求められる。本アーカイブス

は、生徒が論文作成にあたり、研究テーマの設

定、研究手法の検討、論文執筆など、研究の手

助けとなる情報やスキルを集めることができる

適切な仕組みであることがわかった。 

一方で、検索しやすい、データの分類が必要

との意見があった。これについては、アーカイ

ブス内のデータ分類・整備より、検索スキルを

教えることが必要であると考えている。 

 

６ 参考文献 

・「１人１台端末を活用した探究的な学びへの

環境整備に関する研究 ～錦丘学びのアーカイ

ブスの構築と活用～」、石川県立金沢錦丘中学

校理科部会（上野 百世 田中 祐介嶋 耕二）、

令和４年度越馬徳治科学教育研究奨励、令和 4 
年 12 月 7 日 
・「自律的に学ぶ生徒の育成 ～教科の見方・考

え方を働かせる指導を踏まえたＩＣＴの効果的

な活用～」、石川県立金沢錦丘中学校、令和 5 
年 11 月 16 日 

✞３ 卒業論文アーカ 
イブスは、自身の研究
を進めるに当たって役 

に立ちましたか 

7.7% 

38.5 
% 53.8% 

非常にあてはまる 

少しあてはまる 

あまりあてはまらない 
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市民性の育成を目指す高校探究学習におけるモデレーション実践の研究 

 

―氷見高校 HIMI 学を対象に― 

 

本田 達也（富山大学大学院教職実践開発研究科） 

増田 美奈（富山大学大学院教職実践開発研究科） 

 

本稿では、富山県立氷見高等学校の探究学習「未来講座 HIMI 学」において、モデレーション実

践することを通して、他者との対話を促し、参加者それぞれの思いや価値観をすり合わせることを

目的としている。その過程において、生徒たちの市民性がどのように変容していくかについて着目

していきたい。 

 

探究学習 モデレーション 評価 主体性 市民性 

１ はじめに 
 2017 年３月の学習指導要領改訂を受け、

2019 年１月に『児童生徒の学習評価の在り方

について（報告）』が公表された。同年３月

に『小学校、中学校、高等学校及び特別支援

学校等における児童生徒の学習評価及び指導

要領の改善等について（通知）』が発出さ

れ、高等学校の場でも観点別評価が導入され

た。その中でも特に「主体的に学習に取り組

む態度」について、現場の教師はどのように

評価をしたらよいのかと悩んでいる。また、

遠藤（2020）は観点別評価について「『評

定』が示されると、子どもたちや保護者の目

は『観点別学習状況』ではなく『評定』の方

に目が行ってしまい、どの側面に学習の課題

があり、どの側面から学習を改善していった

らいいのかという点に意識が向きにくくなっ

てしまう」と述べている。生徒が学習を振り

返ったり、授業の意義を感じたりするために

も、現行の評価方法に関して検討する必要が

あると言える。特に探究学習においては、パ

フォーマンス評価が求められており、現場の

教師はその難しさを痛感している。パフォー

マンス評価について松下（2007）は「パフォ

ーマンスから学力への解釈は主観的な性格を

免れませんが、主観的であっても恣意的・独

断的にはならないようにしなければなりませ

ん」と述べるが、そうした課題を乗り越え、

パフォーマンス評価の信頼性を高めるために

提案されているモデレーションを、探究学習

の評価に導入したいと考えた。 

 

２ 氷見高校 HIMI 学について 
 筆者が勤務する富山県立氷見高等学校は、

富山県の北西部に位置する氷見市唯一の公立

高等学校であり、普通科、農業科学科、海洋

科学科、ビジネス科、生活福祉科の県内最多

の５学科を有している。2010 年に、有磯高校

と旧氷見高校が統合し現在の形となった。こ

の 2010 年から１学年すべての学科において総

合的な探究の時間「未来講座 HIMI 学」（以下

HIMI 学）が実施されている。令和２年度から

令和４年度まで文部科学省「地域との協働に

よる高等学校教育改革推進事業」の地域魅力

型に採択され、氷見市役所と協働的に探究学

習を進めた。2023 年度からは、氷見市民の

方々が「伴走者」として探究グループに参加

し、適宜アドバイスを行ったり、実際に伴走

者の会社で生徒の案を基に商品の製作を行っ

たりしている。このように、現在の「HIMI

学」は、生徒、教師、市民である伴走者の 3

者が関わりながら実践を行っている。 

 

３ 目的 
モデレーションについて、遠藤（2020）

は、民主的な社会の実現に向けて、個々人の

熟慮と異質な他者との知性的な討議によって

既存の価値を問い直す感覚を鍛え、多数決に

依存した意思決定に陥らないようにするため

にも、モデレーションが自分の行動や判断の

拠り所となる基準を多様な視点から問い直し

続ける契機となると述べている。パフォーマ

ンス評価についてのモデレーションそのもの

が市民性の育成に寄与している指摘である。

この観点を本実践研究にも取り入れたい。 

モデレーションに関する実践においては、

辻崎（2022）や宮田ら（2022）、佐々木

（2003）があり、どれも教師間あるいは教師

と生徒間のモデレーションを通して評価結果

のすり合わせを行っている。しかし、市民性

の育成に着眼したモデレーション実践につい

ては管見の限りない。そこで HIMI 学を通して
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市民性の育成することを目指し、本実践研究

を進めたいと考えた。 

市民性について、小玉（2017）は、「シテ

ィズンシップ（市民性）とは、民主主義社会

の構成員として自律した判断を行い、政治や

社会の公的な意思決定に能動的に参加する資

質を指す概念である」と述べており、重要な

ことは「争点を知る」ということだと言う。

HIMI 学では、市民からなる伴走者が探究学習

に参加している。その伴走者とのモデレーシ

ョンを通して、市民の思いや価値観を知るこ

とが重要である。小玉（2017）は、「学校教

育は知識の伝達の場としてよりも、相互の対

話や議論によって知識のあり方を批評・探究

し、考えていく場になる。そしてそうした知

識のあり方の批評や探究、思考においては、

相互の討論によって新しい知のあり方を創造

することが重要視される」としており、相互

の対話によってシティズンシップ（市民性）

が醸成されるとした。HIMI 学は、教師、生

徒、伴走者が関わりながら運用されている。

その３者によるモデレーションを通して、そ

れぞれの価値観や思いを知り、探究学習の目

指す学習の姿がどのようなものが良いのか、

どのような運用のあり方が良いのかを考える

きっかけになり、それが市民性の意識の醸成

につながるのではないかと考えた。 

 本実践研究において、市民性の育成を目指

すために、大きく二つの活動を行っていきた

い。一つ目は、教師間、生徒間のモデレーシ

ョンを通して評価規準について考えること

で、教師、生徒がそれぞれの価値観や視点を

すり合わせることでき、探究学習を通して、

どのような姿を目指すのかを共有したい。二

つ目は、市民である伴走者とのモデレーショ

ンを通して、地域の方々がどのような思いで

HIMI 学に参加しているのかを知ることで、よ

り主体的に探究学習に参加することができる

と考えている。 
 

４ 研究の内容・方法 
（１）対象 

 氷見高校探究学習の担当教師、１学年普通

科の生徒、氷見市民からなる伴走者 

（２）方法 

生徒、教師、伴走者によるモデレーション

を実施する。その際に、子どもの姿を録音、

録画し、子どもの発言から抽出していく。モ

デレーションを通して作成したルーブリック

を基に教師が評価を行う。また、ルーブリッ

クについて比較検討することで、探究学習に

おける自分の姿を自己評価し、その内容から

子どもの変容や探究学習の意識を抽出してい

く。 

（３）実施計画 

４月 生徒、教師、伴走者によるモデレー    

ション実施。ルーブリックの作成。 

５月～授業内において振り返りシートを用

いて学習の姿を記録する。 

８月 モデレーション実施。 

９月～授業内において振り返りシートを用

いて学習の姿を記録する。 

12 月 発表会に向けてルーブリックの検討

を生徒、教師で行う。 

２月 学習の振り返り文章の中から関連し

た文言を丁寧に抽出していく。   

 

５ 今後の展望 
本実践を通して、教師、生徒が他者との対

話を行っていくことが、新たな価値観を獲得

し、自らの市民性の変容にどのような効果を

もたらすのかを、振り返りシートやモデレー

ション中の会話から丁寧に抽出し、明らかに

していきたい。 

 

（参考文献） 
・遠藤貴広（2020）「第 12 章コミュニケーションと

しての評価」pp.144ー154『学びを変える新しい学

習評価理論・実践編３評価と授業をつなぐ手法と実

践』ぎょうせい 

・小玉重夫（2017）「第 7 章民主的市民の育成と教育

カリキュラム」pp.185－208『教育変革への展望５

学びとカリキュラム』岩波書店 

・佐々木弘記（2003）「評価の統一を図るモデレーシ

ョンプログラムの開発と評価」日本教育工学会論文

誌/日本教育工学雑誌 27(Suppl.)pp.13−16 

・辻崎千尋（2022）「武生高校におけるモデレーショ

ン実践の展開」『福井大学教育実践研究』第 47 号

pp.87－98 

・松下佳代（2007）『パフォーマンス評価―子どもの

思考と表現を評価する―』日本標準 

・宮田佳緒里・林宏樹・奥村好美・井上稔雄（2022） 

「多角的なモデレーションが自己評価・相互評

価・教員による評価のずれに及ぼす効果」日本教

育心理学会第 64 回総会発表論文集 

・中央教育審議会（2017）『児童生徒の学習評価の在

り方について（報告）』 

・文部科学省（2017）『小学校、中学校、高等学校及

び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び

指導要領の改善等について（通知）』 
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ジャムボードの活用による情報のまとめとプレゼンテーション 

 
飯田 淳一（金沢市立森本小学校） 

 

一人 1 台端末の導入から３年がたち、低学年でも日常的に活用するようになった。本学級では、

授業の中で手軽に活用できるミライシードのオクリンクをよく使っている。児童の考えを持つ場面、

それを表出させみんなの考えを共有する場面での活用が多いが、出た考えを児童自身が分類・整理

することはなかなか難しいと感じていた。そこでジャムボードを用いて、児童が情報を整理してま

とめ、プレゼンテーションとして発表する学習を実践してみた。 
 

 
ICT 活用 情報の整理 ジャムボード 付箋の良さ プレゼンテーション 手書き入力 

 

１ はじめに 

今年度小学校２年生を担任している。まだキ

ーボードによる入力はできないが、手書き入力

によって一人１台端末（以下クロムブック）を

活用して自分の考えを表出することに取り組ん

できた。日常的にベネッセのミライシードのオ

クリンクを使用し、自分の考えを表出する場面、

考えを共有する場面で活用することが多い。ク

ラス全員の考えが一覧表示されるのは、教師に

とってはたいへんありがたい。 

しかし、低学年児童にとっては、クラス全員

の考えというのは情報量が多く、自分と同じ意

見・違う意見、似ている部分はどこで違う部分

はどこなのか、を一覧表示の中から見つけ、ど

んな意見が多いのかを分類したり、まとめたり

することはたいへん難しい。 

そこで、出た考えを共有し、児童がグループ

で相談しながら分類してまとめ、発表（プレゼ

ンテーション）に活かす学習経験ができるよう

に、ジャムボードを使った実践を行ってみた。 

 

２ 手書き入力について 

クロムブックで文字を書かせる場合の４つの

方法の低学年における問題点を以下に書き出し

てみる。 

（１）ローマ字入力の問題点 

①入力できるようになるまで時間がかかること 

スムーズに入力できるスキルを身につけるま

でには、以下のことが必須であり非常に時間  

がかかる。 

・ローマ字の仕組みを理解すること 

・キーの配列を覚えること 

・素早く打てるようになるまでの練習時間が

必要であること 

・漢字変換の方法を知り、正しい漢字を選 

できるようになること 

②漢字変換により、低学年では互いに読めない

漢字だらけの文章になってしまい、考えが伝

わらないこと 

（２）音声入力の問題点 

 音声入力は便利であり、キーボードからの入

力よりも確実に早いが、以下の問題点がある。 

①漢字変換により読めない漢字だらけの文章に

なること 

②正しい言い回しができていない場合、正しい

文章にならないこと 

（３）ペン機能を使って書き表すことの問題点 

ペン機能を使って画面に書きこむことは手軽

で便利である。特に囲んだり、矢印を書いたり

するような思考を表すことには向いているが、

文章を長く書くことには向いていない。 

①鉛筆で書く感覚と違い、指で画面を滑らせる

ため字がうまく書けず、読めない字が多くな

ること 

②読めない字が書かれていると読む意欲が低下

し、書く意欲も低下すること 

（４）手書き入力の問題点と良い点 

手書き入力の場合にも問題点はあるが、低学
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年の場合は、逆にそれを克服することが学習の

価値があると考える。 

①字が下手すぎると、候補が出てこないこと 

→字を丁寧に書かなければならない必要感

を持たせることができる。 

②書ける漢字しか使えないこと 

→学習済みの読める漢字なので、考えが伝わ

る。読みやすい字で表現できるので、読む

意欲、書く意欲が落ちない。 

③クロムブックのアップデートがたまると動か

ない時があること 

→細かなアップデートにより他の操作性も

上がる。 

本学級の場合、１年生の時の積み上げはほぼ

なく、手書きで入力し文字変換することは５月

中旬から取り組んだ。生活科での野菜の観察を

継続し５回程度で全員ができるようになった。

個人差もあるが、以下５月１２日と６月６日の

オクリンクで書かせた野菜の観察カードであ

る。仕上がりには大きな違いが見える。（図１、

２） 

 

図１ ５月１２日の野菜の観察（ペン機能） 

 

図２ ６月６日の野菜の観察 
（手書き入力で文字変換） 

なお児童にはキーボードから文字入力するこ

とへの憧れもあるようで、特に指導はしていな

いが、タイピングゲームに熱心に取り組み、２

学期後半にはローマ字入力で１分間に 60 文字

を超える児童が何人もいる。 

 

３ 実践 

 ２学期の生活科の単元「もっとなかよしまち

たんけん」で実践を行った。地域で働く人たち

にインタビューして、聞いてきたことをまとめ

発表する学習である。実施時期は１０月、単元

の流れは表１の通りである。（ ）は時数 

表１ 単元の流れ 

④のジャムボードに付箋で書き込む時間は、

普段の座席でさせた。インタビューで同じ話を

①計画を立てる（４） 

希望の行き先を決め、自分たちが聞きた

いことをはっきりさせ、準備した。 

②インタビューに出かける (２) 

校区内の５カ所（森本郵便局、森本駅、森

本公民館、北部公園事務所、まどか保育

園）、１グループ３人～７人に分かれて30

分程度の時間でインタビューを行った。 

③みんなに伝えたいことを整理する(１) 

 学校に戻ってきてからみんなに伝えたい

ことを各自でワークシートのメモを元に

整理した。 

④各自でみんなに伝えたいと思うことを 

ジャムボードに付箋で書き込む（１） 

各自が伝えたいと思う内容を行き先グル

ープ別に付箋でどんどん書き込んだ。 

⑤ジャムボードの付箋を整理し、内容ごと

に重ねる（３） 

グループごとに集まって相談させながら

付箋をまとめた。付箋は内容毎に重ねた。 

⑥ジャムボードの付箋を動かしながらプレ

ゼンテーションする（１） 

グループ毎に付箋を動かす役を決め、残

りのメンバーは質問したことと聞いた内

容を分担して発表を行った。 

⑦ふりかえり （１） 
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聞いて来ているので、当然付箋の内容は重なる。

ほぼ同じ内容の付箋がたくさんジャムボードの

画面上に出されているカオスの状態なので、ま

とめる必要性が出てくる。 

そこで⑤の整理する時間になるが、今度は座

席を移動し、グループで話し合いをさせながら

行った。各自の書き込んだ付箋は、書き方が微

妙に違ったりするので、内容の吟味が必要であ

る。また発表に使う内容とそうでない内容に分

ける必要もある。児童はどの付箋（誰の付箋）

を残すかを相談しながら情報を絞り、付箋を動

かしたり、内容毎に色を変えたりして整理した。 

その後、内容毎に重ねる指示を出した。（図

３）一番上に来る付箋には、何を質問したかを

書いた付箋をつけさせた。これが発表する際の

見出しになることをねらった。 

 

 

 

協働で作業することに慣れないうちは、相談

せずに勝手に付箋を動かしたり消したりして文

句が出るトラブル（これは想定内）が続出した。

その都度グループやクラス全体でどうしたらよ

いかを考えさせながら進めさせた。①はこちら

からの指示、②③は児童から出たルールである。 

⑥の発表では、グループ毎に付箋を動かす役

を決め、残りのメンバーは質問したことと聞い

た内容を分担して発表を行った。(写真) 

 

 付箋を動かす係は、発表者に合わせて、付箋

を余白の部分に動かして、下の付箋が次々に現

れるようにしていく。（図４） 

 

 

４ 考察 

ジャムボードを活用してよかったと思われる

点を改めて挙げてみる。 

（１）ジャムボードの特性から 

①なかなか書けない児童にとって、早く書けた

児童から付箋が表示されるので、何をどのよ

うに、どのくらいの分量で書けばよいのかの

見通しが持てる。 

②１枚の付箋に書く量が少ないので、低学年で

もすぐ読めて理解ができ、同じなのか違うの

か、似ているのか似ていないのかの判断がし

やすく、時間がかからない。 

③分類・整理の操作（動かす、色を変える）が

図３）ジャムボードの画面 

内容毎に付箋を重ねた状態 

発表者 

↑ 付箋を動かす係 

図４）発表に合わせて、次々に付箋を動かして表示 

①グループ内で内容ごとに担当と色を決め

て、画面のどのあたりの場所に付箋を動か

すのかを決めてから整理を行う。 

②付箋を消すときは、必ずグループのみんな

に言って OKをもらってから消す。 

③迷ったら必ずグループのみんなに聞く。 
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簡単なので、教師の支援がなくても、低学年

の児童だけでも可能である。 

④まとめていく際にはグループで話し合いが必

要で、まとめていく操作が可視化され、しか

も共有されるので、協働的な学びが期待でき

る。  

⑤自分たちが書いた大量の付箋がどうまとまる

のか、知的好奇心を刺激された児童もいるは

ず。 

（２）付箋を動かしながら発表させたことから 

①時間の短縮ができる。 

発表に関して、スライドのページを作成する

必要もなく、分担と話す順番を決めるだけで

練習の時間もほぼとらなかったが、特に問題

なく行うことができた。発表原稿も書く必要

がなく書かせていない。その分、時間の短縮

となった。 

②内容毎の見出しで、聞く見通しが持てる。 

発表時には図３のように付箋が重なった状態

から始まるが、「これから何を話すのか」を

示した目次のようになっているので、聞く方

も見通しを持って聞きやすい。 

③重ねた付箋を動かすことで、興味を持って聞

くことができる。 

次々に情報が表示されるので、予想もしなが

ら飽きずに聞きやすい。 

④話した内容が画面に残る。 

スライドと違って伝えたい情報が消えずに画

面に残るので、内容が伝わりやすい。 

その他、今回、みんなの前で大きな声を出す

ことに苦手意識がある児童は進んで付箋を動か

す役割をしており、個人の負担感は少なかった

と思われる。 

残念な点は、写真を入れられなかったことで

ある。児童が取材当日に写真を撮ってくるには

クロムブックは重すぎた。 

 

５ 成果と課題 

今回ジャムボードを活用して、低学年なりの

レベルではあるが、情報の書き込み、グループ

での情報の整理、グループでのプレゼンテーシ

ョンができることがわかった。中でも付箋の良

さ（情報量が多くないこと、動かしてまとめら

れること、色分けして分類できること、スライ

ドのように次々表示できること等）を改めて感

じることができた。 

そしてアナログで行ったときよりもグループ

の進行状況が可視化され、遅れているグループ

に教師の支援を入れやすかったこと、時短にも

つながったことも良かった点として挙げられ

る。何より発表する側も聞く側も負担感なくで

きた点が一番よかった。 

ただ、ジャムボードのように協働的に進める

学習を理解して作業に慣れるまでには、初めて

の学習経験だったこともあり、やや時間がかか

ったことも事実である。事前に別の内容でも取

り組んでおき、トラブルを回避する練習を何回

か積み重ねていくと本当の時短になるであろ

う。 

またグループで情報を整理する経験はさせる

ことができたが、話し合いの様子を教師は全て

把握しているわけではない。グループの中の一

部の児童の発言がまかり通り、たいした話し合

いもせず（他の児童が納得しないまま）進めて

しまっている場合もあるかもしれない。今回、

情報を整理する時間にはグループでの進行状況

の確認ぐらいしかふり返りをしなかったのが反

省点である。今後は、毎時間の個々のふり返り

を充実させ、教師が良い話し合いの仕方を紹介

してみんなで共有していけば、より良い話し方

をさせることができるのではないかと感じてい

る。 

最後にこれほど有効と思われるジャムボード

であるが、２０２４年１２月に終了が決定され

ている。今後、後継のものがどうなっていくの

かをアンテナを高くしながら見ていきたい。 
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教師それぞれの強みを生かす学年組織のマネジメントに関する研究 
 

 
濱井 未央  西島 健史 （富山大学大学院教職実践開発研究科） 

 
 

学年組織において、それぞれの教師が強みを生かして主体的に学年経営に参画できるようにする

ための、学年主任のマネジメントの在り方について研究を行う。学年主任によるどのようなマネジ

メントが有効であるのか、インタビュー調査やアンケート調査の分析を基に明らかにする。今回は、

研究の計画や具体的な手立ての検討について報告する。 
 
 

学年組織  マネジメント  強み  心理的安全性 

 

１ 研究の背景と目的 

 近年の大量退職・大量採用に伴い、教職員の

年齢構成の偏りが大きくなる中、若手やミドル

リーダーの育成等を通して学校全体の教育力を

向上させることが課題となっている。また、学

校を社会の変化に主体的に対応できる組織とし

て築き上げることの重要性も高まってきてい

る。 

中央教育審議会答申（2022）は、「（略）学

校管理職のリーダーシップの下で、目標の明確

化、心理的安全性の確保、教職員の経歴・背景

の多様性を考慮したマネジメントなども不可欠

である。」「（略）校長をはじめとする学校管

理職には、経歴や職種等の違いにより自らと異

なる視点を持つ教職員の意見を積極的に取り入

れ、互いの強みを活かす組織づくりが求められ

る。」としている。学校を、教職員一人一人が

自分の強みを生かしながら安心して勤務できる

組織としていくことが求められているのであ

る。 

 「強み」についてWood、 Linley、 Maltby、 

Kashdan、 Hurling（2011）は、「人が活躍した

り最善を尽くすことを可能にさせる特性」とし

ている。また、鈴木（2023）は、「他者との比

較優位性ではなく、自分自身の中で感じる得意

な特徴と捉えたほうが良い」としている。 

 また、「組織」についてバーナード（1968）

は、「２人以上の人々の意識的に調整された活

動や諸力の体系」とし、その成立条件として「伝

達（コミュニケーション）」「貢献意欲」「共

通目的」を挙げている。 

 ドラッカー（1989）は、「マネジメントとは、

人にかかわるものである。その機能は人が恊働

して成果を上げることを可能とし、強みを発揮

させ、弱みを無意味なものにすることである。」

としている。 

 学校、特に単級ではない学校においては、学

年という組織が教育活動の要となっていること

が多い。そこで、それぞれの教師が強みを生か

して学年経営に主体的に参画できるようにする

ための学年主任のマネジメントの在り方につい

て研究してみたいと考えた。 

 学年を対象とした研究は、1976年に学年主任

が法制化される前後の、その位置付け等に関す

るものをはじめ、数多くなされてきた。特に近

年は、教職大学院等において学校のミドルリー

ダーの在り方を探る対象として、学年主任や学

年組織を対象とした研究がなされるようになっ

てきている。 

小島、大竹、田渕（2021）は、「学年主任を

中心とした学年経営から、学年構成員の教員に

①学力、②生徒指導、③学習習慣の各プロジェ

クトを委任し、そのプロジェクト責任者として

の位置づけを有することで、学年経営の意思決

定・職務遂行をメンバーに権限配分」を行い、

「主体的に構成員がプロジェクトを遂行するこ

とで、学年経営の活性化を図った」事例を挙げ

ている。 
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黒木（2012）は、「学年経営の機能は学年の

教育計画の立案・実行や連絡調整だけではなく、

学年教師の研修や学校経営との連結という４つ

があることを、まず学年主任自身が自覚する必

要がある。そして、それぞれの機能が十分に働

くように、時と場に応じて「ファシリテーター」

「プランナー」「アドバイザー」「スーパーバ

イザー」「コーディネーター」といった役割を

使い分け、主体的に活動していくことが必要で

あろう。」としている。 

また、教師の強みを生かす学年組織づくりに

当たっては、その土台として、「心理的安全性」

が欠かせない。エドモンドソン（2021）は、「心

理的安全性とは、率直に発言したり懸念や疑問

やアイデアを話したりすることによる対人関係

のリスクを、人々が安心して取れる環境のこと

である。」としている。これについて中央教育

審議会答申（2022）は、「特に『心理的安全性』

の確保は、様々な課題に対応できる質の高い教

職員集団を形成するために不可欠である。働き

方改革を通じて学校全体が抱える業務量を見直

し、安全・安心な勤務環境を実現するのみなら

ず、萎縮せずに意見を述べたり、前例や実績の

ない試みに挑戦する教師を支援できる環境を醸

成したりすることで、学校内外で発生した問題

を教職員が一人で抱え込むことなく、組織とし

てより最適な解を導き出すことが可能になる。」

としている。 

 これらを踏まえ本研究は、中学校の学年組織

において、心理的安全性が確保された上でそれ

ぞれの教師が強みを生かして職務を遂行し、教

育目標の具現化を図ることができるようにする

ためには、学年主任のどのようなマネジメント

が有効であるかについて知見を得ることを目的

として行う。 

 

２ 研究の方法 

～3月 インタビュー調査 

4月～5月 第 1回アンケート調査 

6月～8月 分析 

9月～10月 第 2回アンケート調査 

11月～  分析 

 アンケートは、中学校の学年主任及び学級担

任各35名程度を対象に実施する。４月の「学年

開き」から、学年主任がどのようなマネジメン

トを行い、学級担任がどんな思いで学年経営に

参画しようとしているのか、そしてどのような

成果がみられるのか等について、分析を通して

明らかにしていきたい。 

 

３ 参考文献 
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第４分冊, pp.165-174 

(7)黒木和実（2012）中学校における学年経営と
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教員の校内研究への参画意識向上のためのアプローチ  
 

〜充実した校内研究を目指して～ 
 

細井 大輔 （富山大学大学院教職実践開発研究科） 
澤   聡美 （富山大学大学院教職実践開発研究科） 

 

急激に変化する時代に適応し、様々な教育課題に対応するためには、教員が高度な知識やスキル

を有し、実践的な指導力を発揮することが不可欠である。しかし、教員の多忙化が進む中、校内研究

の時間不足、研究内容の形骸化が、教員の参加意欲の低下を招いている。特別支援学校では、多様な

児童生徒の適切な対応が求められ、教員同士の活発な意見交換と時間の確保がより重要となってい

る。こうした課題に対処するためには、教員の校内研究への積極的な参画を推進するアプローチを

工夫する必要がある。本稿は、教員の校内研究における意識調査の結果と教員の校内研究への参画

意識向上のための具体的なアプローチについての検討を報告する。 
 

 
校内研究    参画意識    特別支援学校   ラベルワーク  満足度 

 

１ 研究の背景  

中央審議会の答申によれば、Society5.0 時代

の到来により、社会の在り方が大きく変わり、

「非連続」と言えるほど劇的な変化が生じてい

る（文部科学省，2021年）。 

 教員は養成段階で身に付けた知識だけではな

く、社会から求められる知識・技能が変化して

いることを意識し、常に最新の情報やスキルを

学び続ける必要がある（文部科学省，2006年）。     

特別支援学校においては、障害の状態が極め

て重度であったり、三つ以上の障害を併せ有す

る者が在籍したりするなど、障害の重度・重複

化、多様化が進んでおり（文部科学省，2013）、

児童生徒の実態に寄り添い、柔軟で効果的な教

育実践を行うために、研究と実践を組み合わせ

た校内研究の充実が求められている。しかし、

現在の教員を取り巻く環境は大きく変化し、特

に、業務負担の増加に伴う多忙化が問題となっ

ている（文部科学省，2005）。  

この多忙な学校現場において教員の資質や能

力を高めるためには全教員がその学校の教育課

題に対して共通のテーマを設定し、計画的、組

織的に解決していくような校内研修の在り方を

検討する必要がある（中留，1984）。 

参画するとは、物事の計画段階から関わるこ

とである。多くの教員が自分たちの校内研究に

高い参画意識をもつことで主体的に関わる姿勢

や意欲的に取り組む場面が増え、課題解決力や

組織力の高まりが、個人及び集団としての深い

学びへと繋がり、飛躍的な成果をもたらす（西

林，2023）。 

以上のことから、多くの教員が高い参画意識

をもちながら、充実した校内研究に取り組むこ

とで、学校の抱える教育課題の解決に向けて、

より一層前進できると考えた。そこで、本研究

はＡ特別支援学校の充実した校内研究の実現を

目指し、教員の校内研究における意識調査の結

果を報告し、教員の校内研究への参画意識向上

のための具体的なアプローチを検討することを

目的とした。 

 

２ 研究の方法   

（１）校内研究に関する先行知見の整理 

校内研究の形骸化の現状と課題、その対策と

して教員の参加促進や活性化についての論文を

検索し、先行知見を整理した。  

（２）校内研究についてアンケートの作成  

「校内研修に関する教員の意識調査」（新潟

教育研究所，2016）から校内研修の意識に関す

る調査項目を援用した。さらに、校内研究を実

施している教員の意見を取り入れるため、Ａ特

別支援学校の教員8名に対して「より良い校内
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研究にするには」をテーマに考えや意見を収集

し、ラベルワーク（林，2022）を用いて分類・

整理した。その結果を「校内研究の内容と進め

方について」の質問項目に追加し、計 9項目の

アンケートを作成した。 

（３）アンケート調査の実施と分析  

2023年12月にＡ特別支援学校教員28名を対

象とし、Google フォームを用いて校内研究につ

いてのアンケート調査を実施し、Google スプレ

ットシートを用いて対象者を年代別に分析し

た。なお、先行研究（新潟教育研究所，2016）

を援用した調査の結果は肯定的・否定的な意見

の 2群に分け、本調査結果との比較を考察した。 

 

３ 結果と考察  

（１）校内研究に関する先行知見の整理 

①校内研究の形骸化  

河村（1998）によれば、校内研究の取り組み

は一般的な内容や特定のパターンに従った展開

とまとめが多く見られ、これが研究の多様性や

創造性の不足を招いている。同時に、校内研究

は業務の一環として行われる傾向があり、教員

の実践力の低下に繋がっている。 このような校

内研究の形骸化は研究に取り組む教員のモチベ

ーションの低下を招くため、今後は新しいアイ

デアやアプローチを積極的に取り入れ、単調な

研究を避ける工夫が必要である。 

②参加促進要素  

 発言権の確保や発言機会の提供は、参加意欲

を推進する重要な要素であり（高谷，2017）、

役職や経験にとらわれずに教員同士が意見を出

し合える雰囲気づくりが大切である（西中，

2019）。異なる経験や立場を持つ教員同士が協

力しやすい環境を整え、様々な意見を出し合い

やすい雰囲気を醸成することは、新しいアイデ

アや視点を引き出し、研究の質を向上させると

考える。 

③活性化の方法  

 教員が主体的に学び続けるために、対話を通

して刺激し合える場を設定することが不可欠で

ある（熊崎ら，2023）。これまでにKJ法やブレ

インストーミングなどのワークショップ（飯島

ら，2016）の導入、少人数のグループ編成での

意見交換の活性化が報告されている。異なる視

点や経験を持つメンバーが連携しやすい環境を

整えることで、意見や情報、アイデアの交流が

促進されると考える。こうしたアプローチを取

り入れることで、教員同士が効果的に協力し、

新たな知見を得やすくなるのではないか。また、

これらの活動を組み合わせ、より多様で創造的

な学びの機会を作り出すことが望ましいと考え

る。 

 

（２）校内研究に関するアンケートの作成 

校内研究に取り組んでいるＡ特別支援学校教

員の考えや意見をラベルワークで整理した結果、

「安心感」や「活動の見通し」、「話し合いの

活性化」、「自己成長」の4つのキーワードを

抽出することができた（図１）。 

 

 

 

そこで、「校内研修に関する教員の意識調査」

（新潟教育研究所，2016）から援用した調査項

目(図 2 質問項目：a～e)と抽出したキーワー

ド（図 2 質問項目：f～k）を組み合わせたア

ンケートを作成した。現場の考えや意見を取り

入れたことで、より具体的な課題や解決策を探

る手掛かりとなることが期待できる。 

図 1. 教員の校内研究への考えや意見の抽出 

（⑥～⑪は、図2ｆ～ｋに対応） 
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（３）アンケート調査の結果 

校内研究の有用性について、先行研究は 80％

以上であり、本研究においても、85.7％と高い

評価であった（図3-1）。 

 
しかし、年代別にみると20代教員では、校内

研究の有用性において、肯定的・否定的な意見

が半々であった（図3－2）。 

 

 

校内研究への積極性について、先行研究では

80％以上であり、本研究においても、40代教員

にばらつきがあったものの、82.1％と高い評価

であった（図4）。 

 

校内研究の満足度について、先行研究では74 

％の教員が校内研究に満足していた。一方、本

研究では、57.1％と先行研究に比べ、低い結果

を示した（図5-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に注目すべき点として、校内研究に「かな

り満足している」と答えたものがいなかったこ

と（図 5-1）、20代・30代の若い教員が、満足

度が低かったことである（図 5-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6は、校内研究の進め方について、複数回

答を年代別にまとめたものである。「より良い

校内研究を進めるために」対象者の約半数以上

において回答された内容は下記の 3項目であっ

た。 

・見通しがもてる計画的な研究（60.7％） 

・活発な意見交換が行える場の工夫（57.1％） 

・意見を言いやすく、聞きやすい雰囲気と意見

を否定されない安心な場（46.4％） 

(a)学部研究の回数や時間を多くする 

(b)学部研究の回数や時間を少なくする 

(c)外部講師を招聘して学部研究をする 

(d)ある時期に学部研究が集中しないようにする 

(e)ある時期に学部研究を集中させる 

(f)研究の開始・終了時間を厳守して進めるようにする 

(g)意見を言いやすく、最後まで聞いてもらう雰囲気や意見を

否定されない雰囲気にする 

(h)活発な意見交換ができる場を工夫する 

(i)計画的に学部研究を進め、見通しがもてるようにする 

(j)役割分担をし、一人に負担が掛からないようにする 

(k)新しいことを学ぶ時間を確保する 

図 3-1. 校内研究の

有用性  

図 4. 校内研究の 

積極性 

図 2.進め方に関するアンケート 

図 3-2. 校内研究の有用性（年代別） 

図 5-2. 校内研究の満足度（年代別） 

図 5-1.校内研究の

満足度  
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 Ａ特別支援学校は、先行研究と比較して校内

研究への有用性と積極性に大きな違いは見られ

なかった。一方、注目すべきは、高い有用性や

積極性に比べ、校内研究の満足度の低さであっ

た。特に、若手教員（20 代と 30 代）の満足感

が他の年代より低いことが明らかとなった。 

この結果から、若手教員も含め校内研究への

参画意識を高めるためには、満足度を高める工

夫や取組が重要であることが示唆された。そこ

で、今後の取組として、「校内研究の進め方」

で高い割合を占めた「見通しのある研究計画の

実現」、「活発な意見交換ができる場の工夫」、

「安心感のある場の設定」を要改良点と考え、

校内研究の実践場面に取り入れるための、具体

的方策を検討していくことが課題である。 
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ICT 活用に関する校内研修の実践と評価 
 

 太田 浩二（入善町立入善小学校）・長谷川 春生（富山大学大学院教職実践開発研究科） 

            

 本実践では、中堅教員が支援者となり研修者のニーズに合わせた ICT を活用した授業プランを

協働して作成することを通して、研修者の ICT 活用指導力を高めることを目指した。研修前と研

修後の聞き取り調査の記録からは、ICT 活用の意識の変容を読み取ることができ、効果的な研修

の在り方が示唆された。 

 

支援者  最適な組み合わせ  PDCA サイクル  ロイロノートの活用 

 

１ はじめに 

文部科学省は、「令和の日本型学校教育」の

構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引

き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実

現～（中央教育審議会答申）で 「『令和の日本

型学校教育』の構築に向けた ICT活用に関する

基本的な考え方として、これまでの実践とICT

とを最適に組み合わせることで，様々な課題を

解決し，教育の質の向上につなげていくことや

PDCAサイクルを意識し、効果分析・検証を適切

に行うこと」[1]と示している。また、文部科学

省が実施した令和5年度全国学力・学習状況調

査報告書・集計結果では、「個別最適な学び（個

に応じた指導）や主体的・対話的で深い学びに

おける ICTの活用状況等の分析結果のポイント

として主体的・対話的で深い学びの視点からの

授業改善を行っている学校ほど、ICT機器を活

用している傾向が見られることや主体的・対話

的で深い学びの視点からの授業改善を行ってい

る学校ほど、ICT機器を活用している傾向が見

られること」[2]や「児童生徒質問紙のICT活用

の質問項目『前年度まで受けた授業で、PC・タ

ブレットなどのICT機器を、どの程度使用しま

したか』で『ほぼ毎日』『週 3回以上』と回答

した児童生徒の割合が、富山県は全国と比べて

低いこと」[3]が報告されている。 

現在、勤務する学校では、教育委員会や教育

センター、校内の研修を通して、ICT活用指導

力を高めようとしているが、１人１台端末を充

分に活用した授業は十分に行われておらず、研

修の在り方をより効果的に工夫する必要がある

と考えた。そこで、本研究では、より効果的な

研修の実現に向け、研修者の研修動機を高める

ことを重視し、研修者一人一人のニーズに焦点

を当てた研修を行った。効果的な ICT活用指導

力を高める研修の在り方を明らかにすることを

研究の目的とした。 

 

２ 実施計画 

（１）実施対象 

①研修者 

教職５年目までの公立小学校教員４名である。 

②支援者 

教職 17年目の中堅教員である。これまで勤務

校の若手教員の授業づくりや学級経営に関する

相談に乗ったり、アドバイスをしたりすること

はあったが、計画的に研修を進めることは本実

践が初めてである。 

（２）実施期間・回数・時間 

令和５年 12月から２月の３か月間の中で計

６回を予定している。研修１回あたりの時間は

授業者の時間的負担も考慮した上で、30分以内

となることを目安とする。 

（３）使用アプリケーション 

クラウド型学習支援アプリ「ロイロノート」 

（４）研修内容 

これまでの実践とICTとを最適に組み合わせ

るという観点を基にロイロノートを活用した授

業プランつくる過程で ICT活用指導力を高める

ことを目指した。 

（５）実施方法 

①ロイロノートを活用した授業のイメージ作り 

最初の研修で、アプリケーションを使うこと

のメリットが十分に感じられる授業を提示し、

支援者が模擬授業を行い、子供役で研修者が授

業に参加する機会を設ける。模擬授業はICTの
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特性・強みの１つである情報の収集、整理・分

析、まとめ表現する学習活動をしやすい「新し

い社会４『特色ある地いきと人々のくらし』（東

京書籍）」[4]で行った。導入、展開、まとめの

３つの場面でどのようにアプリケーションを使

うのかを知ることで、自分の授業でのICT活用

のイメージを持てるようにした。 

②研修者のニーズ把握と授業プランの提案 

 次に、各教員に希望の単元を聞き、アプリケ

ーションを使った授業プランを提案し、模擬授

業を行った。 

 研修者が希望した学年、教科 

 ・２年体育「跳び箱遊び」 

 ・４年国語「ウナギのなぞを追って」 

 ・４年算数「面積のはかり方と表し方」 

 ・６年社会「長く続いた戦争と人々のくらし」 

③結果報告会 

研修会では、基本的には支援者が進行役とな

り、授業者が感じる授業の中で、うまくいった

と思う場面を中心に振り返りを行い、新たな授

業プランを支援者が提案する。 

④上のサイクルを繰り返していく。 

（６）評価方法 

 研修前と後に聞き取りをそれぞれ行い、比較

して分析する。また、全研修終了後、研修者に

効果や課題等に関する聞き取りを再度行う。 

 

３ 結果と考察  

研修前の聞き取りでは、研修者が ICT活用に

ついて以下のようないくつかの困難さをそれぞ

れ抱えていることが分かった。「子供たちにネ

ットリテラシーが育っているか不安で使わせる

のに躊躇してしまう」「ICTを授業のどの場面

で使えばよいのか分からない」「準備にかける

時間がとれない」「周りに積極的に使っている

人いないので授業のイメージがわかない」とい

うような声が聞かれた。 

研修後の聞き取りでは、研修者が ICT活用に

ついて以下のように前向きな意見を持った。「前

よりもイメージできた」「自分でもロイロノー

トで授業をつくれそう」「紙で課題をさせるよ

りも直しやすいので要約の推敲の活動がしやす

い」「つくったものを共有して使えるので今後

の授業準備の時間が短縮できそう」「体育では

動画撮影を活用することで児童が自分の課題に

気付きやすい」というような声が聞かれた。支

援者が研修者のニーズを十分に把握したうえで

授業プランを提案し、作成した ICT資料を使っ

て授業前に模擬授業を行い、授業後に振り返り

を行うというサイクルを繰り返したことがICT

のよさを十分に感じることにつながったと考え

られる。 

全体的に、ICTを活用した授業に期待し、ICT

を活用した授業への意欲が高まっていることが

推察された。本実践を通して、研修者のニーズ

に焦点を当てた研修者主体の ICT研修会が ICT

活用への意欲を高めることへの有効性が示唆さ

れた。 
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若手教師の学び続ける姿勢を育てる研修の在り方に関する一考察 
 

-「子どもの姿」を中心とする授業研究を主とした自主研修を通して- 
 

佐々木 翔太（富山大学大学院教職実践開発研究科） 
               増田 美奈（富山大学大学院教職実践開発研究科） 

 

本稿では、「子どもの姿」から捉える授業研究を中核に据えた若手教師主体の自主研修を通し

て、若手教師の学び続ける姿勢が探究的に変容し、現場での実践でどのように活かされたのかを

明らかにすることを目的とする。自主研修においては、若手教師のニーズに合わせた研修内容を

組み、定期的に先輩教師や大学教員を招聘して、協働的に学びを深めていきたい。 

 
若手教師  学び続ける姿勢  子どもの姿  授業研究  自主研修   

 

１ はじめに 
近年、団塊世代の教師の大量退職に伴った若

手教師の大量採用によって、教育現場ではこれ

までの先輩教師から若手教師への知識・技能の

伝承がうまく図ることができない状況にあり

（中央教育審議会 2015）、若手教師の育成が喫

緊の課題となっている。また、現代においては、

急速な情報化や感染症の流行、未曾有の大災害

など予測困難な時代に直面しており、このよう

な時代を生き抜く子どもを育てるためにも教師

の豊かな資質能力が求められている。これから

の教師に求められる資質能力として、平成２４

年８月の中央教育審議会答申では、「教職生活

全体を通じて、実践的指導力等を高めるととも

に、社会の急速な進展の中で、知識・技能の絶

えざる刷新が必要であることから、教員が探究

力を持ち、学び続ける存在であることが不可欠

である」と提言している。本研究では、こうし

た探究的に学び続ける姿勢を若手期から身に付

け、若手教師の力で学校現場を活性化させる研

修の在り方について考察していく。 

 

2 課題と目的 
 若手教師の育成の実態として、校内研修に関

する実践が充実してきており、先行研究には、

若手教師主体の校内研修の実践に関する研究

（西田・岡崎 2023）や同僚から学ぶことを主眼

とした若手教師支援の研究（高橋・姫野 2023）

などがある。これらの先行研究では、校内研修

を通して、若手教師の自尊感情・同僚性・資質

能力の向上したこと（西田・岡崎 2023）や若手

教師の支援の鍵となるのは若手教師に関わる複

数の教師とのコミュニケーションであること

（高橋・姫野 2023）などを明らかにしており、

若手教師を育てる枠組みは学校単位で徐々に整

備されつつあると言える。また、「教師は授業

で勝負する」と言われるように、学校現場にお

いて授業が占める割合が大きい。若手教師の授

業に関する学びの場として、校内の授業研究会

が挙げられる。若手教師の授業研究に関する先

行研究には、協働して授業力向上を目指す研修

による小学校若手教師の変容に関する研究（前

田・石井 2019）や認知的徒弟制の概念に着目し

た校内授業研究会における若手教師の学習過程

に関する研究（北田 2007）などがある。しかし、

若手教師の授業研究となると、指導力向上が主

軸となり、若手教師が行った授業の何が課題な

のかを議論することが中心となるため（澤井 

2019）、教師の「教え方」に傾倒しすぎるがあ

まりに子どもの「学び」の有り様に視野を十分

に広げられてこなかった（坂井 2020）との指摘

もある。そのため、子どもの学びについて語ら

い、「子どもの姿」に着目した授業研究が今後

より一層求められている（佐藤 2015、鹿毛 

2019）。授業研究において「子どもの姿」に着

目することで、坂井（2020）は、「子どもを理

解するということに留まらず、それを授業づく

りという視点から検討することで相対化し、『反

省的実践家』としての教師自身の成長の可能性

を見出している」と述べており、「子どもの姿」

は、教師の探究的な学びを支える指標となると

考える。しかし、これらの校内研修や授業研究

会は、先輩教師が企画して若手研修を実施する

場合が多く、さらに、学校の規模や在籍する子

どもや同僚の実態によっては、自由な研究が行

えないことや成果が見えないことに対するネガ

ティブなイメージを抱く教師も多い（前田・浅

田 2020）。 

 そこで、本研究で着目したのが自主研修であ

る。川田（2022）は、学校内での研修や公的な
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研修において主体性が生まれにくいのは、同教

科のほぼ同年齢の教師が、自身の専門について

学び合う機会や参加者が自らの意思に基づいて

自律的に研修を進める機会が少ないからだと

し、自主研修が学び続ける教師の主体性育成に

効果があると示唆している。自主研修に関する

先行研究には、オーナーシップに着目した国語

科若手教師の研修の在り方に関する研究（川田 

2022）や特別支援教育を担う教師の専門性の向

上に向けた教員養成プログラム開発に関する研

究（堀子 2022）などが挙げられる。しかし、自

主研修においても、先輩教師や大学教員が組織

した研修が多く、若手教師が中心となって設計

し実施した自主研修に関する先行研究は管見の

限りない。 

 以上を踏まえて、本研究の目的は、「子ども

の姿」から捉える授業研究を中核に据えた若手

教師主体の自主研修を通して、若手教師の学び

続ける姿勢が探究的に変容し、現場での実践で

どのように活かされたのかを明らかにすること

である。また、若手教師の授業に関わる力量形

成において、先輩教師や大学教員との協議を通

して、若手教師にとって新たな視点が提供され

る環境が整備されていることが必要（前田・石

井 2019）であるため、若手教師のニーズに応じ

た講師を定期的に招聘しながら、協働的に学び

を深めていく所存である。 

 

3 研究方法 
（1）対象 

 現在、県内の小学校で勤務している採用２年

目の教師（以下、若手教師と表記する）数名と

筆者を含めた教職大学院生の数名を研究対象と

して自主研修を行う。自主研修の中核にある授

業研究は、若手教師の中から数名の授業者を選

定し、その授業者が、勤務校で行う普段の授業

を対象とする。 

（2）方法 

授業者が、授業の様子を動画や写真で記録し、

その情報を踏まえて、事後協議会を設定する。

そして、定期的に若手教師のニーズに応じた講

師を招聘し、協働的に学びを深める。また、授

業研究を核としつつも、各勤務校における特徴

的な実践を共有する場や、現代的な教育の諸課

題に関する意見交流の場を定期的に設けるな

ど、多角的な視点から「子どもの姿」を見取る

ことができるように研修内容を組んでいく。そ

して、この自主研修を通して検討したい研究の

目的について、自由記述のアンケート調査や半

構造化面接を行うことで明らかにしたいと考え

ている。なお、現在、自主研修のスケジュール

は細かくは決まっていないが、事前にニーズを

聞き出しておき、若手教師の負担などを考慮し

つつ、勤務時間外において月１回のペースで進

めていくつもりである。加えて、自由参加の形

を取り、オンラインでの実施も想定している。 

 

4 今後の研究について 
 自主研修は、若手教師の主体性を大切にし、

なるべく彼らのニーズに応える形で実施したい

と考える。また、自主研修の場を、若手教師同

士の意見交流の場にとどめるのではなく、自主

研修で考えたことを現場での創造的な実践につ

なげられるようにしていきたい。具体的な支援

としては、授業づくりなどで、若手教師の協働

する場面を取り入れることで、現場での実践に

対する孤独感を払拭し、若手教師の横のつなが

りを生み出すことに留意していく所存である。 
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 授業や校務における Google Sites の活用について 

 
下倉 健 （金沢市立田上小学校） 

       

金沢市で導入されている Google Education の中に Google Sites がある。ウェブサイトを手軽に

作成・公開することができるツールであるが、ドキュメント、スプレッドシート、スライド等他のツ

ールに比べると、ほとんど活用されていない。本論文では、授業において Google Sites を活用した

ことから、校務での活用を図ったこと、そこから得られた成果及び課題について論じる。 
 

 
Google Sites Google Education ウェブサイト 授業での活用 校務での活用   

 

１ はじめに 

 ４年社会科「谷に囲まれた大地に水を引く」

の単元において、本校では地域に流れる金浦用

水について学習している。１０月には、取水口

から用水沿いを実際に歩き、田上の地域をどの

ように流れているか見学に行き、地域の方がま

とめた資料から、用水を作った先人の様々な苦

労や努力について調べたことをまとめている。 

昨年度までは、学習したことを新聞にまとめ

させていたが、Google Sites を用いて学習のま 

とめを作らせ公開することで、他学年の児童や

保護者に見てもらい、感想をもらえるようにす

るになるのではないかと考え、実践に取り組ん

だ。本論文では、Google Sitesについて、授業

での活用、校務における活用、授業や校務で

Google Sitesを活用しての成果と課題について

述べていく。 

 

２ Google Sitesについて 

Google Sites は、Google によって開発され

ているウェブサイト作成ツールである。サイト

の作成はビジュアルエディターによって行わ

れ、簡単に操作できるようになっている。また、

テンプレートやコンテンツブロックが多数用意

されているため、様々なデザインのサイトを作

成することができる。金沢市では Google 

Education が導入されており、ドキュメントや

スライド等と同じように Google Sites を使用

することができる。 

 

３ 授業における活用について 

（１）サイトの作成 

学習のまとめとして活用するため、最初にホ

ームとなるページを作成し、そのページのサブ

ページとして、児童一人一人のページを作成し

た。（図表１） 

 

図表１ 作成したウェブサイト 

 

 

作成したサイトを Google Classroom の授業

に課題として掲載し、複数の児童が同時編集で

きる様にした。サイトに掲載する写真等のデー

タはクラスのドライブフォルダに置いて、共有

できるようにした。（図表２） 

 

図表２ Classroomに掲載した様子 
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ページを作成するにあたり、レイアウトを整

えさせるため、児童にはコンテンツブロックを

使用するように指導した。コンテンツブロック

を用いて内容を追加していく方法に、児童は最

初、戸惑った様子であったが、すぐに仕組みを

理解し、サイトを作成することができていた。 

他学年の児童や保護者からの感想を募る方法

については、ホームとなるページに掲示板機能

を導入しようと考えた。しかし、Google Sites

に掲示板の機能がなく、掲示板を利用するには、

外部のアプリ等を利用する必要があることがわ

判明し、導入を見送った。外部のアプリ等を導

入する上でセキュリティ上の問題が発生する可

能性がある等の懸念点があると考えたためであ

る。そこで、感想を募るための方法として、

Google Formを利用した。感想入力用フォーム

を作成して、リンクをホームページに掲載し、

そこから回答を得ることとした。（図表３） 

 

図表３ ホームとなるページに掲載したリンク

及び感想入力用フォーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成したサイトは金沢市の Google アカウント

（@kanazawa-city.ed.jp）のみでの限定公開と

し、公開リンクを QR コード化して印刷したも

のを全学級に配布した。 

 

（２）異学年の児童の感想 

感想フォームには、５・６年生の児童を中心

に回答があった。回答は下記のようなものであ

った。 

・わかりやすくまとめられていた。 

・調べている内容は同じでも一人一人まとめか

たが違っていて読みごたえがあった。 

・写真や地図を使っていてわかりやすかった。

・文字の色や大きさなど大事なことが目立つよ 

うに工夫されていた。 

・自分たちも Google Sites を使ってまとめて

みたいと思った。 

（３）学習した児童の感想 

本単元の学習後、児童に Google Sites を使

った学習についてアンケートを実施した。児童

の回答は以下の様であった。（図表４） 

 

図表４ 学習後のアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

８８％の児童が、「うまくできた」「まあま

あうまくできた」と回答しており、うまくでき

なかったと回答した児童はいなかった。 

自由記述で回答する質問「Googleサイトを使

ってよかったと思ったところ」には、下記の様

な記述があった。 

・画像がきれいに出せる。 

・目次などを設置できる。 

・鉛筆で書くと紙が黒くなるけど、これはなら

ないからつかってよかった。 

同じく自由記述の質問「Google サイトの難 

しいと思ったところ」については、下記の様な
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記述があった。 

・どうしたらわかりやすく伝えられるか考える

のが難しかった。 

・どんな順番でまとめればよいか迷った。 

・画像に文字や印を書き込みたかったけどでき

なかった。 

 

４ 校務における活用について  

 田上小学校では、保護者からの欠席連絡に

Google Formを活用している。Google Formの

データは年度ごとに作成してある共有ドライブ

に保存されている。共有ドライブには職員会議

のデータなど校務に関わるデータも保存してお

り、必要な情報を全職員が共有できるようにし

ている。また、欠席連絡の無い児童についての

連絡は Chatを活用しており、Google Education

を校務においても活用し、すばやく情報共有が

できる体制を構築している。 

 Google Educationを日常的に活用することで

様々なことがスムーズに進むようになったが、

共有ドライブ内にフォルダが多く作成されるよ

うになり、確認したいデータの保存先まで行き、

そのデータを開くまで時間がかかるようになっ

たり、すぐに開けるようにデータごとにブック

マークしたことでブックマークバーが一杯にな

り、かえって時間がかかったりすることがあっ

た。 

 これらの問題を解決するために考案したの

が、「共有ドライブ内にポータルサイトを作成

し、そのサイトから日常的に必要なデータを閲

覧できるようにする。」という方法である。作

成したサイトは公開リンクを Chatに貼り、職員

会議後の時間にブックマークをして、ブックマ

ークバーの左に表示させておくよう共通理解を

図った。（図表５） 

 

図表５ ブックマークバーに表示されたポータ

ルサイトのブックマーク 

 

 

 

 

 このようにして作成し運用しているものが、

図表６のポータルサイトである。担任が毎日確

認する健康チェック（出欠連絡）や行事予定、

職員会議のデータも確認できるようにしたこと

で、必要なデータをスムーズに開くことができ

るようになった。（図表７） 

 

図表６ 本校ポータルサイトのトップページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表７ 健康チェック（出欠確認）、行事予定

等のページ 
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 ポータルサイトにChatを埋め込むことで、よ

り情報共有がスムーズになると考えたが、

Google Sites に Chatを埋め込むことができな

いことが判明したため、Chat の埋め込みは断念

した。Chat を埋め込むことができれば、情報の

共有、確認、伝達がこのサイト経由ですべてで

きるようになり、より利便性が高まったのでは

ないかと考える。 

 

５ 活用しての成果と課題 

（１）成果 

①児童の書くことに対する意欲の向上 

 Google Sitesを使用したことで、紙に書くこ

とに対して苦手意識がある児童も意欲的に取り

組む様子が見られた。紙に何度も書き直すと、

紙が汚れ、見た目が悪くなる。紙の汚れが児童

の持つ完成イメージとの乖離につながり、「考

えていたようにならない＝上手くできない」と

苦手意識に結びついてしまい、書くことに対す

る意欲が低下するように思われる。デジタルで

あれば、何度書き直しても汚れることはなく、

レイアウト変更も容易であるため、書くことに

対する意欲の向上につながったと考える。 

②相手意識を持ち、より良いものにしようとす

る意識を児童に持たせる 

相手意識を持たせるため、学習の導入におい

て異学年の児童や保護者に見てもらうことを伝

えたことも影響していると思われるが、アンケ

ートの回答において、内容の組み立ての難しさ

に言及するものがあったように、より見やすい

サイトにするための構成やコンテンツを意識す

る児童が多く見られ、相手意識を持って学習内

容をまとめようとする姿がより見られた。 

③児童自ら他のアプリや機能をより効果的に活

用しようとする姿が見られた 

児童が作成したページには目次や地図が挿入

されている。画像やテキスト以外のものを挿入

できることについて、ページの作成時には指導

しなかったが、児童が自分達で発見し、やり方

水口の場所を検索して調べるなど、他のアプリ

や機能を効果的に活用する姿も見られた。 

（２）課題 

①公開できる範囲が限定されている 

Google Sitesはウェブ全体への公開や特定の

範囲への公開など、公開設定を変更できるよう

になっている。しかし金沢市では、教師、児童

の関係なく、金沢市の Google アカウント

（@kanazawa-city.ed.jp）以外での公開ができ

ないように設定されている。保護者には、タブ

レット PC の持ち帰り時に児童の端末から見て

もらったり、授業参観や懇談会の時に、教師の

端末から見てもらったりしなければならなかっ

た。 

②対応していない機能がある 

先に述べたように、Google Sitesには掲示板

の機能がなく、Chatを埋め込むことができない

など機能的な制限がある。外部のアプリやサイ

トと連携することで利用可能な機能もあるが、

利用契約やセキュリティ上の不安から外部のア

プリやサイトの利用は難しいと考える。特に校

務における活用についてはセキュリティ上の問

題が大きい。 

 

６ おわりに 

 本実践において初めて Google Sites を使用

したが、社会科に限らず、様々な教科での活用

が可能であると感じた。特に、自分が作成した

コンテンツを多くの人に見てもらい、反応をも

らうことは、児童の学習意欲を高める点で効果

的だと言える。 

 授業や校務の様々な場面で、Google Sitesは

活用が可能であると感じるようになった。アイ

ディア次第で、活用場面はより広がると思われ

る。Google Sites に限らず、今後も Google 

EducationやタブレットPCの効果的な活用を図

っていきたい。 
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読みに困難をもつ児童に対する効果的な ICT の活用 
 

 藤堂 知佳（上市町立白萩西部小学校）・長谷川 春生（富山大学大学院教職実践開発研究科） 
 

学校における授業の ICT 化とインクルーシブ教育が進められている今日において、特別な教育的
支援を必要とする児童生徒への ICT の効果的な活用について考えた。学習障害の１つであるディス
レクシアを含めた「読みに困難をもつ児童」について、困難の症状と原因を考え、それに合わせて活
用できると思われるアプリケーションを検討した。 

 
特別支援 ICT インクルーシブ教育 ディスレクシア 通級指導 

 

１ はじめに 

文部科学省が令和４年に発表した「通常の学

級に在籍する特別な教育的支援を必要とする

児童生徒に関する調査」では、「児童生徒の困

難の状況」について、学習面又は行動面で著し

い困難を示すとされた小・中学校の児童生徒数

の割合が、平成 24 年に行った調査においては

推定値 6.5％であったが、令和４年の調査で

は、8.8％であったと示されている[1]。また、

文部科学省「特別支援教育の現状」では、義務

教育段階において通級による指導を受ける児

童生徒の数が 10 年で約 2.5 倍になっているこ

とが示されている[2]。これらのことから、特別

な支援を要する児童生徒が増加してきており、

特別支援学級の教員のみならず、学校の全教員

が特別支援教育について学びを深め、知識を得

たり実践力を高めたりして適切な支援を行っ

ていくことがより一層大切であると考えられ

る。 

一方、文部科学省「『令和の日本型教育』の

構築を目指して（答申）【総論解説】」では、

「『令和の日本型学校教育』の構築に向けた

ICT の活用に関する基本的な考え方」につい

て、「特別な支援が必要な児童生徒へのきめ細

やかな支援や、個々の才能を伸ばす高度な学び

の機会の提供など、児童生徒一人一人に寄り添

った指導を行う」と示している[3]。 

今井（2022）は、特別支援教育における ICT

活用の促進について、「今後、特別支援教育に

おける ICT 活用をより充実化させていくため

には、障害のある子どもの障害特性や実態を理

解し、子どもの学習欲求と発達欲求に結び付く

ICT 活用の方法を批判的に検討する必要があ

る。」と述べている[4]。 

このように、特別な支援を要する児童生徒に

対する教育のために ICT の活用は重要であり、

具体的にどのように活用していくかは、十分に

検討していく必要がある。筆者は現在通級指導

教室を担当しており、その観点から、特別支援

を必要としている児童に対する ICT 活用の在

り方について検討したいと考えた。 

児童が抱える困難さの症状と原因は様々で

あるが、筆者が勤務する学校の地域では、ディ

スレクシア（読字障害）に対する適切な支援に

ついての必要性が重要視され、検討が始まって

いる。そこで、今回は、ディスレクシアを含め

た「読みに困難をもつ児童」に焦点を絞り、ICT

を活用した支援の方法について調べることを

目的とした。 

 

２ 研究の実際 

（１）実態把握 

読みに困難をもつ児童の場合、まず、読みの

どこにつまずきが見られるのかを把握するこ

とが重要だと考えた。金森らの文献[5]を基に、

つまずきの原因を、大きく以下の４つに分けて

考えることとした。 

① 眼球の動きのコントロールや読んでい

る位置を維持することの難しさ 

② 音と文字を対応づける難しさ 

③ 複数の文字をまとまりのある言葉とし

て捉えることの難しさ 

④ 単語などを記憶する力の不足 

※ 弱視や注意欠陥の可能性を除く 
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（２）支援方法の検討 

困難の原因を考えた上で、それに合わせた支

援に活用できると思われるアプリケーション

を文献やインターネット上で調べてまとめた

ものが表１である。なお、表中にある①から④

の番号は、上述の①から④に対応させている。 

（３）支援の際に重視したい点 

表 1 の中のどれを使うか、どの順番で使用

するかは、児童の実態を把握し、原因を明ら

かにした上で、それに合った選択をしたい。

その際には、専門家からの助言も取り入れた

いと考える。また、必要であれば、医療機関と

も連携を図り、協力しながら継続的に支援を

行いたい。そして、ICT 使用を必須と考えるの

ではなく、その児童にとって一番効果のある

手立てを選択し、児童の様子を見ながら、こ

まめに見直すことが重要と考える。 

 

３ まとめ 

文献上では特別支援において多くのアプリ

ケーションがあることが分かり、それぞれの

支援に活用できると思われるアプリケーショ

ンとその使用する決定方法について調べるこ

とができた。今後、筆者が担任する学級や通

級指導で担当する児童においても、実態に合

わせて活用を試みたい。 

 

参考文献 

[1]文部科学省(2023), 通常の学級に在籍す

る特別な教育的支援を必要とする児童生

徒に関する調査結果について, pp.17-18 

[2]文部科学省(2021), 特別支援教育の現状

(参考資料 10), p.1  

[3]文部科学省(2021),「令和の日本型教育」

の構築を目指して(答申)【総論解説】, p.4 

[4]今井理恵・子安潤(2022), 授業における

多様な子どもの学びに応答する ICT 活用

に関する検討, p.11 

[5]金森克浩・梅田真理・酒井聡・富永大悟

(2019), 発達障害のある子の学びを深め

る教材・教具・ICTの教室活用アイデア, 

pp.13-15,22-25,38-41 

つけたい力 名称 概要・特長・【参照書籍、ホームページ等】 

①眼球運動 

（ﾋﾞｼﾞｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ） 
Touch 123 

ランダムに並べられた数字を１から順に探してタップしていく。 

・難易度の設定ができる。 ・タッチした数字が消えるので分かりやすい。 

【 https://papuu.jp/apps/touch123/ 】 

②文字→音の変換 
T 式音読指導アプ

リ 

画面に出てくる文字を３秒以内に発音し、正誤を教師が判断する。 

・正解が続くとその文字が出てこなくなるため、効率よく学習ができる。 

・一字一音バージョンと単語（ビギナー、チャレンジ）バージョンがある。 

【小枝達也「T 式ひらがな音読支援の理論と実践」】 

③単語の合成、分

解 

ひらがなめっちゃ

わかるもん!! 

「並び替え」「不要な文字を加えた選択」「５０音表から探す」と段階を選んで

文字を構成する学習ができる。 

・使用文字種類、文字数等、個々のレベルに応じた出題が可能である。 

・間違えると視覚的なヒントが出る。 

・自分でオリジナルの単語カードを作成できる。（送受信できる） 

【鴨下賢一「教室でできる タブレットを活用した合理的配慮・自立活動」】 

①字形の習得 

②音と文字の対応 

③単語の分解 

③語彙の習得 

ぐーびーともじあ

そび 

「音声から文字選び」「しりとり」「イラストから単語を見つける」「なぞり書

き」をゲーム感覚で学べる。 

・課金することにより単語数やカタカナモードなどを増やすことができる。 

【鴨下賢一「教室でできる タブレットを活用した合理的配慮・自立活動」】 

②音と文字の対応 

③語彙の習得 
知育アプリ PIBO 

１日３冊まで絵本を読むことができる。 

・文字表示、読み上げ機能がある。 

・音を聞きながら文字を見ることで、音と文字を一致させていく経験や、目で 

文字を追う練習になる。 

【 https://pibo.jp/ 】 

④記憶力の強化 

（ﾜｰｷﾝｸﾞﾒﾓﾘｰ） 
星々記憶 

位置記憶（神経衰弱）、順番記憶、形状記憶のゲームができる。 

・どんどんレベルアップしていくので、少しずつ負荷をかけることができる。 

【 https://dashnin-kyouzaiko.com/2020/04/17/hosibosikioku/ 】 

表１ 自立活動の際に活用できると思われるアプリケーション 
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ICT を活用した効果的な家庭学習に関する研究 
 

―保護者と連携し、授業と家庭学習をつなぐ学習モデル― 
 

石原 芳隆（富山大学大学院教職実践開発研究科） 
黒田 卓 （富山大学大学院教職実践開発研究科） 

 

GIGA スクール構想による ICT 環境の整備によって、児童の学びの在り方が変わってきている。１

人１台端末を家庭に持ち帰って活用することで、時間的・空間的な制約を超えた学びや創造的な学

びを広げることができるようになった。さらに、保護者と学習の意義を共有することにより、児童

は学ぶ意欲を高めることができると考える。そこで、本研究では、ICT を活用して、授業と家庭学習

をシームレスにつなげ、保護者と連携して学校での学習の様子を伝えることによって、児童が授業、

家庭学習で学んだことを生かしながら、自分の学びを深めていくことを目的とする。 
 

ICT  授業  家庭学習  保護者  シームレスな学び   

 

１ はじめに 

 文部科学省は、ICT の新たな可能性を指導に

生かすことで、主体的・対話的で深い学びの実

現に向けた授業改善につなげていくことが重要

だと述べている。ICT 端末を活用して、家庭学

習を日常的に行うことは、自立した学習者を育

成することにつながる。児童が自分にふさわし

い学習方法を自己調整するような態度を育てる

ことが求められる。 

 

２ 研究の背景 

児童生徒の家庭学習について、 Alfie 

Kohn(2020)は、学ぶことの意義や面白さを伝え、

児童生徒が自律的に学ぶことが重要だと主張し

ている。また、宿題を与える際には、「宿題は教

師自身が作成する」「保護者を巻き込む」等をポ

イントとしている。 

保護者の関わりについて、解良・中谷(2022）

は、学習の有用性の認知は、教師の学習指導に

よって高められるだけでなく、保護者の態度や

関与も影響を与えていることを示している。小

学校段階においては、学校の学習の様子や家庭

学習について、保護者に伝えることにより、そ

の学習の意義を共有することができると考える。 

坂本・森本（2020）は、ICTを活用し、授業と

家庭をシームレスにつなげることで、児童生徒

が授業、家庭学習で学んだことを生かしながら

学びを深めていくことができると指摘している。 

 本研究では、ICT を活用した授業を行い、授

業と家庭学習のシームレスな学びを展開するた

めの指導方法を開発する。その際、家庭との連

携のあり方にも着目し、ICT による連絡ツール

を用いて、学校での学習の様子や家庭学習で子

どもに身に付けたい力を家庭に伝えることによ

り、学習の意義を保護者と共有することができ

るようにする。これらによって、ICT を活用し

た効果的な家庭学習について模索し、児童の学

びを深めていくことを目指す。 

 

３．研究の方法 

（１）保護者への連絡方法 

保護者への連絡については、下記の２つの方

法を検討している。 

 

 

 

 

 

①は、保護者全員がすでに登録しており、学

校から直接連絡が届くため、学習の様子を確実

に伝えることができるというメリットがある。

一方で、緊急連絡に使われるツールでもあるこ

とから、学習用途での活用については、検討が

必要である。 

①学校・保護者間の連絡システム「すぐー

る」による配信 

②教育アプリ「ロイロノート」による、デ

ジタル連絡帳 
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②は、児童の連絡帳として以前から使ってお

り、写真や動画、PDFファイル等も送ることが

できるメリットがある。一方で、学校と児童と

の連絡ツールであり、保護者が直接連絡を受け

取ることができない。 

（２）授業と家庭学習をつなぐ学習モデル 

山本（2023）は、授業と家庭学習をつなぐ実

践の進め方として、以下の５つのパターンを提

唱した。 

 

 

 

 

 

 

 

このパターンをもとに、保護者と連携し、授

業と家庭学習をつなぐ学習モデルを作成した。

特に、普段の家庭学習で使われている、「②振り

返り・復習型」における、学習モデル及び、学

習例と保護者への連絡文例を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の過程においては、「家族に解き方を説明

する」といったように、保護者を巻き込む必然

性のある課題を設定している。また、保護者へ

の連絡においては、学校での学習状況の中で、

児童に身に付けさせたい力を記載するとともに、

家庭でお願いしたい事柄についても伝えている。

これにより、保護者と学習の意義を共有するこ

とをねらっている。 

 

【参考文献】 

文部科学省 「家庭でのICT端末活用の実践事

例 × StuDX Style」 

https://www.mext.go.jp/studxstyle/spe

cial/32.html（参照日 2024.1.22） 

Alfie Kohn(2021) 「宿題をめぐる神話:教育改

革への智恵と勇気を持つために」, 丸善プ

ラネット 

解良優基・中谷素之(2022)「親子間における学

習に対する価値づけの伝達プロセス―親の

期待の調整効果に着目して―」, 南山大学

紀要『アカデミア』人文・自然科学編 第

23号，87-100 

堀田龍也,山本朋弘,佐藤和紀,三井一希(2023)

「情報端末持ち帰り：GIGAスクールはじめ

て日記３」, さくら社 

坂本誠・森本康彦(2020)「児童生徒の学校と家

庭での学びをICTを活用してシームレスに

つなぐ授業モデルの開発」日本教育工学会

研究報告集(20-4), 117-122 

＜授業と家庭学習をつなぐパターン＞ 

①反転学習型 

②振り返り・復習型 

③撮影・省察型 

④資料作成・共有型 

⑤伝え合い継続型 

＜学習例（算数科）＞ 

①算数「かけ算の倍」の学習で、数直線を使

って、解き方を説明する活動を行う。 

②家庭学習では、「数直線を使って、家族に

解き方を説明すること」を課題とする。 

③タブレットドリルの練習問題を用いて、

家庭で家族に解き方を説明する。 

④次の授業の導入で、改めて同様の課題に

取り組み、学習内容が定着できているか

確かめる。 

＜保護者への連絡文例＞ 

算数の授業で、数直線を使って「かけ算の

倍」について説明する学習を行いました。子

どもたちは、ペアの友達に数直線を見せな

がら、順序立てて分かりやすく説明するこ

とを心がけていました。今日の宿題は、「タ

ブレットドリルを使って、家族に、『かけ算

の倍』を説明しよう」です。子どもたちにタ

ブレットドリルを配布しました。お子さん

が解答する際の説明を聞き、励ましの声を

かけていただければと思います。よろしく

お願いします。 

＜学習モデル＞ 
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知を創造する理科教育とは何か 
 

～光の反射の学習から～ 
 

坪本 吉史（砺波市立出町中学校） 
 

探究的な学習が成立しやすい単元・教材を提案する。光の反射の単元で、光の反射の法則を学ん

だ後に、課題「手鏡に一度に自分の全身を映すことはできるか」のもと探究活動を行うことで、机上

で光の軌跡を記入するだけの学習と比べ、感動的に学ぶことができる。手鏡をもたせることで、実

験方法に枠をはめ、学習内容を担保することができる。一人 1 台端末で動画を撮るよう指示するこ

とで、生徒は探究の結果を明確に示すことができ、他の生徒の探究も理解することができる。 
 

 
探究学習  創造力  コンピテンシー・ベース  一人一台端末 

 

１ はじめに 

（１） なぜ知を創造する力か 

ChatGPT などの大規模言語モデル（LLM）が発

展した時、人間がやるべきことは何だろうか。

それは、AIの応答に含まれる間違いを正し、活

用することであり、AIが参照できない、この世

にまだ存在していない新たな知識を創造するこ

とである。 

（２） 知を創造する力を身に付けるには 

真理探究である以上、科学的な探究の過程を

たどるはずである。中学校教育においては、生

徒自身による観察・実験の大切さは浸透してい

るが、教科書通りに実験を行い、考察するスタ

イルが多い。探究的な学習がなぜ現場に定着し

ないかといえば、実験方法が生徒による自由裁

量であることによって、学習内容が必ずしも保

証できないからであり、試行錯誤の時間が必要

だからでもある。 

 

２ 目的 

探究的な学習が成立しやすい単元や教材を提

案すると同時に、一人 1台端末を用いることで

可能になった授業法について明らかにする。 

生徒が実験方法を企画する際に問題となるの

は、適切な実験法を考えられずに時間を浪費す

ることである。実験方法に適切な枠を与えるよ

うな授業デザインで行うことで、学習内容を担

保できる。 

 

３ 方法 

（３） 方法１ 過去の授業ノートの比較 

① 対象 

Ｃ中学校 1学年 2009年、2010年、2011年 

Ａ中学校 1学年 2021年、2022年、2023年 

② 手続き 

生徒代表の授業ノートのコピーから、授業内

容の比較を行い、授業改善の内容を明らかにす

る。 

（４） 方法２ 

① 対象者 

2023年Ａ中学校 1学年ａ組38名、e組 40名 

② 手続き 

授業ビデオを記録し、発言を分析する。 

（５） 方法３ 

③ 対象者 

2023年Ａ中学校 1学年 e組 40名 

④ 手続き 

単元の振り返りの記述から、生徒にとっての

意味を分析する。 

 

４ 結果と考察 

（１） 方法1 

① 坪本が行った従来の授業法（2009年まで） 

教科書（東京書籍）通り、光の反射の法則を

学習してから、「体全体を映すにはどのくらい

の大きさの鏡が必要か」を考える。 
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問題点 

机上で光の軌跡を作図して求めるが、納得感

に乏しい。 

② 改善した授業ver.2 2010年・2011年 

課題を「鏡に自分の全身を映すには」と変え、

鏡から遠ざければ自分の姿が映るだろうという

予想のもとに、実験で確かめる流れに変えた。 

改善された点 

作図だけではなく、自分の体を使って実験し

て確かめることで、納得感が出てきた。 

③ 改善した授業ver.3 2021年 

課題を「この鏡に一度に自分の全身を映すこ

とはできるか」に変えた。 

改善された点 

「鏡から遠ざければ小さく映るから、全身が

映るはず」という多くの人が考える素朴概念が

覆されるため、強く印象に残る。 

この年に、「他の人の全身を映すことができ

るのに、自分は映らない」というポイントを押

さえることが有効であることが分かった。 

問題点 

「映った」、「映らない」と言葉だけの説明

になってしまっていた。そのため、「映らない」

中身が伝わりにくかった。実験方法の解釈の違

いから、「映った」という生徒もいた。 

④ 改善した授業ver.4 2022年 

配布された一人一台のタブレット端末で、証

拠映像（静止画）をとるよう指示した。 

問題点 

手持ちで常に鏡の角度が変化するため、自分

の姿が映った一瞬をとらえるのに苦労してい

た。 

⑤ 改善した授業ver.5 2023年 

一人一台のタブレット端末で、10秒程度の短

い証拠映像（動画）をとるよう指示した。 

改善された点 

動画で撮ることで、自分の姿が映った一瞬を

簡単に再生できた。鏡からだんだん離れる映像

などを撮っている生徒もいた。 

（２） 方法２ 

鏡から離れると小さく映るのに、自分の全身

を映すことができないことや、他人は全身が映

るのに、自分の全身は見られないことが、探究

したい謎として機能していることがわかった。 

（３） 方法３ 

e 組 38 人中 12 人が光の単元で印象に残った

授業として、「手鏡に自分の全身を映すことが

できるか」を挙げている。これは、色画用紙の

色が黄色のLEDライトのもとではわからなくな

る実験や光源のスペクトルを観察する実験など

よりもずっと多く、強い印象を与えたことが分

かる。 

① 生徒感想例 

「手鏡に全身を映すことができるのかという

授業が印象に残りました。理由は、私は最初、

絶対全身映る！と思っていたので、ほかの人が

映らないと言っていて映ると思っていたのに映

らなくてびっくりしたからです。自分が思って

いることにならなくて数の少ない方が当たって

いるということがすごいなと思いました。」「手

鏡に自分の全身を一度に映すことはできるの

か？で、班の人と動画を撮りながら、実験をし

て、自分の予想を試すことが楽しかったし、実

験方法が簡単だったからやりやすかったです。」 

② 分析 

多くの生徒の振り返りに、予想外の結果への

驚きが記されている。これは、鏡を離せば、小

さく映ることから、自分の全身も映るだろうと

いう素朴概念が覆されることで、強い印象をも

たらしたものと思われる。自分の予想を確かめ

る実験を考えて、試すことの喜びや、自分で新

しいことを発見できたことや、新しい疑問を見

つけて考えることなど、探究活動を楽しむ生徒

の姿が見られた。実験方法が単純で工夫しやす

いことを挙げていた生徒もいた。証拠集め…動

画を撮る活動自体が楽しいという生徒もいた。

他の人の意見が理解できた喜びを記述した生徒

もいた。 

（４） 参考文献 

門倉 松雄. (2020). 理科における問題解決学

習と探究学習―理科授業における問題解決型学

習と探究的な学習の今までとこれから―. 玉川

大学教師教育リサーチセンター年報. 
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運動に対する愛好的態度と自己有用感についての考察 
 

―小学校高学年を対象として― 
 

白山 穂翔（富山大学大学院教職実践開発研究科） 
澤  聡美（富山大学大学院教職実践開発研究科） 

       

児童期から思春期にかけての運動実施の二極化が進む中、運動意欲を高め、運動習慣を定着させ

るための取組が急務となっている。本研究では、「する・みる・支える・知る」のスポーツの多様な

関わり方を通して自己有用感を高め、運動に対する愛好的態度を育む体育授業のあり方を検討する。 
 

自己有用感  運動に対する愛好的態度  する・みる・支える・知る  小学校体育 
 

１ はじめに 

「ゴールデンエイジ」（概ね幼児期から中学

生まで）の運動習慣は、生涯にわたる体力・運

動能力等の基盤となる極めて重要な要素である

ため、近年は幼少期から子どもたちが積極的に

身体を動かすことのできる環境づくりや政策支

援が検討されている[1]。運動の実施は、児童期

から思春期にかけて二極化が拡大しているが、

その要因として、子どもの運動や体育授業への

意欲や態度の低下が指摘されている[2]。 

令和 5年度の全国体力・運動能力、運動習慣

等調査[3]によると、日本の小学 5年と中学2年

の運動実施状況は、1週間の総運動時間60分（1

日 10 分弱）にも満たない者がそれぞれ男子で

9.0％・11.3％、女子で 16.2％・25.1％であっ

た。この結果を受けてスポーツ庁[1]は、運動意

欲を高め、生活の中に運動習慣を定着させるた

めの取組が急務であるとしている。 

小学校の高学年の児童を対象にした質問紙調査

の結果では[4]、体育を嫌いと感じている児童

は、運動に対して楽しくないと感じる割合が高

くなる傾向が示された。体育が嫌いと回答した

群の7割以上の児童が、「勝ち負けにこだわる

人と運動やスポーツをしているとき」に、「ま

ったく楽しくない」と回答していた。さらに増

子らが行った調査[5]によると、体育授業におい

て「友だちと比べてうまくいかない」ことから

劣等感を抱くことが報告されている。一方で、

梶ら[6]は、小学校高学年児童を対象に体育授業

の楽しさ要因に関する記述を収集したところ、

「試合に勝ったとき」という記述が挙げられた。

これらのことから友だちと比較や勝ち負け、つ

まり「競争」は、児童にとって運動や体育を楽

しくさせることも苦手にさせる要素も含まれる

重要な鍵である。しかし、児童は特に負けたと

きに苦手意識が増大し、体育に対する楽しさが

減少するため、競争にとらわれず、運動に対す

る愛好的態度を育成することが求められる。 

 『新学習指導要領解説 体育編』[7]では、運

動やスポーツを、その価値や特性に着目し、楽

しさや喜びとともに体力の向上に寄与する視点

から捉え、自己の適性等に応じた「する・みる

・支える・知る」の多様な関わり方と関連づけ

ることを教科の目標のひとつとして挙げてい

る。今後の学校体育では、運動やスポーツを「す

る」だけでなく「みる・支える・知る」ことを

通して、他者や集団と交流し、自己の適性等に

応じた運動・スポーツとの関わり方を見つける

ことが求められている。 

滝[8]は、「自分がしたことを感謝されて嬉し

かった、自分は頼りにされている、自分も誰か

の役に立っている、みんなから認められている」

等、他者から認められることから生まれる感情

を「自己有用感」と定義している。国立教育政

策研究所[9]も、「『自己有用感』は、他人に役

立った、他人に喜んでもらえた等、相手の存在

なしには生まれてこない点で、『自尊感情』や

『自己肯定感』等の語とは異なる」としている。 

尾崎[10]は、人に与える喜びを実際に経験す

ることによって、ポジティブ感情、幸福感、ウ

ェルビーイングが促進されることを明らかにし

た。体育授業において、誰かの役に立っている
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などの喜びを感じることは、運動に対する愛好

的態度を育み、生涯にわたる体力・運動能力等

の基盤を作ることに繋がるのではないか。 

そこで本研究では、運動に対する愛好的態度

の二極化が拡大する小学校高学年児童に着目

し、自己有用感を高め、運動に対する愛好的態

度を育む体育授業のあり方を検討することを目

的とした。 

 

２ 研究の方法 

 小学校高学年児童を対象に、自己有用感と運

動に対する愛好的態度ついてのアンケートを実

施し、自己有用感の現状と、体育授業において

どのような場面で楽しさを感じているかを調査

する。自己有用感についてのアンケートの内容

は、堤・小泉が開発した「小学生版自己有用感

尺度調査（表1）」[11]を使用する。 

 運動に対する愛好的態度についてのアンケー

トについても、梶・小野が開発した「小学生用

体育授業楽しさ尺度（表2）」[12]を使用する。 

 アンケートで得られた結果を分析し、運動に

対する愛好的態度を育むための授業実践を計画

し、実施する。 

 

３ 調査の実施と計画 

・2024年 3月～6月 仮説図の作成 

 アンケートの作成、実施、分析 

・仮説の検証（パス解析などを用いて） 

・運動に対する愛好的態度を育むための授業実

践の計画、実施 

表 1 小学生版自己有用感尺度調査 

 

表 2 小学生用体育授業楽しさ尺度 
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創作ツールとしての iPad の活用 

 

クロマキー合成による造形遊び「もう一人のわたしのお気に入り」の実践 

 

羽場 史江（金沢市立森本小学校） 

 

一人一台端末として金沢市に導入されたChromebookの活用について試行錯誤する日々であるが、

端末の特性からタブレットとして使いづらい部分がある。本稿は Chromebook と iPad 双方の使い所

を模索しながら、図画工作科・造形遊びにて iPad を創作ツールとして活用した実践報告である。 

 

iPad Chrombook クロマキー合成 iMovie 図画工作科 造形遊び 

１ はじめに 
 MM 総研の調査によれば、公立小中学校に配

布された「GIGA スクール構想」パソコンの OS

別シェア割合は ChromOS が 43.8%、iPadOS が

28.２%、WindowsOS が 28.１%であった。自治

体毎の OS 分布では特に人口密度の高い都市部

での ChromOS を搭載した Chrombook の採用が

最も多く、コストやセキュリティ面、運用管

理等において高評価だったことが大量展開を

必要とする自治体も支持を集めたと思われる。

一方で iPad OS は小学校低学年や特別支援学

校など、キーボードレスでの活用を想定して

いるケースでの採用が多い。導入されている

それぞれの端末をいかに活用するかが昨今の

教師達の課題となっている。GIGA スクール構

想元年、金沢市に Chromebook が導入された時

は ICT 活用の場が広がることへの期待が高ま

ったが、同時に筆者自身が使いこなせるかと

いう若干の不安もあった。日常使いしている

のは iPad であり、校務用パソコンは Windows

機 で あ っ た か ら だ 。 （ 今 で は iPad 、

Chromebook、Windows 機、どれも欠かせない）

ChromeOS のタブレットを使ったことがない訳

ではないが、iPad が一番使いやすく校務では

iPad をずっと愛用している。つまり、GIGA ス

クール構想で導入されるなら iPad が良いと個

人的には考えていたのだ。 

 

２ 各 OS の端末について 
（１）Chromebook 

 金沢市の学校に支給されている Chrombook

はキーボードが本体に備わっている。2013 年

に実施した情報活用能力調査において、1 分

あたりの平均入力文字数が小学５年生では 5.

９文字、中学３年生では中学２年生でも 17.

２文字と、日常的には使えない速度となって

いる。これはパソコンルームに通うしかなか

った時代の調査結果だが、学校で日常的にタ

イピング練習ができれば速度向上はもちろん

期待できる。さらに GoogleWorkspace を使う

ことで作業効率は上がり、クラウドを使って

のファイルの共有も容易くなった。授業や特

別活動で児童が活用する場面も増えてきてい

る。その中で使いづらいのはカメラである。

本体は機種にもよるだろうがノートパソコン

として使えるため大きめで重みもしっかりあ

り、写真撮影に手間取る児童が多い。特に、

低学年は重そうに本体を持ち、時には落とし

てしまうことさえある。授業の中で考えを共

有したり、書類作成をするのは容易だが、気

軽に携帯したり、簡単に撮影したりできると

はいいがたい。また ChromeOS 端末はオンライ

ン環境下で使うことが前提である。カメラや

内蔵フォルダなどはオフラインで問題なく使

えるが、GoogleレンズやGoogleクラスルーム

など、主に学校現場で活用が見られる便利な

機能は使うことができない。学校でも家庭で

も、Wi-Fi 環境を整えることが必須である。 

（２）iPad 

 児童が iPad に触れる機会は少ないが、校務

用に私物を使っている教師は多い。授業用

iPad を独自で購入している学校もある。本体

は非常に軽く、持ち運びや写真撮影をするに

適している。また Apple 端末同士で使える

airdrop はインターネットを介さない便利な

ツールである。airdrop を使うために周辺機

器を Apple で揃える人も多いのではないだろ

うか。さらにブラウザではなくアプリを活用

するため、オフラインで使える場合も多い。

人気のノートアプリ Goodnote は、閲覧だけな

らインターネットは必要ない。実際、筆者の

私物 iPad は Wi-Fi モデルで、校内ではインタ

ーネットに接続していない。弱点として言え
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ば Apple 端末が他のそれと比べて高価だとい

うことである。またキーボードを接続すれば

iPad でキーボード入力することももちろんで

きるが、コンパクトな分やはり入力の使用感

はノートパソコンや Chromebook には劣る。 

 それぞれの端末の良さを生かす授業での使

い方を模索するため、iPad を一クラス分レン

タルし、学習場面に応じて２種類の端末を使

い分けた。 

 

３ 授業実践 
（１）授業の設定 

 図画工作科「もう一人の自分のお気に入り」

は、自分の写真を使ってさまざまな場所を小

さな自分のお気に入りの場所に作り変える造

形遊びである。普段何気なく過ごしたり見て

いた風景から、視点を変えることで気づかな

かった新しい発見をする楽しさや喜びを味わ

える。本来教科書に掲載されている題材名は

「『小さな自分』のお気に入り」である。今

回は iPad を使って様々な場所に自分が登場す

る１０秒程度の動画をつくる。「小さな自分」

だけでなく、撮影の仕方によっては「大きな

自分」を動画に登場させることもできるため、

題材名を「『もう一人』の自分のお気に入り」

に変更した。デジタル作品にすることで、ア

ナログでは不可能な表現の広がりがあるとい

うことの気づきが期待できる。 

（２）「iMovie」を利用したクロマキー合成

について 

 この教材は本来自分の写真とお気に入りの

場所の写真を印刷して用意し、のりで貼り付

けて作品を制作する。しかし今回は iPad の純

正アプリ「iMovie」を使って動画編集をし、

「もう一人の自分」がお気に入りの場所に登

場する動画を作成することとした。この教材

においての動画編集の大きなポイントはクロ

マキー合成である。クロマキー合成とは、色

の違いを利用して抜き取りたい被写体を別の

映像に埋め込む合成技法である。わかりやす

い事例は天気予報だろう。天気予報では、気

象予報士が予想結果や天気の映像をバックに

解説する。これは実際に気象予報士のバック

に映像があるのではなく、グリーンバック 

で撮影した「気象予報士」と「天気予報の映

像」、それぞれ別の映像をグリーンの部分の

み透過させるクロマキー合成によって重ね合

わせ、一つの映像にしているのである。 

図１ クロマキー合成の仕組み 

 

（２）授業の実際 

①導入 

 まず筆者が作成した作例を見せた。本棚の

上で本を選ぶ小さな自分、靴箱の間から顔を

出す大きな自分、２つの動画を見せたことで

授業の見通しを持つことができていた。クロ

マキー合成の仕組みもこの時に説明している。 

写真１ 作例① 

 
写真２ 作例② 

②考えを持つ Chromebook 

 初めにお気に入りの場所を決定するために

図工室内、廊下、中庭、玄関など、撮影して

回った。考えの共有をオクリンクでさせたか

ったため、第二次１〜２時で使ったのは子ど

も達が普段から使い慣れている Chrombook で

ある。 
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写真３ 第二次一時で使用したワークシート 

 

自分がいると楽しい場所の写真を挿入し、自

分がその場所にいるイメージがつきやすいよ

う、その上に自分を模した画像を貼り付ける。

これをオクリンクにて共有した。さらに、そ

の場所でどんなことをしているともっとおも

しろいかを考えさせた。その場所に合った体

の動きができるともっと面白くなるという考

えが生まれた。 

 

③作品制作 iPad 

 第二次３〜４時では iPad で撮影から出力ま

でを行った。撮影・編集・出力まで一台で行

うことができるのはタブレット端末の利点で

あると言える。動画制作には 

❶グリーンバックの前でポーズを撮っている

動画 

❷背景にしたい場所の動画や写真 

以上の２つが必要となる。 

❶はグリーンバックで撮らなければならず、

画角や撮影距離によってはグリーンバックか

ら手足がはみ出してしまう懸念があったため、

一人ずつ教師が撮影を行なった。❷は第二次

１時で撮影した場所を iPad にて再撮影する。

動画編集では先述の通り「iMovie」を使った。 

１．iMovie を起動し、新規プロジェクトを開

始・ムービーを作成。 

２．「メディア」から背景にする動画や写真

を選択し、＋ボタンでタイムラインに載せる。 

３．背景の動画や写真を選択しておき、「メ

ディア」からグリーンバックで撮った動画を

選択する。 

４．「グリーン/ブルースクリーン」を選択す

る。 

「グリーン/ブルースクリーン」を選択するだ

けで、グリーン（またはブルー）の部分が透

過され、背景に重ねられる。動画や画像のト

リミングや２つの素材の時間の長さを揃える

など、微調整は必要だが、やり方さえわかれ

ば動画の編集自体には 10分もかからない。 

（３）鑑賞・まとめ Chromebook 

 作品動画が完成後は 

❶airdrop で教師の iPad へ送信 

❷大型テレビで作品動画を視聴（鑑賞） 

❸教師の iPad から classroom にアップロード

された作品動画を、自分の Chromebook で視聴

（鑑賞） 

❹classroom か ら 自 分 の 動 画 を 自 分 の

Chromebook にダウンロード 

という流れで授業を終えた。自分のタイミン

グで見たい作品を見ることができるのは一人

一台端末の良いところである。 

 

４ 考察 
（１）授業の内容について 

 造形遊びでは、児童がつくる過程そのもの

を楽しむ中で「つくり、つくりかえ、つく

る」という学びの過程を経験する。想像した

ものをかく、使える物をつくるという絵や工

作とは違う。従って、通常造形遊びで「どん

な物をつくるか」という時間は取らない。今

回は研究授業のため工作や絵画などと同じよ

うに時間を取ったが、造形遊びであるなら必

要ない時間であった。グリーンバックの撮影

は初めてだったが、普段から YouTubeを見

慣れているからか、グリーンの背景が透過で

き、重ね合わせるようにできる動画の仕組み

はすぐに理解できていた。しかし、３年生の

発達段階で思いつくことを動画作品として再

現することは、実際の撮影・編集では難し

く、第二次１時で考えたアイディアを使わ

ず、単純に自分が手を振っている動画になっ

てしまっている児童もいた。この単元で児童

は iPadを活用したが、家庭で日常的に iPad
を使っている児童もいた。手軽に扱える iPad
だが、写真撮影・インターネット・ゲーム以

外の機能を使ったことがある児童はほとんど

いなかったため、編集作業には時間がかかっ

た。しかし、普段の図工の授業で時間のかか

る子、不器用で工作も絵も苦手という子が、

生き生きと授業に臨んでいたのが印象的だっ

た。それは、iPadが直感的に使うことができ

ることに合わせ簡単にクオリティの高い動画

をつくることのできるアプリの素晴らしさが

もたらしているのだろう。 

（２）それぞれの端末について 

 iPad での撮影は、ホーム画面にカメラアプ
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リがあることから起動・撮影に戸惑うことは

なかった。今回使った iMovie が外部アプリで

はなく、純正アプリという点も良い。様々な

アプリを試すために余計なストレージを使う

こともなければ邪魔な広告が入ることもなく、

安心して使うことができる。また Apple の純

正アプリには「GarageBand」という作曲アプ

リもある。タップやスワイプなどの指の操作

だけで音楽を作ることができる。iPad の良さ

はそんなクリエイティブな面であろう。実際

iPad だけでなく iMac や Macmini など、Apple

端末を使って作品制作をするクリエイターは

非常に多い。一方Chromebookでは今回iPadで

行なったようなクロマキー合成を使った動画

編集は今のところできない。外部アプリやブ

ラウザを使用すれば方法はあるかもしれない

が、iPad ほどの手軽さはないだろう。しかし

ながら、ノートパソコンとして使いやすく、

タブレットとして使うことができるのはやは

り Chrombook の利点である。タッチパッドの

ジェスチャー操作やショートカットキーを活

用すれば、タッチパネルを操作するより早く

正確に作業することができる。しかし、やは

り Chromebook では、クリエイティブな活動は

しづらいというのが現状である。（不可能で

はない。今年度図工室で Chromebook は全学年

必須である。）かといって iPad が導入される

こともないだろう。しかしながら、現段階で

導入されている物を使い続けることもないだ

ろう。タブレット端末は消耗品であるし、利

用者が扱いやすいよう、OS 自体もアップデー

トされていく。授業でノートとの併用や休み

時間の使い方など、頭を悩ませる日々である

が、使っていくうち、文房具の一つとして馴

染んでいくのではないだろうか。 

 

５ まとめ 

 筆者が日頃から様々な授業の動画を作った

り、授業のワークシートを作ったりするのは

iPad である。それは使いやすさはもちろん、

iPad のクリエイティブな面が筆者にとって魅

力的だからである。今回の授業で使ったクロ

マキー合成は、映像制作の現場ではポピュラ

ーな手法だ。近年の映画は喋る動物や魔法、

ファンタジーな背景など、本物と見間違うほ

どの合成技術が使われているが、ひと昔前ま

では素人目で見ても合成とわかるような単純

なクロマキー合成技術が使われていた。当時

はそれが最新の技術であり、合成のシーンに

はたくさんの時間も製作費もかかっているは

ずである。それが、今では小学生でも作れて

しまう。クロマキー合成だけではなく、様々

な楽器を一人で自由に使っての作曲、様々な

画材や色を使ってのイラストや絵画、見栄え

の良いポスターの作成、それが端末一台で行

える。小学生ができる。そんな時代がきたの

である。 

 

参考文献 

 

『教師が知らない「子どものスマホ・SNS」新

常識』 藤川大祐 

 

MM 総 研

https://www.m2ri.jp/release/detail.html?i

d=475 

 

ゼネラルアサヒ コラム 

https://www.generalasahi.co.jp/cd/movie/t

opics/chromakey/ 

 

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説

図画工作編 
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国際協働学習におけるオンラインコミュニケーションの充実 
のための教材開発について 

 
平本 美鈴・清水 和久（金沢星稜大学） 

 

国際協働学習において、児童がオンライン上でコミュニケーションを行う際に必要とされる、オ

ンラインコミュニケーション能力を育成するための教材を開発し、その教材の効果を児童の様子

やアンケート結果から検証した。結果、教材で事前にオンラインコミュニケーションについて学ん

だことによって、オンライン上で交流する際の工夫が見られ、交流が活性化している様子が見られ

た。 
 

 
オンラインコミュニケーションスキル 国際協働学習 教材開発  

 

１ はじめに 

 筆者は、昨年度実施された国際協働学習に参

加し、日本の児童と台湾の児童の交流の様子を

見学した際に、声が小さくて発表が聞こえなか

ったり、カメラの画角に顔が映らずに交流が終

了したりするなどの、オンライン上で交流して

いることが原因で、交流が活性化せずに終わっ

てしまった場面を多く見た。これらの原因とし

ては、日本の小学生には、オンラインコミュニ

ケーションについて学ぶ教材を視聴してもらっ

たが、台湾の小学生がオンラインコミュニケー

ションについて学ぶ教材がなかったことと、日

本の小学生も工夫は考えたものの、実践できた

ものが少なかったことの2つが考えられる。こ

のような、昨年度の結果を受け、筆者は日本の

小学生向けの教材の再開発とともに、台湾の小

学生向けの教材の開発を行う。 

 

２ 目的 

 児童のオンラインコミュニケーションスキル

を育成するための教材を 開発し、実際に活用し

てその効果を検証する。 

 

３ 研究の方法 

①良いオンラインコミュニケーションの定義を

明らかにする。 

②文献調査から、児童に必要とされるオンライ

ンコミュニケーションスキルを調査する。 

③日本および台湾の小学生向けに、オンライン

コミュニケーションスキルに関する教材を開発

し、その実践授業の参与観察を行う。 

④実際の交流を分析し、成果・改善点を挙げる。 

 

４ 研究の結果 

（１）児童に必要とされるオンラインコミュニ

ケーションスキルについて 

 児童に必要とされるオンラインコミュニケー

ションスキルについては、昨年度に筆者が感じ

た課題点および、矢野（2020）、野村（2020）、

片桐（2020）の著書にある、オンラインコミュ

ニケーションスキルをまとめ、以下のように、

設定した。 

 

表１ 「児童に身につけさせたいオンラインコミュニ

ケーションスキルの分類表」 

以上のスキルを身につけさせるための教材を

作成する上で、教材の効果を検証するため、こ

の教材によって目指す児童の姿は以下のように

設定した。 
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【目指す児童の姿】 
① 大きな声でハキハキと話している。 

② 相手の発言に対して反応している。 

③ 発表の内容が相手に伝わるように工夫し

ている。 

④ 相手に伝わるようにフリップなどを見せ

ている。 

⑤ 質問をし返したり、質問を求めたりするな

ど、話をつなげている。 

⑥ 自分の感情を身振り手振りや表情から伝

えている。 

 

（２）教材について 

本研究の教材では、以下のような動画教材を作

成した。 

図 3「筆者が作成した動画教材について」 

↓動画教材のQRコード 

 

動画の項目は以下の 6 項目とし、1 から 5 は、

動画の主人公のどこを改善したら良いかを見つ

けるBadモデル、6については、Aと Bのどちら

の交流が良い交流かを考える選択式モデルで作

成した。 

 

また、交流先の台湾の小学生用に作成した動

画教材についても、ここで述べておく。動画教

材は、日本語で会話している動画に、以下の図

のように字幕を挿入した。 

図４「筆者が作成した台湾版の動画教材について」 

 

字幕を作成するにあたって、日本語から中国語

（繁体）に変換する際に、表現の違いが出ると、

教材の効果が縮小してしまうと考えた。そのた

め、台湾の S小学校の校長先生に協力を仰ぎ、

より児童に教材のねらいが伝わるように表現方

法の修正を何度も繰り返した。 

 

（３）動画教材を使った授業の参与観察の分析

について 

①授業での児童の様子 

児童は、動画教材であることから、最初から興

味をひかれている様子だった。また、教材の項

目については、筆者が着目してほしいと考えて

いた視点が話し合いの場でみられた。 

②ワークシートの分析 

 授業を行うにあたって、動画教材用のワーク

シートを作成した。そのワークシートを分析し、

児童が、交流を行うにあたって大切にしたい項

目は以下のようになった。 

 

表 2「日本の小学生が実際の交流で大切にしたいと

考えた項目」 

 

【教材の項目】 

1話し方について 4情報の見せ方について 

2聞き方について 5話のつなげ方について 

3 内容について  6 気持ちの伝え方につい
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表 3「台湾の小学生が実際の交流で大切にしたいと

考えた項目」 

 日本の小学生は、授業時間の関係上、6 項目

全てを視聴することは難しかったため、上の表

の通り、4項目のみとなっている。 

 

（４）交流の様子の分析について 

 交流の分析結果は以下のようにまとめられ

た。 

表 4「日本の小学生の行動からわかる教材の効果」 

日本の児童については、上記のように、教材

の効果を感じる行動が多く見られた。特に、ア

ニメや地域のことを紹介する際には、必ずイラ

ストや写真を用いて説明しており、台湾の小学

生も頷きながら交流を進められていた。また、

台湾の小学生の話や質問に対して、「Nice」や

「Good」など、さまざまなバリエーションの反

応をしていた。また、食べ物の会話をしている

ということを理解して、「yummy」と反応したり

している児童もみられた。非言語に関しても、

手を振ったり相手の方を指したりして、交流で

きていた。このように、オンラインコミュニケ

ーションについての授業で学習した項目につい

ては、積極的に自ら実践している児童が非常に

多かった。また、困っている児童に手を差し伸

べるような行動も多数見受けられ、グループで

協力しながら交流をより良くしようとする姿勢

がみられた。このような様子から、教材の効果

は十分に発揮できていたと考えられる。 

表 5「台湾の小学生の行動からわかる教材の効果」 

台湾の小学生は、「声の大きさ」「反応」「事

前準備」に関しては多くの児童が実践できてい

た。しかし、事前に用意したフリップがカメラ

の画角に入っていなかったり、話をつなげる児

童が非常に少なかった。よって、特にこの2つ

の項目については、より深く分析・考察を行っ

ていくこととした。 

①情報の見せ方についての分析・考察 
フリップがカメラに見せられていなかった原

因として、フリップの後ろに原稿が貼ってあっ

たことが原因と考えられる。原稿を読もうとし

て下を向くとフリップも下を向いてしまい、カ

メラにフリップが映らなかったと分析する。し

かし、以下の写真のように、フリップが下を向

いてしまっていることに気がついて直してあげ

ている児童の姿も見受けられた。このことから、

筆者は、パソコンの画面だけでなく、その画面

を大型テレビに映し出したりすることで、児童

が自分の姿を客観視する機会を作り出すことが

必要であり、児童が発表の様子を客観的に認識

する手段が足りなかったのではないかと考察し

た。 

図 5「交流の様子」 

②話のつなげ方についての分析・考察 
話をつなげる発言が、見られなかった原因と

しては、日本の小学生のリーダーシップが非常

に高かったこと、そして台湾の教師の介入が多

かったことが挙げられる。交流の様子を見てい
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ると、日本の小学生が率先して自己紹介を始め

たり、質問をしたりしていた。また、日本の小

学生が「Do you have any question?」と台湾の

小学生に質問を求めても、台湾の教師が質問し

返したりしていて、台湾の小学生が話をつなげ

る場面がなかった。これらの様子から、台湾の

小学生が話をつなげる機会がなかったと考察す

る。このようなことから、Badモデルではなく、

話をつなげなくてはいけない場面を教材の中で

多く設け、このような場合にはどんなふうに話

をつなげれば良いのか考えさせる項目を作成す

る必要があると考えた。また、台湾で教材を実

践してもらう際には、まず台湾の教師に指導案

やワークシートなどの他に、教材のねらいを理

解してもらうための資料を追加することで、よ

り良いサポートが得られるのではないかと考え

た。 
交流の分析･考察をまとめると､日本の小学生

には､現在作成した教材は大いに有効であった

ということが明らかとなった｡一方､台湾の小学

生には､｢話し方について｣｢聞き方について｣｢内

容について｣｢気持ちの伝え方について｣の項目

に関しては教材の効果は見られたが､｢情報の見

せ方について｣｢話のつなげ方について｣の 2 項

目に関しては教材の効果は十分ではなかったと

いうことが明らかとなった。 

 

５ 研究の成果と課題 

 また、実際に交流を行ってみて、「話し方に

ついて」「聞き方について」「内容について」

「気持ちの伝え方について」の 4項目に関して

は、両国の実践できた児童数も多かったため、

両国ともに、教材の効果が十分に発揮できたの

ではないかと考える。しかし、特に台湾の小学

生向けの教材には、Bad モデルではなく、話を

つなげなくてはいけない場面を教材の中で多く

設け、このような場合にはどんなふうに話をつ

なげれば良いのか考えさせる項目を作成する必

要があるということが明らかとなった。 

 

【参考文献・資料】 

・野村絵理奈（2020） 

「オンラインで伝える力」、株式会社ポプラ社 

・矢野香（2020） 

「オンラインでの『伝え方』ココが違います！」、

株式会社すばる舎 

・片桐あい（2020） 

「オンラインコミュニケーション 35の魔法」、

株式会社自由国民社 

・A.マレービアン著・西田司[ほか]共訳（1986） 

「非言語コミュニケーション」、聖文社 

・清水和久、絈野理子（2023） 

「国際協働学習における主体的オンラインコミ

ュニケーションスキルの育成」 

金沢星稜大学人間科学研究 第 17巻 1号 
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地図リテラシーを身に付ける高等学校「地理総合」の単元開発 
 

主題図の読解力・表現力向上を促す授業デザイン 
 

 山崎 彩花(富山大学大学院教職実践開発研究科) 
 黒田 卓(富山大学大学院教職実践開発研究科) 

       

新学習指導要領にて必修化された高等学校「地理総合」は以前の高校地理に比べより知識活用

や協働性、対話的な活動が求められる科目となっている。本稿では大項目 A「地図や地理情報シス
テムで捉える現代世界」において批判的に主題図から情報を読み取り、表現することができる単

元開発を検討した。恣意的な地図を踏まえた情報活用のためにどのような授業デザインが望まし

いかを考察している。 
 

地図リテラシー  批判的思考  地理総合  主題図  協働的な学び 

 

１ はじめに 

 地理歴史科高等学校学習指導要領（平成30年

告示）解説によると、従来の学習の課題として

「課題を追究したり解決したりする活動を取り

入れた授業が十分に行われていない」(p.6)を取

り上げ、対する策として「知識や思考力等を基

盤として(中略)持続可能な社会づくりの観点か

ら地球規模の諸課題や地域課題を解決しようと

する態度」(p.6)などの育成を求めている。特に

知識及び技能については、「単に理解している

か、できるかだけでなく、それらを生きて働か

せてどう使うか」(p.8)という点が強く主張され

ている。従来の高校地理A・Bでは課題解決型の

実践が不十分だったとされており、「知識理解」

から「知識活用・課題解決」的な学習がより重

要視されるようになっている。 

2 批判的思考力を培う地図教育 

 地図を批判的にみる学習として、渡辺(2006)

の実践が挙げられる。小学校社会科における正

論・常識・自明とされているものの虚構性を暴

き出す作業＝「批判的思考」を保障する授業デ

ザインの提案である。作成者側の意図を考察す

る発問から、地図には作成者らの思惑や価値観

を当然のことかのように伝える役割があること

を確認させている。池野(2004)の事例をもとに、

地図善意構成論に気づかせる批判的思考を培う

アプローチを検討している。 

 池野の単元開発では、現状の思考を客観的に

理解するために地図写像論(地図は客観的で正

しい情報を提示している考え方)を確認し、次に

新しい見方として地図構造論(地図がすべての

情報を示したものではない考え方)に出会うこ

とで中立的な立場から二つの地図の見方を考え

ることができている。しかし渡辺はこの実践に

対し、地図が主観的に構成されたものであるこ

とは伝えることができているが、地図善意構成

論(地図が作成者の善意のもとで作られている

考え方)に基づいており、地図の持つ権力作用

(イデオロギー)への着目が全くないと指摘して

いる。地図作成者側にとっての都合からなる意

図や思惑に焦点を当てていないことが課題であ

る。確かに前提として「読み手のために」とい

う視点に固定されていることから、「メディア

の持つ支配性を理解する」というクリティカル

な思考にはたどり着いていない懸念がある。地

図には価値正当化としての側面を持つことを気

づかせる必要があり、隠された思惑や価値観を

探ることが重要だと感じることができる授業デ

ザインが求められる。 

3 地図リテラシーを身に付けるための

授業デザイン 

 「地図リテラシー」の解釈は多岐にわたるが、 

本研究では「地図が持つ恣意性(作り手にとって

都合のいい表現である可能性)を理解して批判

的に地図を読み解き、適切に地図表現ができる

力」と定義したい。主題図を教材とした単元開
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発を行いたい。 

単元を３つの手順に分けて生徒主体の授業デ

ザインとする。「①適切に主題図を読解する」

「②自身で任意の地理情報を主題図に表現す

る」「③他者の作製した主題図に対して批判的

に読解し、意見を述べる」３時間構成で行いた

い。新学習指導要領で挙げられている、３つの

目指す資質・能力「知識及び技能」「思考力,判

断力,表現力等」「学びに向かう力,人間性等」

の３つを主題図に対するリテラシーとして照ら

し合わせている。①から③まで４人グループで

行う。①では主題図の特性を学習し、どのよう

な表現でどのような錯覚が生じるのかを理解す

る。いくつか例として主題図を提示し、提示し

た主題図からどのような情報を読み取ることが

できるか、グループで分析させる。このとき、

地図に恣意性がある場合を認識させるため、表

現が不適切な例をいくつか提示する。②では身

近な地域の防災を意識した主題図を作成させ

る。使用するツールはオープンデータをGoogle 

Map マイマップに KML ファイルを挿入し、グー

グルアカウントを用いて生徒同士で共有するこ

とを検討している。③では各々で作成した主題

図をグループごとに発表し、「何を伝えたいの

か」「どんな情報を受け取ったか」を、ワーク

シートを使用し分析する時間にしたい。③の対

話的に学ぶフェーズでいかに批判的思考を働か

せ、地図を捉えることができるかが重要となる。 

４ 教材設定 

②の思考整理段階として、IMC(Imaginary 

Mapping Chart)を活用したい。空間的課題解決

チャートである。「何を目的に主題図を作成す

るのか」を明確にすることができる。地理空間

情報を利用するための思考過程をトレーニング

する、または複数の参画者の意見を反映し、主

題図を作成する支援ツールとして開発されたチ

ャートである。自治体の現場において効率化・

高度化のための地理空間情報・GIS の活用を多

くの実務者が議論する中で生まれた。主題図を

作成するまでの計画を立てることで地図作成の

意図を把握しやすくなる。 

図表 1 浦川らによる IMC の例 

(例) １班 

目的 

小学校区単位で不審者出

没数の傾向を見て、自治

強化の方針を立てる 

背景図 住宅地図 

レイヤー１ 不審者情報 

レイヤー２ 小学校区 

テキスト情報   

処理、組み合わせ方等 
箇所数を 

面で集計 

アウトプットイメージ   

主題図名 
小学校区別不審者出没状

況図 

 

５ 評価方法 

 生徒が③の段階でグループ同士の相互評価

を行う。教師は生徒同士が主題図を評価しあう

ためのルーブリックを提示し、他のグループが

評価観点を満たしているか否かを意見交換し

ながら評価表に記入する。ルーブリックがある

ことで、他のグループの作品に対して「何を」

「どのように」評価したら良いのかを示すこと

ができる。また、生徒同士の評価がその記述や

評価内容を踏まえて教師が生徒への評価を行

う。 

６ 参考文献 

地理歴史編高等学校学習指導要領（平成 30 年

告示）解説pp. 35-38、44-45、50  

池野範男・竹中伸夫・田中伸・二階堂年恵・川

上秀和「小学校社会科における見方・考え方の

育成方略-単元(2004)「地図とはどのようなもの

でしょうか？地図について考えてみよう！」を

事例として-」広島大学大学院教育学研究科紀

要,第二部,第 53号,p79-88 

浦川豪・島崎彦人・古屋貴司・桐村享・星田侑

久(2015) 「GISを使った主題図作成講座-地域

情報をまとめる・伝える-」古今書院 
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生成 AI これからの活用方法 
 

―小学校で使えそうな基本的な考え方― 
 

角納 裕信（金沢市立大徳小学校） 
       

教育界においても「生成 AI」の使用に関して、様々に議論されているところである。ただ、由も

悪しきも、GIGA スクール構想のようにやってみないとわからないことがある。文科省からは、研究

校でもない小学校において活用するのは、時期尚早であるという見解である。しかし、経済界から、

海外、特に台湾からは、積極的に活用すべきである、とのことである。今回は、まずは、そろそろと

許される範囲において児童と共に使用してみて、その所感と今後の展望について述べていく。 
 

 
生成 AI  Copilot  ChatGPT  Perplexity.ai 相談相手  

 

１ はじめに 

 ChatGPT等の「生成 AI」の活用について、教

育現場では、どのように扱っていくべきかの議

論が盛んである。私の考えとしては、使用に関

しての危険性や失うもの等に十分注意を払いな

がら、使わせていくべきであると思う。なぜな

ら、使わなければ使わないだけ、他と後れを取

ってしまうことは必至であるからである。 

２ 目的 

 小学校教育において生成 AI を活用する目的

は、情報技術を学習や日常生活で有効に活用で

きる力を育てることである。生成 AI の性質やメ

リット・デメリットを理解させ、児童が新たな

情報技術を使いこなす力を養うことを目指して

いく。 

３ 研究の方法 

 研究の方法といっても、人事が終わってから

でないと、イメージしにくいので、概要にとど

めておく。まずは、目的を明確にしておく。上

記したように、児童が新たな情報技術を使いこ

なす力を養うことを目指している。例えば、児

童の創造性や問題解決能力の向上、情報技術ス

キルの育成、自己評価などを想定している。 

次に、アンケート調査を実施するための設計

を行う。対象は、人事が終わってからでないと

決定できない。 

質問項目を設定する。例えば、「生成 AI を使

った課題は使わなかったときと比べて、どうで

したか？」の後、いくつか選択肢を準備し、選

ぶ選択肢と記述を用意しておく。また、「生成

AI を使わない場合と比べて、課題を解くのにど

れくらい時間がかかりましたか？」等、使用し

なかった場合と比べての効率についての項目も

入れていきたい。それには、使用しなかった場

合と比較しての尺度も５段階で決めておく。 

その後、研究結果に基づいて、生成 AI の小学

校現場での活用についての結論を導き出す。 

４ 現在までの実践等 

 令和５年７月から、現在受け持っている理科

５，６年生において、「夏休みの自由研究での

生成 AIの活用」について、児童と共に生成 AI

の活用について進めていった。 

 図表１；指導者である教師を通してのやり取り（一斉指導） 

令和５年７月４日付で、文科省から生成 AI の

取り扱いに関するガイドラインが出された。そ

の内容に関しては、割愛する。その後、県から 

ガイドラインが出された。そのガイドライン

は、まだ積極的に使わせていく、という方向で

はなく、むしろ、児童には、まだ早い、という
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図表２；個人で AI にアクセスするが教師からも同様にアクセスする

ことであった。その様なことを言っていては、

波に乗り遅れてしまう。緩やかに解釈して、「指

導者の下で、適切に使わせる」で指導した。 

 生成 AI 使用の前後で、アンケートを取り、

集計した。そこから見えてきたのは、児童にと

って生成 AI は積極的に使っていきたい反面、

「自ら考える力」が奪われるのではないか、悪

用する人が出てくるのではないか、という事が

心配なのだ、という事が分かった。指導に際し

ては、AIに打ち込む「プロンプト」を書くこと

が難しい、という事であった。 

 であるから、集団指導の場であっても、個別

指導の場であっても、常に教師が媒介となっ

て、いわば「プロンプトづくり」を指導してい

くことにしたのである。 

５ これからの課題 

 以上の事を「青森大会」で発表したところ、

AI を活用していくためには、「AI の回答の真

偽をどのように判断していくか。」という事が

課題である、と教えていただいた。児童に指導

していく際に、気を付けたり、考えさせていか

ねばならぬこと、配慮していかねばならぬこと

を、記述していく。 

（１）生成AIの活用方法 

① 情報モラル教育 

生成 AI を用いて、意図的に誤りを含む回

答を生成することで、生徒に AI の性質や限

界を理解させる。 

② 言語学習 

生成 AI を英会話の相手として活用し、自

然な英語表現への改善を目指す。 

③ 検索としてではなく、対話していく 

  子ども達に、「Google 先生に検索して聞く

のと、AIに聞くのとは、何が違いますか？」と

聞いた。すると、「AIは、話すように問うこと

が出来る。」と言ってくれた。―わかっている。

確かに AI の良いところは、「対話」できるこ

とにある。だからこそ、夜中の２時に、自殺を

思いとどまらせる対話が出来たり、誰にも、恥

ずかしくて聞くことが出来ないことも、内緒で

AIに聞くことが出来たり、自分の趣味に、とこ

とん付き合ってくれたり、そして褒めてまでく

れたり、してくれる。Google 先生は、あくまで

誰かが書いたページまで案内してくれるだけ

である。また、AI は、対話できても感情がな

い、というけれど、AIが知りうる範囲（ネット

から情報収集できる範囲）で余計な気を遣わ

ず、ずばり教えてくれるので、相談しやすい。 

（２）指導上の注意点 

① 真偽判断の難しさ 

生成 AI の回答は誤りを含むことがあるた

め、児童に真偽判断のスキルを身につけさせる

必要がある。 

② 情報保護とプライバシー 

生成 AI に入力した個人情報が外部に利用され

る可能性があるため、注意が必要である。また、 

著作権侵害にならないように注意し、他人の著

作物との類似性を避けるよう指導する必要が

ある。 

これからは、要するに、身近に、安価で、い

つでもどこでも、適切なアドバイスをくれる生

成 AI は、使い倒してから、問題点を出し合っ

てもいいと思うのである。まずは、使って役立

ててみないとわからないのである。 

「やってみなはれ、やらなわからしまへんで。」

である。 

 

参考文献 

・教師の仕事が AI で変わる！さる先生の

ChatGPT の教科書 坂本良晶 学陽書房 

 

・教育科学 社会科教育 №779March2024.3 

 今すぐ使いたくなる！社会科 ICT＆AI 活用

アイデア 明治図書 
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AI との関わり方や活用方法を考える学習に関する研究 
 

―小学校総合的な学習の時間における教材や活動内容の検討― 
 

   津田 知也(富山大学教職実践開発研究科) 
   長谷川 春生(富山大学教職実践開発研究科) 

       
AI が社会に普及し始めている中で、AI を活用することのできる力を育成することが求められて

いる。そのため、学校現場では AI に関する授業実践が徐々に始まっている。しかし、これらのよ
うな事例でその効果を詳細に分析した例は少ない。本研究では、AI の中でも急速に普及している生
成 AI について、小学校段階を対象にその仕組み、利便性・リスク、留意点やより良い回答を引き
出すための生成 AI との対話スキル、ファクトチェックの方法等を理解できる授業を開発する。こ
の授業を通して、学習者は生成 AI との関わり方や活用方法を考える。本研究で開発した授業によ
って、子どもの AIに対する理解度や意欲がどの程度向上するのかを明らかにしたいと考える。 

 
小学校 授業実践 情報活用能力 AI 生成 AI 総合的な学習の時間 

 

１ はじめに 

 

(1)生成 AI の普及と求められる力 

 総務省（2016）の ICT の進化が雇用と働き方

に及ぼす影響に関する調査研究報告書では、

「人工知能（AI）は、技術水準が向上しつつあ

るのみならず、既に様々な商品・サービスに

組み込まれて広く利活用されている」と述べ

られている[1]。また、日常生活に浸透する人工

知能の例として、インターネットの検索エン

ジン、スマートフォンの音声応答アプリケー

ションであるアップル開発の「Siri」、各社の

掃除ロボットなどを挙げている[2]。さらに、

「ペッパー（Pepper）」のように、人工知能

（AI）を搭載した人型ロボットも実用化されて

いるとしている[3]。このように現代は、社会生

活と AI がますます切り離せない環境になって

いくと考えられる。 

 そのような時代にあって、内閣府(2022)の

AI に関する暫定的な論点整理（要旨）では、

AI の利用について「幅広い世代が生成 AI の恩

恵を享受できるよう、スキル・リテラシーを

身に付けることが大切」と示している[4]。文部

科学省(2023)の令和 5 年版科学技術・イノベー

ション白書では、AI 等の革新的な技術による

産業構造改革を促す人材を育成することの必

要性が示されている[5]。また、総務省(2023)の

令和5年度版情報通信白書では、「AI等の利便

性を享受できるよう、AI 等を適正に利活用で

きるスキル・リテラシーを身につける必要が

ある。」と示されている[6]。日本では、AI を

活用することで生活を豊かにするためのスキ

ル・リテラシーを意識した人材育成が求めら

れていると考えられる。  

   

(2)教育現場での生成AIの捉え 

 文部科学省（2017）の小学校学習指導要領

（平成 29 年告示）解説総則編でも、「絶え間

ない技術革新によって人工知能(AI)が飛躍的に

進化し、雇用の在り方や学校において獲得す

る知識の意味に大きな変化をもたらす」との

予測が示されている[7]。文部科学省（2017）

は、小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解

説総則編において総則改正の要点として、

「情報活用能力」を学習の基盤となる資質・

能力と位置付けている[8]。また、「情報技術を

手段として学習や日常生活に活用できるよう

にしていくことも重要となる」としている[9]。

文部科学省が 2023 年に公表した「初等中等教

育段階における生成 AI の利用に関する暫定的

なガイドライン」では、「新たな情報技術で

あり、多くの社会人が生産性の向上に活用し
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ている生成 AI が、どのようなしくみで動いて

いるかという理解や、どのように学びに活か

していくかという視点、近い将来使いこなす

ための力を意識的に育てていく姿勢は重要で

ある」と示している[10]。つまり、新たな情報

技術の 1 つである AI が社会に大きな影響を与

えることが予測されている現在、児童は今後

AI 技術を学習や生活で活用することができる

資質・能力を身につける必要性があると考え

られる。以上を踏まえると、AI を活用するこ

とができるような人材育成のために、AI につ

いて理解、活用の仕方を考えることができる

ような情報活用能力を育む授業が求められて

いる。幅広い世代が生成 AI の恩恵を享受でき

るようにするためには、小学校段階から生成

AI に関する授業を行うことが望ましいと考え

る。 

 

(3)教育現場での実践 

 OpenAI社の開発したChatGPTに注目が集まっ

たことなどもあり、教育現場で生成AIや AIそ

のものについて考えさせる授業が始まってい

る。 加納・安達(2022)は 小学校第3学年を対

象に AI コミュニケーションロボット Pakmi と

の対話のワークショップを実施した。その結

果、「AI ロボットが友達のようにそばにいる

ことを期待している」一方で、「一緒に仕事

をしたり直接かかわる相手としての AI ロボッ

トへの期待は低い」ことが報告されている
[11]。また、磯部(2021)は小学第6学年を対象に

AIエンジンを搭載したRoBoHoN及びブロックプ

ログラミングツールであるロブリックを用い

てAI プログラ ムを作成し、RoBoHoNと対話を

試みたり、物を見分けさせたりする授業を行

った。その結果、「 AI 技術への興味・ 関心

を高める上での効果があった」と報告してい

る[12]。大久保ほか(2022)は、小学校6学年を対

象とした総合的な学習の時間は人工知能の画

像認識について理解する学習を開発し、児童

の AI に対する理解や意識の変容から授業を評

価する実践を行った。画像認識の仕組みにつ

いて体験的に理解する学習と身近な問題解決

に AI の活用をする学習が実施された。その結

果、「開発した学習プログラムによって，AI 

に対する理解を促し，ポジティブなイメージ

を変容させ，AI の活用意欲を高める」ことが

報告された。これらのことから、AI とコミュ

ニケーションで関わるのみでは学習や仕事へ

の活用へ意識が向きにくいが、人工知能によ

る画像認識やプログラミングの作成を体験す

ることにより仕組み理解が深まり、AI に対し

興味関心が高まることで積極的に活用する姿

勢が育まれると考えられる[13]。  

 鈴木(2023)は、小学校第 4学年を対象に道徳

や図工、国語、社会で子供に考えを持たせた

後、生成 AI に意見を聞く授業を実践した。そ

の結果、「学習がより早く深く進められるよ

うになった」ことと「子どもが自分の意見を

積極的に主張できるようになった」ことを実

感として挙げている。また、子どもに行った

アンケートでは、AI についてのイメージは

「作業が速い」「多くの情報を持っている」

に続いて「できることとできないことがあ

る」という回答が多くなったことを報告して

いる[14] 。中根(2023)は、小学校 6 年生を対象

に画像生成 AI を活用した図画工作科の鑑賞授

業を行った。その結果、「子供たちが意欲

的」に取り組むことのできる「自己肯定感を

高めるツールになる」と述べている[15]。これ

らのことから学習をする上で、生成 AI を活用

することにより児童生徒は自己肯定感が高め

られ、意見を積極的に主張できるようになる

と考える。また、生成 AIを利用する中でAIに

ついてのメリット・デメリットを理解できる

と考える。 

 しかし、これらのような事例でその効果を

詳細に分析した例を見つけることは難しい。

子どもが生成 AI を活用した授業によって、

「子どもが生成 AI とどのように関わっていく

かを考えることができたか」「子どもの生成

AI に対する意欲・関心は上がっているか」を

考察したものは管見の限りない。今後 AI に関

する学習の効果と系統性を考えるには、小学

校を対象とした AI に関する学習を実施し、そ
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の効果を多面的に検討する必要があると考え

る。文部科学省の示す「初等中等教育段階に

おける生成 AI の利用に関する暫定的なガイド

ライン」では、生成 AI を学ぶ段階を 4 つ示し

ており、①生成 AI 時代を学ぶ段階、②使い方

を学ぶ段階、③各教科等の学びにおいて積極

的に用いる段階、④日常使いする段階[16]のう

ち筆者らは、①と②の段階の単元を開発した

いと考えた。AI の活用にはそれに関わる段階

があるとされており、今までの小学校段階で

は①と②の段階を行うものが多く、小学校の

発達段階においては①と②を行うことが適し

ていると思われる。教科の学び以前の段階で

も子どもが社会で生成 AI を活用する意欲を高

めることができると考えた。 

 

２ 目的 

 

学習者が生成AI等のAIがどのような仕組み

で動いているか体験し理解できる単元を開発

し、子ども自身がどのように関わり、どのよ

うに生かすかを考えることができる資質能力

を育むことができるのかを明らかにする。 

 

3 授業実践の概要と評価方法 

 

（1）授業実践の時期と時数 

授業実践の時期は、2024 年度前半を予定   

している。授業時数は5時間を計画している   

(表 1)。 

 

（2）対象児童及び授業者 

本単元は小学校高学年児童を対象とす

る。授業は対象校の教員にしていただく予

定である。 

 

（3）評価方法 

評価は、以下の4つの観点から実施する予  

定である。①②は、5件法による調査で回答  

を求める。とてもそう思う（5）、まあまあ 

そう思う（4）、どちらとも言えない

（3）、あまり思わない（2）、全然思わない

（1）から当てはまる物を選択するものとす   

る。 

 

① 「活用される生成AIの基礎基本」 

1 時の児童の生成 AI の体験を記述さ

せ、 その結果を分類し、生成 AI の性質

やメリット・デメリットを理解できた

か、この体験が次の「Teachable Machine 

表1　指導計画

時 主な学習活動

5
「生成ＡＩとの関わり方」
・前時までの学習に加えて、生成ＡＩが活用されている様子を紹介するビデオを視聴すること通し
て、今後の自分たちと生成ＡＩの関わり方について考える。

1

「活用される生成ＡＩの基礎基本」
・授業者が生成AIを使って出力した人名など誤った情報をみることで、学習者が情報の真偽を確
かめるような使い方等 について理解する。

・生成AIの性質の性質を理解しメリットがある一方で、個人情報の流出、著作権侵害のリスク、

偽情報の拡散などデメリットがあることを理解する。
・学習者が Copilotなどに入力することで・文章生成や画像生成が可能な生成AIを体験し、対話
スキルより良い回答を引き出すためのプロンプトなど使い方を考える。

2～4

「Teachable Machineを用いたAI理解」
・ 「Teachable Machine」を用いて、画像及び音声自動判別システムを作成し、AIの仕組みにつ
いて体験する。
・AIをどのように学校生活の中で活かすことができるか考え、作成した画像や音声判別システム
を「Scratch3」と連携させてアイデアを実現し他者へ表現する。
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を用いたAI理解」でのAIの仕組みを体験す   

る活動への動機づけになるかについて分析

する。 

 

② 「Teachable Machineを用いたAI理解」  

 2-4 時の Teachable Machine を用いた AI

の仕組みを体験する活動において、児童が

調べた内容や考えたことを分析し、AI の仕

組みや身近な物に AI が組み込まれているこ

とによる家庭生活の変化等について理解が

深まったかについて分析する。 

 

③ 「生成 AIとの関わり」 

5時の生成 AIと自分たちとの関わり方を  

考える活動における発言内容や、学習中の 

記述内容などを分析する。 

 

④ 単元全体を通した意識の変化 

生成 AIの活用等に関する意識について 5 

件法により事後の調査を行い、その結果を  

分析する。 

 

4 おわりに 

 

 上述の通り授業を実践し、授業後に生成 AI

に対する子どもの意欲の変化や理解度につい

て分析・検討する。それにより、より効果の

高い生成 AI についての授業が提案できると考

える。 

 小学生が生成 AI について学習する実践や直

接生成 AI を操作する実践は、非常に少ない。

また、一人一台端末を活用して授業の実践例

としても扱うことができるようなものにした

い。 
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統計的な問題解決活動を取り入れた「データの活用」の実践の検討 
 

田向 海裕（石川県立内灘高等学校） 
 

大学入試センターが公表した情報Ⅰの試作問題では、「データの活用」が 100 点満点中の 25 点を占

めており、これまで以上に「データの活用」の学びが求められることがわかる。本実践では、筆者が

心がけてきた「興味関心を抱く課題」を設定し、「統計的探究プロセス」ではなく「探究的な学習の過

程」に沿った「データの活用」の授業を行った。その成果から、今後の授業実践に関する示唆を行う。 

 

データの活用 興味関心を抱く課題 統計的探究プロセス ICT活用 探究的な学習の過程  

 

Ⅰ はじめに 

１．「情報Ⅰ」での「データの活用」の位置づけ 

高等学校の情報教育は、新しい学習指導要領

と大学入学共通テストの導入により、大きな変

化をしている。「情報Ⅰ」はすべての高校生が

学び、その内容は幅広いものとなっている。特

に「データの活用」分野は、大学入試センター

による令和７年度試験の問題作成の方向性の試

作問題によると 100 点満点中の 25 点を占めて

おり、これまでの情報教育よりも「データの活

用」の学びが求められることがわかる。 

２．学習指導要領における「データの活用」 

 高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

では「データの活用」について、「データを表現、

蓄積するための表し方と、データを収集、整理、

分析する方法について理解し技能を身に付ける

こと。」「データの収集、整理、分析及び結果の

表現の方法を適切に選択し、実行し、評価し改善

すること。」とあり、統計的な問題解決活動が重

要視されているとわかる。その上で、青木(2022)

は統計的探究プロセスの１つである PPDAC サイ

クルを取り入れた授業を考案し、多面的・批判的

に解釈し判断する力やデータを活用しようとす

る態度の育成に効果があると示した。一方で、三

井寺（2020）は教員が統計的探究プロセスを取り

入れた指導をすることに不安感・負担感をもっ

ていると指摘しており、統計的探究プロセスを

授業に取り入れることに一定の難しさを抱えて

いるとわかる。 

３．探究的な学習の過程との類似 

先述の学習指導要領解説にある「データの収

集」「整理・分析」「結果の表現」それぞれの 

 

 

 

 

 

 

図１ 学習過程における学習活動、学習形態の イメージ 

 

学習活動を個別ではなく、組み合わせによる学

習過程と考えると、総合的な学習の時間に示さ

れる「探究的な学習の過程」(文部科学省 2017)

と類似していると考えた。高橋ら(2021)は「探究

的な学習の過程」について、PC を活用すること

で各段階の質が向上し、探究的な活動全体の充

実が図られるとした（図１）。また学習活動の質

の向上に寄与させることから、授業づくりが行

いやすくなると示している。  

４．本実践での取り組み 

「データの活用」の目標を達成するために、統計

的探究プロセスに代えて、高橋ら（2021）が示す

PCを活用した「情報の収集」「整理・分析」「ま

とめ」「発表」のサイクル、（本論文上では『ICT

活用を含む探究的な学習の過程(仮称)』とする）

を授業に取り入れた授業を実践する。その成果を

示すことで、今まで教員が抱えていた「統計的探

究プロセス」を授業に取り入れる不安感・負担感

が少しでも軽くなるきっかけを作りたい。 

Ⅱ 本実践の目的 

「データの分析」分野において『ICT活用を含む

探究的な学習の過程』を取り入れた授業を行い、

そこで得た生徒の学びの結果から統計的な問題

解決活動を含む授業の提案を行う。 
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Ⅲ 授業の実践 

１．授業内容の設定 

筆者が授業を受け持つ１年生のうち、２学級

計 31 名を対象とした授業である。 

実践での学習内容、主題、実施日は以下。 

・４章 目的に合わせたデータの活用13/12時間 

・主題 ２つの数量にどのような関係があるか 

～「相関係数」をもとに説明しよう～ 

・実施日 2023年 11月 20日 

２．実践について 

（１）実践の概要 

授業を担当している生徒は、簡単な内容でも

その表現方法や解答に自信を持てない生徒もい

るが、全体的には授業での発言は積極的で、生徒

同士のやりとりの中から問題解決へむかうこと

ができる生徒たちである。一方で、一部の生徒は

数学科の「データの活用」にも苦手意識を持って

いた。そのため、まずは「興味関心を抱く課題の

設定」を重視する必要があった。筆者は現在の勤

務校で指導を行う上で「興味関心を抱く課題」を

心がけており、生徒が実習活動の取り組みの質

を高め、授業内容そのもののイメージをより明

確にすることに効果的であったと示している

（田向2019）。本実践では、『ICT活用を含む探

究的な学習の過程』を取り入れる前に、生徒一人

ひとりが課題に対して「興味関心を抱くこと」を

狙った導入を行う。「情報の収集」では、都道府

県別の様々なデータを掲載する Web サイト「と

どらん」にて公表されているデータをもとに行

う。「整理・分析」「まとめ」では、筆者が作成

したExcelファイル(図２)上に仮説や分析結果、

その後の考察をまとめる。なお、画面の大きさ等

を考慮し、生徒 1 人 1 台配布されている

Chromebookではなく、デスクトップPCで行う。 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 授業で活用した Excel ファイル 

「発表」では生徒が作成したグラフなどを生徒

同士で発表しあう場の設定を行った。その後、筆

者が提示した課題に加え、自分が生活していて

気になる関係について仮説を立て、自分でデー

タを集め、分析・考察する活動も行った。 

（２）実践の流れ 

学習活動と流れ 【狙うこと】 

・相関関係の例(図３)の意見を共有(図４) 

・教師側で作成したスライドの提示  

 

 

 

 

図３ 導入で提示したスライド 

 

 

 

 

 

図４ 図３に関する仮説 

 

○課題提示 

２つの数量にどのような関係があるか 

～「相関係数」をもとに説明しよう～ 

★生徒に提示した例 

 

 

 

 

○個人理解（全体共有） 

１．情報の収集 

・Webサイト「とどらん」にアクセスし、デ

ータで該当するものをExcelに反映させる。 

２．整理・分析 

・全体で A の例を取り上げ、分析方法等の

一連の流れを教師主導で一緒に確認する。 

・代表値を求め、散布図の作成を通して仮説

を明らかにするための分析を行う。 

３．まとめ 

・仮説と結果を比較検討し、どのようなこと

が言えそうか、なぜそのような結果がみら

A: 平均気温が高い県ほどアイスは売れている 

B: 人口が多い県ほどコンビニの店舗数は多い 

C: スマホの平均利用時間が高い件ほど学力高 
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平均値、中央値、標準偏差から相関係数を出して関係がある

のか調べることができました。

他の値から大きく外れたのを外れ値ということを知った。

エクセルの使い方が今日で一気に詳しくなった気がする。

相関係数の数字を出すのが楽しかったです

仮説を考えて、問題を解くということをしていなかったので

新鮮でした。自分の考えと結果が全然違ったことがびっくり

したので、もっと色々分析してみたい！

予想と違った結果になった

分析前の予想が絶対じゃなく、相関係数やグラフで分析する

ことが大事

自分が思っていたアイスに関しての常識は違ったようです。

なので自分は47都道府県の合計での様々な情報に興味が出ま

した！エクセルを使いこなせるようにします。

れたと言えるか等の考察をたてる。 

・Bと Cの問いについても同様に行う。 

 

○個人思考（個人で深める取り組み） 

・B、Cについて、仮説・分析・考察を行う。 

・「●●」な県ほど「△△」を検討する。 

・仮説を立て分析・考察を行う。（図５） 

 

 

 

 

 

図５  授業の様子 

 

○全体発表と振り返り 

４．発表 

・自分が設定した課題について紹介する。 

・「相関関係」が関わる事例の紹介(図６) 

図６ 相関関係の事例 

Ⅴ 授業の成果 

（１） 生徒の振り返りからみられる学び 

 本実践での生徒の振り返り（表１）を紹介す

る。生徒の振り返りの中には、「仮説を考えて、

問題を解くということをしていなかったので新

鮮だった。自分の考えと結果が違ってびっくり

した。」「自分が思っていたアイスに関しての常

識は違ったようです。様々な情報に興味が出ま

した。」など、まず一人ひとりが興味関心を抱き、

具体的な「仮説」を立てていたからこそ「自分が

どうであったか」の視点から課題に向き合う姿

がみられた。また、「分析前の予想が絶対ではな

く、相関係数やグラフで分析することが大切」と

振り返る生徒もみられ、青木(2022)の実践でも

みられた生徒が多面的・批判的に解釈し判断す

る力やデータを活用しようとする態度の育成に

も効果はあったと考えられる。 

表１ 生徒の振り返り（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 身につけた技能を活かした結果 

生徒の仮説・分析結果（表２）を紹介する。 

「運動部の加入数と飲料水」「朝食を食べる人と

学力テストの正答率」といった自身の学校生活に

関係する内容に問題意識をもって調べる生徒もい

れば、「気温の高さとラーメンの店舗数」「出身

アイドルの数とオタクの人口」など本人のプライ

ベートな部分に関わる内容に問題意識をもつ生徒

など様々で今回の内容を自身に落とし込むことが

できていた生徒は多くみられたと考える。 

「情報の収集」では、本人が検討しようとしたデ

ータが見つからず課題の再設定を行った生徒や、

「オタク」の定義について、分析の段階では自分

なりに明確であったが「発表」の際に周りの生徒

から定義に関する質問を受け、悩みつつも繰り返

し説明しようとする生徒もみられた。以上のこと

から、学習指導要領が示す「データの収集、整理、

分析及び結果の表現の方法を適切に選択し、実

行し、評価し改善すること。」について、生徒自

身が適切だと考えていた一連の取り組みについ

て評価・改善することを体験的に実践できてい

たと考える。 

 表２ 生徒の仮説とその結果（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

運動部(高校)に入っていればいるほど飲料水の売れる   … 弱い正の相関

年収が高いほど大学進学率が高い           … 強い正の相関

貧困率が高いほど離婚しやすいのでは？                           … 負の相関

過去１０年間の甲子園の勝利数とプロ野球選手数    … 正の相関

気温が低い県ほどラーメン屋の店舗数が多い                    … 負の相関

朝食を食べる人が多い県ほど学力テストの正答率も高い … 弱い正の相関

アイドルが多い県ほどその県はオタクの人口も多い         … 分析不可（オタクの定義が曖昧）
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Ⅵ まとめ 

（１） 成果 

導入では、取り組みの質を高めることを狙い

として生徒が興味関心を抱くことを狙った課題

を設定した。その後、１人１台のPCを使用し一

連の探究的な学習の過程に沿った授業を行った。

興味関心を持って課題と向き合ったからこそ、

学習に苦手意識を抱く生徒であっても「自分が

どうであったか」の視点で、課題を解決しようと

粘り強く取り組む姿もみられた。また、『ICT活

用を含む探究的な学習の過程』のうち、特に「情

報の収集」「発表」の部分で、多面的・批判的に

解釈し判断する力やデータを活用しようとする

態度の育成について充実している様子がみられ

た。以上のことから、「データの分析」の授業で

『ICT活用を含む探究的な学習の過程』に沿った

活動は、学習指導要領に示される統計的な問題

解決活動を行うことにつながったと考えられ

る。また、個人的な感覚ではあるが、それぞれの

学習過程が生徒に説明しやすいこともあり、授

業者である筆者には不安感が少なく大変取り組

みやすいものであったように感じた。 

（２） 課題 

今回の試作問題では「国が実施した生活時間

の実態に関する統計調査を基に、スマートフォ

ン・パソコンなどの使用時間と睡眠の時間や学

業の時間との関係」を取り上げていた。いくつ

もの統計調査の中から適切な情報を抜き出し、

複数の情報を複合的に整理・分析することが問

題を解く上では必要であり、本実践ではそこま

で深めて取り組んでいる生徒は少数であった。

多くの生徒は筆者が「最初に説明した流れ」の

通りに、ある意味忠実に取り組んでくれた。そ

のため、大きなミスや引っ掛かりはないが、「ど

うすれば良いか？」などの評価・改善する機会

が少なかった。課題についてより深く向き合う

中で、『ICT活用を含む探究的な学習の過程』の

サイクルを繰り返す機会を取り入れていく必要

があると考える。 

また、今回の実習では Excel を用いたが使用

すること自体が今回の授業が初めてという生徒

が多いといった現状もあり、やはり分析方法に

「慣れる」ことも必要であったように感じてい

る。「データの活用」という一定の分析技能も必

要とされる単元であるからこそ、サイクルを繰

り返すことで「慣れ」も生まれ、「整理・分析」

の質が上がり、統計的な問題解決活動につなが

ると考える。 

（３） 今後の展望 

課題を生徒一人ひとりが「自分ごと」にする

機会を持った上で、『ICT 活用を含む探究的な

学習の過程』のサイクルを繰り返す機会を含む

「データの活用」の単元構成を検討していく。 
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VR ゴーグルの試用事例と活用構想 
 

小学校や大学での外国に関する情報収集のための実践授業を通して 
 

清水 和久（金沢星稜大学） 
 

Meta Qquest2 等などの VR ゴーグルの教育現場での活用実践例はまだあまり見られないが、VRゴ

ーグルを通して 360度映像を見ることで臨場感あふれる体験をすることができる。本研究では VRゴ

ーグルを、試用したあと今後考えられる活用場面について考察したい。また、実際の活用例として

国際交流を行っている小学校での交流相手国の理解や、大学生の海外研修準備のための使用例も取

り上げ、今後の活用方法を構想していきたい。 
 

 
VR ゴーグル  Meta Quest 360 度動画 国際交流 

 

１ はじめに 

 筆者が、初めて VR ゴーグルを試用してみた

時は、その現在での風景とは全く異なった風景

を 360 度の視野で体感できることに大変驚い

た。Apple からは 1 台 50 万円もする Apple 

vision Pro なるものが発売されたが、それ以前

に発売されている比較的安価な VR ゴーグルと

してメタ社のMegaquest2や Megaquest3 などを

活用して、VRゴーグルの機能や活用場面、活用

時のノウハウなどについて分析をおこなう。 

２ 研究の目的と方法 

 目的：VRゴーグルの機能の比較や活用できる

アプリを分析し、教育現場で活用した場合の効

果について考察する。 

 研究方法： 

（１） VR ゴーグルの機能の分析 

（２） VR ゴーグルの操作及び運用方法 

（３） VR ゴーグルで使用できるアプリ 

（４） 360 度教材の作成 

（５） 小学生のアプリの使用事例 

（６） 大学生のアプリの使用事例 

（７） 操作方法を理解するための手立て 

３ 研究内容 

（１） VR ゴーグルの機能の分析 

2022 年の VR/AR ヘッドセットの出荷台数は

Metaがトップで 全出荷台数の8割近いシェア

を獲得している。＊１（IDC の調査結果）研究

対象の機器は Meta Quest2 であるが、その後継

機の Meta Quest３も加える。両者の性能の違

いは、前者はパススルー時（ゴーグルを通して

実際の周りを見た時）の映像は白黒であるが、

後者はカラーである。そのため後者は自分の目

で見たものとほとんど変わらない映像をゴー

グルの液晶を通してみることができ、液晶上に

合成された CG は、違和感なく現実の映像の一

部のように見える。これは（MR）複合現実とよ

ばれものである。 

（２） VR ゴーグルの操作及び運用方法 

① 操作方法 

VR 上での操作は、大きく分けて 3種類ある。

○両手に持った Touch コントローラでの操作。 

Touch コントローラの操作は、親指で押すボタ

ン 3つの他人差し指トリガーボタン、中指グリ

ップボタン、人差し指と中指の 6種類、これが

左右にあるので、全部で 12 個のボタンを操作

する必要がある。またボタン同士の組み合わせ

で「つかむ」などの動作になる場合もあるので、

操作はより複雑である。 

○手に持っている Touch コントローラを傾け

たり振り回したりすることで、画面上の登場人

物を操作する。 

○Touch コントローラに触らないで、自分の手

の動きだけで操作できるハンドトラッキング

という方法。操作時には画面上に手の３Dモデ

ルが登場し、人差し指と親指を合わせると「選

択」になるなど自分の手の形の指示だけで直感
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的に操作を行うことができる。これは Meta 

Quest2 上の 4 隅の 4 個のカメラが、指の動き

を追跡することで人間の手の動きを感知でき

るようになっている。 

 初心者にとっては VR の操作自体が難しいの

で、映像の吟味をする前に、操作を覚えさせ、

その後、360 度動画などを見せた方がよい。 

② VR ゴーグルの運用の工夫点 

VR ゴーグルは、基本的に 1 人で見るので、

周りは本人が何を見ているかわからないので、

本人が操作で迷ってもアドバイスは難しい。 

 しかし、ミラーリング用の Meta Quest２の

アプリが入ったタブレットを VR ゴーグルと同

じ同じネットワーク上に置くことで、VR ゴー

グルの映像を外部のタブレットに映し出すこ

とができる。周りの人は操作している本人が見

ている画面を共有できるので、アドバイスでき

ることになる。 

③ Meta Quest2 で使用できるアプリ 

アプリは多数出ている。値段的には手ごろであ

り活用しやすい。ロールプレー系のもの、シュ

ーティング系のもの、フィットネス系、360 度

画像を見る YouTubeVR 等である。 

（３） アプリの使用感 

様々なアプリがあるが、筆者が使用してみて

の使用感を述べる 

① アプリ「First Steps」 

対象は、初めて Meta Quest2 を触る人用。短

時間で操作方法をマスターすることができる。

操作には先に述べた 12 個のボタンの使い方を

覚えなければならない。指示に従って操作する

と 15 分程度で一連の操作方法をマスターでき

る。最後には登場するロボットと一緒にダンス

をする体験までできる。このアプリだけで画面

上で物をつかんだり、ラケットでボールを打つ

こともできるようになる。 

② アプリ「Beat Saver」ビートセイバー 

飛んでくる物体を音楽に合わせて切ってい

くもの。コントローラをもって手を動かすと画

面の中の手も連動して動き「切る」ことにより

得点が入る。コントローラの動きと画面上の手

が連動していることを体感できる 

③ アプリ「ミッション ISS」 

現在地球を回っている宇宙ステーションに

乗り込むシュミレーションアプリ。宇宙ステー

ション内を自由に探検でき、無重力下での動き

を体験できる。船外での宇宙遊泳もできる。宇

宙に興味のある児童には最適である。（無料で

あるが英語版のみ） 

④ アプリ「Wander」 

Google のストリートビューを VR ゴーグルで

見ることができる。360 度の映像を見ることが

できるので、自分で旅行している気分になれる。

また同時に Wander にアクセスしている人同士

でツアーを組むことができる。参加者がツアー

内のリーダをフォローすることで、そのリーダ

の行くところに一緒に移動することができる。 

調べ学習や外国語教育などに使える汎用性が高

いアプリである。 

⑤ アプリ「エピックローラーコースター」 

ジェットコースターに乗っている体験ができ

るアプリ。体験者の画像をミラーリングするこ

とによって、他の児童もジェットコースター体

験者が見ている映像を共有できるので、映像に

合わせて椅子を傾ける等、環境づくりをアシス

トできるので体験者との一体感が強まる。スリ

ルがあるので好き嫌いの分かれるところである

が、グループで協力することで体感できる。 

⑥ アプリ「YouTube VR」 

VR上でYouTubeを見ることのできるアプリで

あるが、360 度動画を集めたリストがあり、ス

カイダイビングなどの映像はリアル感が大変高

い。同時に360度カメラで撮影したものをここ

に限定リンクでアップロードすれば、その URL

を見せたい人に知らせることで臨場感のある映

像を見せることができる。 

（４） 360 度動画教材の作成 

360度カメラで撮影した映像をYouTubeにア

ップロードすることで、VR ゴーグルで 360 映

像を見ることが可能になる。もちろんスマホで

も見られるわけであるが上下前後左右どこを

見ても視野いっぱいに映像が広がる自然さに

は負ける。 

本研究では筆者が学生と主に台湾に訪れた
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時に撮影した 360 度動画を教材として作成し

た。作成時の注意点をいくつか述べる。 

 使用機材は「insta360 one R1 インチ」と

「insta360X3」である。前者は後者よりも画質

がいいが、重いので取り回しは後者の方がよい

と思われる。台湾では訪問した 4校の小学校の

校内を歩きながら撮影し、視聴者に疑似的な訪

問体験を味わってもらおうと考えた。動きなが

ら撮影した映像は、視聴する時に VR 酔いとい

われる感覚に陥る場合があることがわかった。

これは視聴者が意図していない方向に動かさ

れたりすることが原因だと思われる。 

 視聴する人のことを考えると場所を固定し

た撮影した方がよく、目線の高さで、撮影者が

映りこまない形で撮影した方が視聴者目線で

見ることができることが分かった。もし動く場

合は、ゆっくりと動き急に方向を変えないこと

が必要である。 

 作成した画像は、以下の3種類であった。 

・101ビルからの新年の花火（三脚固定で） 

・十份の紙ランタン飛ばし映像（移動） 

・小学校の訪問映像（移動） 

（５） 小学校での活用事例 

実施日：2月 13日 

実施校：H小学校 6年 2クラス 

背景：この小学校は台湾の小学校と国際交流を

行っており、筆者が学生とともに交流支援を行

っている。12 月末には台湾の小学校に実際に

学生とともに訪問し、ビデオで現地を撮影、2

月には日本の小学校でその報告をおこなうの

で、その一環として VRゴーグルを試用する。 

授業のねらい：台湾についてより詳しく知る。 

内容：報告会は 2部構成で、1時間は学生によ

る台湾訪問についてのクイズを交えた話。もう

1 時間は VR ゴーグルによる 360 度動画の視聴

体験とアプリの Wander を使ってのストリート

ビューでのツアー体験とした。 

VR ゴーグルが 5 台しかないので順番にグル

ープごとに体験し、待っている間は iPad で別

のアプリを体験してもらった。 

6年の 2クラスでアンケートを実施した。以下

がその結果である。（n=52） 

表 1 Q1:VR ゴーグルのこれまでの経験値 

VR ゴーグルの経験値？ 割合 

・今回が初めて 80％ 

・1，2回使用経験あり 20％ 

表 2 Q2:VR ゴーグルの使用感 

VR ゴーグルの使用感？ 割合 

・とても使いやすい 34％ 

・使いやすい 36％ 

・どちらかといえば使いやすい 20％ 

・どちらかといえば使いにくい 8％ 

・使いにくい 2％ 

使いやすいの理由としては、「立体で見れた

し、しっかり向いた報告に VR の目線も一致し

ていた」等のリアル感を上げる理由が多かっ

た。使いにくいの理由としては、画像の粗さ、

操作のむずかしさ、ゴーグル自体の重さなどの

言及もあった。操作性が悪かったが、それより

もリアルな体験に驚いている児童が多かった。 

表 3 Q3:VR ゴーグルをまた使いたいですか？ 

VR ゴーグルをまた使いたいか？ 割合 

・とても使ってみたい 74％ 

・使ってみたい 12％ 

・どちらかといえば使ってみたい 4％ 

・どちらかといえば使いたくない 4％ 

・使いたくない 4％ 

9 割近くがまた使用して見たいとの意見だ

った。その理由としては、360 度見渡せる圧倒

的な臨場感をあげる児童が多かった。また「違

う国を VR で見てみたい」「世界中の建物を見

てみたい」「その他の国にも行ってみたい」な

ど Wander を使った児童はいろいろ好奇心を刺

激されたようである。使いたくないとした児童

の意見では、「使い方が難しい」「接続トラブ

ルが起きたから」という理由であった。 

VR ゴーグル 1 台に付きサポートが 1 人付かな

いとトラブル時に対処が難しとも感じた。 

 今回は大学生の台湾訪問の話、360 度動画の

視聴、それに Wander のアプリを使っての台湾

探訪のセットで体験をしてもらったことで交

流先の台湾の様子をより身近に感じてもらえ

ることができたようである。 
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（６）大学での活用事例 

・実施日：2月 14日 

・対象：オーストラリアに研修に行く学生 

背景：大学では、春休みに大学教員が引率して

いく海外研修がある。研修のねらいは、まずは

海外に行ったことのない大学生に、安全に海外

旅行を経験してもらうというものである。 

・ねらい：自分の担当場所を現地で他の参加者

に案内できるように VR アプリの wander を使

いイメージをもってもらう。 

・内容：参加者である 9名の学生は、オースト

ラリアのシドニー、メルボルン、バララットな

どの訪問地での宿泊施設の場所や観光地を事

前に調べておき、VR ゴーグルでその場所を確

認し、他の参加者を Wander のアプリに招待し

アプリ上で説明をおこなった。 

 リーダになる人が Wander 上でパスワード付

の部屋を作り、そこに他の参加者を招待するこ

とで一緒にツアーができる。参加者はリーダと

同じ映像を同時に見ることができ、音声で説明

を聞くことができる。 

実際に筆者が他の 4 人の学生を Wander 上に

招待し、シドニーのオペラハウスのツアーを行

った。筆者はオペラハウスについて参加者にポ

インターで示しながら音声で解説を行うこと

ができた。海外旅行の事前の説明には極めて有

効なアプリであると感じた。 

（７）操作方法を学ぶための手立て 

VR のコンテンツを活用する前に、VR の基本

操作を覚える必要がある。一番手っ取り早い方

法は各自が VR の画像を見ながらその中で使い

方を学ぶ方法である。それには自学自習で使え

る最適なアプリを選べばよい。以下のアプリを

順に体験することである程度の操作方法はマ

スターできる。 

①First Steps 

コントローラの基本的な操作がわかるアプ

リ。指示通りやれば、VR空間の中で物をつかん

だり、卓球のラケットで球を打ったりできるよ

うになる。（所要時間；約 15分間） 

②First hand 

 ハンドトラッキング操作（コントローラを使

わない操作）で自分の手の形の操作で指示を出

すことができる。ストリー性が高いゲームアプ

リで、指示に従って謎を解いていく。ゲームの

導入部分のみの活用（所要時間；約 30分間） 

③First encounter 

パススルー（周りの風景）がカラーで見られ

る MetaQuest2 の次の型の MetaQuest3 限定の

アプリであるが、現実の風景に CG が合成され

た複合現実の体験ができる。（約 5分間） 

この前者の２つのアプリを体験し、3つの目

のアプリも体験できると VR ゴーグルの操作イ

メージを楽しく理解できることになる。

 

図 1 操作を理解するための 3つのアプリ 

４ まとめ 

筆者が実際に VR ゴーグルを使ってみて、様

々なアプリを体験しその操作方法を理解した

上で、小学生と大学生に使用してもらった。 

操作の説明が難しいのは、使用者が見ている

画面と説明者が見せたい画面が違うからであ

る。ミラーリングの方法もあるが接続が悪いと

すぐ止まる場合もある。まずは基本操作をアプ

リで自学自習することで、その次のコンテンツ

の活用に広がっていくと思われる。 

特に Wander のような汎用性の高いアプリの

活用は広まっていくと思われる。また、今後は

いろいろなシュミレーションアプリなどでも

出てくると思われる。しかし、教師が自作でき

るものとしては、360 度動画の作成であり、VR

ゴーグルでより臨場感のある映像を見せるこ

とが可能になる。 
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